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第H部

ローカリティを超 えて

事例研 究



マ グ レブ系 移 民 とフ ラ ンス ◆

〈ローカリティ〉のかたち

植村清加

はじめに

サ ル トルが 「第三世界 は郊 外 に始 まる」を書 いた の は1970年 の こ とだ っ た。 その 時期 以

降、 フラ ンス で はマ グ レブ地域 をは じめ とす る旧植 民地 か らの 出稼 ぎ労働 者 や 移住 者 が

ます ます増 加 し、家 族 とと もに大 都市 郊外 に居 住 す る ように なっ た。 現在 、 その流 れ は、

「逆植民 地化 」と呼び うる状況 を呈 して いる と指摘 す る人 もい るほ どだ。

こ うした旧植民 地か らの移 民の存在 が 、国民 国家 や共和 国の核 となって きた市民 とい う

概 念 を揺 るがす なか 、最 近 では、 移民 の流 入 を甘 受す るので は な くフ ランス側 が 「選 択 」

す る政策へ と シフ トし[・1]、2006年か らは新 た に入 国す る移 民全体 に フラ ンスへ の統 合 に

同意 す る 「統 合契 約」(lecontratd'int6gration)が 義務 づ け られ は じめた。移 民 に は市 民教育

と語学 教育 を通 して、 フ ラ ンスの 国家 原則 の遵守 と十分 なフ ランス語 の修得等 が義 務づ け

られ た こ とにな る。 そ うした教 育 に よる 「フラ ンス化 」とい う考 え を媒介 と し、市民 とい

う概念 を核 とした 「契約 」は、 近代 的で ナ シ ョナル な市 民 を再生産 す るため の もの であ り、

トラ ンス ナ シ ョナル な移 民 に よって もた らされた多様性 を、 政策 に よって ナシ ョナル な市

民の多 様性(許 容範 囲 内の多様 性)へ と整備 しよ うとする ものだ とい える。

2005年 の年 末 に郊外 を舞台 に フラ ンス全土 を焦が した暴動 は、70年 代 以 降、 政策 は変

遷 しよ う とも 「第 ≡:世界」が 「第 四世 界」へ と引 き継 がれ、 厂トラ ンスナ シ ョナル な移 民 」

が 「ナ シ ョナ ルな市民 」か ら周 辺化 されて きた状 況 の なかで起 こされ た もので あ る。 都市

部 と郊外 には、 隣接 して暮 らす住民 のナ シ ョナ リテ ィの数 だけ で も相 当数 にのぼ る地域が

あ り、そ う した外 見上 「外 国 人」と見 え る住民 ば か りの 人口構 成 か ら、人 々が 「フ ランス

◆ 本論文は、2005年5月27日 に トランスナショナ リテ ィ研究セ ミナー(於 大阪大学大学 院人間科学研 究科)で 発

表 されたものが元 となっている。
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にあ って フ ランスだ とは思 えな い場 所」[・2]だと表現 す る地域 はか な りの数 にな る。一連 の

暴動 を受 け て出 され た議論 は 「フラ ンス型 統合 モ デル の崩壊 」であ った り、政 府 の措置 に

対す る批判 と して国家 が市民社 会 の価値 を侵犯 してい るこ とへ の警鐘 で あった りした[・3]。

一 方
、長 ら く植 民地 やポ ス トコロニ アル とい う用語 が ほ とん ど使 われ るこ とが なか った

フ ラ ンス で も2005年 あ た りか ら移民 出 身者[・4]や複 数 の アソ シエ ー シ ョ ンが 中心 とな り、

フ ラ ンス は過 去 も現 在 も植 民;地国 家 だ と公言 し、 「われ われ は共 和 国 の原住 民 で あ る 凵

("Noussommes豆esindigさnesdelaR6publique!")と い う ア ピー ル と運動 が ス タ ー トして い

る[・5]。そ う した ア ピー ルが市民 の連 帯 を基礎 とす る市 民運 動 と して展 開 され る とと もに、

ナ シ ョナ ルな枠組 み を超 えて世界 と連帯 しよ うとす る気 運 と重 な って きてい る。

本稿 で は、 トラ ンス ナ シ ョナ ルな状 況 にお いて ロー カ リテ ィはい か に捉 え うるのか を、

フ ラ ンス のマ グ レブ系 移民 の事 例 を通 して考 察す る。マ グ レブ系 移民 が家族 と ともに生 活

す る地域 とな っ て きた大 都市 お よびそ の郊 外 は、 一方 では トラ ンスナ シ ョナ ル な移動 の

受 け皿 とな り、他 方 では フラ ンス 共和 国の理 念 に沿 うよ うな ナ シ ョナル な市 民 を育成す る

「ロー カ リテ ィ」を構築 す る場 と して整備 されて きた。

アパデ ュ ライ は、 「グローバ ル化 され、脱 領 土化 され た世 界 にあ って生 き られ た経験 と

して の ロー カ リテ ィの本 質 」を解 明す るこ とが現在 の 民族 誌 の使 命 だ と述べ て い る[ア パ

デ ュライ2004:102-103]。 彼 は、 近隣…(neighborhood、 訳 書で は 「近接 」)とロー カ リテ ィと

い う用 語 を導 き手 に しなが ら、生 活の多様 な レベ ルで脱 領土化 が進行 し、 トラ ンス ナシ ョ

ナル な現象 の加速化 が み られる現在 の状 況 のなか で、人 々の 身体 や 生活空 間 に社 会的技 法

やあ る種 の く社会性 〉を生産 して い るものの形 態 を考 察 しよう としてい る ように思わ れ る。

同時 に、彼 はそ う した く社会 性 〉が 、近代 の 国民 国家 が定義 し、管理 す る近 隣や ロー カ リ

テ ィ とは、 本来 質的 に異 なる ものか ら成 る とい う。 そ して、近代 の 国民 国家 に とっ て、近

隣 と ロー カリテ ィが本 来 もっ てい る この質 的 なズ レは、 ナ シ ョナ ルな市 民(主 体)の 創 出

を阻 害す る不安 を象徴 す る とと もにそ れ と相剋 す る ものだ とす る。 それ は、人 々の社会 生

活の なか に、 近代 の 国民 国家が 必要 とす るナ シ ョナ ルな市 民 を創 出す るた め に定 義 され、

管理 の対 象 となる近 隣 とロー カ リテ ィがあ る一方 で、そ うしたナ シ ョナ ルな市 民の創 出 と

は異 なる空 間や社 会的技 法 を生産 す る もの として 人々 に経験 され る近隣 とローカ リテ ィが

あ る とい う指摘 だ。 そ して 、そ のズ レは、社 会組織体 として の近 隣がそ の一般 的特性 と し

て 「国民性 を創 出す る技 法(出 生 管 理、 言語 的統 一、経 済統 制 、効 率的 な通信 、 政治 的忠

誠)が 弱体 化す る、 も しくは異 議 を唱 え られ る可 能性 を もった大 規模 な空 間あ るい は残 余
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的 な空 間 を含 み もつ」[アパ デ ュライ2004:339]こ とか らくる とされ る。

アパ デュ ライが現在 の民 族誌 の使命 だ と述 べて いる ものは、 文化 人類 学 にお いて重要 な

概念 とな って きた 〈ロー カ リテ ィ〉を、 グ ローバ リテ ィや ナ シ ョナ リテ ィの対 象物 と した

り、 実体 的 な 「地域 」に単純 に代 替 す る ことな く、 分析 概念 と して再構 築 してい くこ とに

重 なるだ ろ う[・6]。分析 概 念 と して の くロー カ リテ ィ〉の再構 築 とそ の民 族誌 的記述 に必 要

なの は、 この概念 が含 む多義性 や ズ レを解 消 す るこ とで はな い。 む しろ、 ナ シ ョナ ルな市

民 を創 出す るた めに 国民 国家が 設定 す る 「ロー カ リテ ィ」に対 して、 この概 念 の解釈 の多

義性 を利用 して、 人 々が近 隣iの日常 生活 空 間にお いて、 その一義 的 な理 念 を共有 して いる

ようにみ えなが らも、 その ような創 出 の技 法 を弱体化 す る可能性 の ある空 間 を保持 し続 け

てい る こ とを明 らか にす るこ とにあ るだろ う。

1.差 異の捉え方、語 り方

1-1.フ ラ ンス 型統 合 モ デ ル

フラ ンス の文脈 でマ グ レブ とい う言葉 は、 アル ジェ リア、 モ ロ ッコ、 チ ュニ ジアの北 ア

フ リカ三国 、旧 フラ ンス領植民 地 だった地域 を指 す。彼 らの多 くは ムス リムであ り、 フラ

ンス にお け る 「移民 」の マ ジ ョリテ ィを 占め る。 フ ィー ル ドとなるパ リ地域 におい て、彼

らをは じめ とす る 「多様 な人 々」の生 活者 と して の存在 は、 ご く日常 的 だ。 フ ランス社会

は これ まで、 「一 に して不可 分 の共 和 国」とい う考 え方 を保 持す る とと もに、すべ ての人

(市民)は 、民 族 的、文 化 的、宗 教 的 な差 異 を持 た ない等 しい個 人 であ る こ とを重 視 して

きた。 それ ゆえ、 「移民」とい って も、 フラ ンス で生 まれ育 った人 々や フ ランス社 会 に 「溶

け込 んで い る」人 々 を、 オ リジ ンや出 身地 で分類 した り、「出身」を尋 ね る ことは、 「差異

を強調」す る行 為 とされ た り、 「外 見 で他者 と判 断」す る行為 として受 け止 め られ るこ とが

ある。私 が調査 で 関わ って きた第二世 代 をは じめ とす る 「移民 出 身者」につ いて も、フ ィー

ル ドの人 々 は 「彼 らは移民 じゃ ない。 フ ラ ンス人 だ」とか 「前 に も後 に も何 もつ か ない単

なる フラ ンス人 と呼ぶべ きだ」とい う反応 をみせ た。少 な くともそ う した 態度 を見せ る こ

とが良識 的 なフ ラ ンス人 だ とされ る場 面が た くさんあ る。

また、 「移民 の子 ども として の経験 」を語 る当事 者で も、時 と場合 に よって 「形容詞 や説
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明句 のつ か ない フラ ンス人 」だ と自分 自身 を表 現 した り、前置 き した りした。 もちろ ん 日

常生活 の 中で、一 見 した ところで はそ の人が どこで 生 まれたの か、移民 なのか、移 民 の子

なの か、移 民の孫 なの かわか らないの だか ら、 あ る人 に移民 か フ ラ ンス人 かの定義 を厳 密

に使 い分 けて用 いるの は難 しい。 それ で も、彼 らを移民 の子 と呼ぶ か フラ ンス人 と呼 ぶか

とい う表現 の違 い こそ 、「フラ ンス 型」の国民統 合 モデ ルが こだわ って きた部分 だ。

そ れゆ えエス ニ ック集団 ご との 人口 をはか る統計 調査 も行 われ ない。フラ ンス で はよ く、

エス ニ ック集 団 とい うカ テゴ リーの用 い方 は、「ア ングロサ ク ソン的 な社会 に特 有 の カテ

ゴ リー」だ とい われ、 そ れを フラ ンス社 会 に 当て はめ るのは不 適切 だ と もい われ る。 しか

しも しそ の概念 を当 ては めて 「ア ング ロサ クソ ン流 」に統計 を追 うな らば、 マ グレブ 人 と

い うカテ ゴ リー をなす統 計上 の グルー プは、 ヨー ロ ッパ最大 の イス ラム圏 出身 の住 民集 団

に なるの で はないか といわ れて いる[・7]。一方 、「フラ ンス共和 国流 」の統 計 で は、 フラ ン

スに居 住す る外 国人 は326万 人、 移民 は430万 人 、そ の うちア ルジ ェ リア人(57万 人)、 ポ

ル トガル人(57万 人)、 モ ロ ッコ人(52万 人)が 最 も多 くなっ てい る(1999年 、INSEE)[・8]。

「移民 」とい う語 彙が もつ ニュ ア ンス やイ メー ジは、肌 の色や 名前 か ら 「非 フラ ンス オ リ

ジンの外 国人」を連想 させ る もの だが、統 計 でい う移民 や外 国人 に は第 二世代 以 降の 人々

は含 まれ ない。 つ ま り、 「ア ング ロサ ク ソ ン流」に統 計 を追 う と 「見 え る」よ うにな るエス

ニ ックな カテ ゴ リー集 団は、 フ ラ ンス の社 会 では見 えて いて もそれ を明示 す る形 で は語 ら

な い こ とにな って い る。 そ れ は、「ア ング ロサ ク ソ ン流 」の差異 の捉 え方 は、差 異 を永 遠

に付 与 し、 した が って不 平等 を再生 産す るこ と を意 味す るの に対 し、「フラ ンス流 」の差

異の捉 え方 は、個 人以外 の 差異 を消 去す る こ とで、他 者の 差異 に 「よ り開か れた 」平 等 な

市民 をつ くりだす もの だ と意 味づ け られてい るか らであ る。 その ため フィー ル ドで 出会 っ

た人 たち が、移 民 出身者 な ど とい う カテ ゴリーの 人々 の こ とを研 究 しに きた 日本 人 に 「そ

れ はおか しい、 彼 らは フ ランス人 だ」、 「私 は フラ ンス で生 まれ た フラ ンス 人だ」と語 る こ

とは、 フラ ンス にお ける国民 あ るい は市 民 と して の実践 を考 える上 で、 きわめ て重要 な契

機で ある。

1-2.連 想 ゲ ー ム と近 隣 の ネ ッ トワー ク

一方 で
、調 査 の体験 か らは、本 質化 された個 入 の差異 とは異 な る形 で、 人 々の関係 がで

きて いる こ とに も気づ か される よ うになった 。私が 調査 で出会 った のは、 日本 での知 り合
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い か ら紹介 され た人や フ ラ ンスで偶 然知 り合 った人 た ち、 訪問先 で 出会 った人や その人 か

ら紹 介 された 人 な どで ある。偶 然知 り合 っ た場 合 を除 けば、 紹介 され たの は 「マ グ レブ系

移民 出 身者 の話 を聞 きに きた」とい う私 の話 を 聞いた 人が そ の場 で思 い 出 した 「マ グレブ

系 の人」や 「たぶ ん マ グ レブ系 だ と思 う」とい う人 が 中心 だ った。 実際 に会 う と、 聞い て

いた 出身 国 と違 った り、マ グ レブ系 で はなか った り、 第二 世代 では なか った ことな ど様 々

なケ ースが あ った。 しか しこ う して様 々な人 と会 う うち に私 は、 この地 域 で暮 らす 人 々が

マ グ レブ系 移民 出身者 とい う言葉 か ら、 自分 の身の 回 りにい る人 の うち誰 を思い 出すか と

い う連想 ゲー ムに巻 き込 まれてい る ような感覚 に なって いった。

こ う感 じる よ うに なった のは、私 の 身体 もまた 同 じように人 々の連想 の 中に放 り込 まれ

て いった か らで もあ る。 日本 人、 ア ジア人、女性 な どの普段 日本 で はそ う意識 しない属性

と言 われ る もの が、私 につ いて くる。例 えば あるチ ュニ ジア人男性 は、 イ ン タビューが終

わ りリラ ックス したの か、 ライ フヒス トリー や 自分 の暮 ら しにつ い て語 ると きとはす っか

り別 人の ような冗 談好 きの お じさんに なっ てい た。 彼 は、 「日本 人 に会 ったの は君 が初 め

て だけ ど、 す ご く綺 麗 な 目だ」と、 にや りとす る。一応 褒 めて はい るよ うだが 「切 れ長 の」

とい う言葉 と ともに手で 目を引 き伸 ばす ジ ェスチ ャー でス テ レオ タイ プ化 された 「ア ジア

人の 目」を表現 した。 それ か ら友 人 に携帯 電話 をかけ て 「い ま、 日本人 の女 の子 と一 緒 に

い るか らお前の ことを思 い出 した」とい って友 人 の出身地 を訊 ね る。友 人はベ トナ ム出 身

だ った。 そ して 「彼女 、英語 もフ ラ ンス語 もあ ま り上 手 じゃないん だけ ど、君 たち 同士 な

ら話 せ るで しょ」とい って電話 を代 わろ う とす る。 私 た ちが 「で きない 」とい うと、 彼 は

「なんで だ。 同 じような顔 を して い るの に」とい う。他 の 第二世 代 の女性 も、 自分 の通 っ

て い る歯 医者 さん は 「あ なた と同 じ目」を してい るか らきっ と 日本 人 だ といい、 後 日 「彼

女 はベ トナム人 だった わ」といっ て帰 っ て きた こ とが あ った。

こ う した反応 は、 ステ レオ タイプ や外 見上 判 断 され た オ リジ ンに よっ て結 び付 け られ

る ものだ が、私 自身がそ れ に 「本 質主 義的差 別 」の 息苦 しさを感 じるこ とは なか った。 な

ぜ な らそれ は、 まず は自分 が 「その よ うな もの」として彼 らの 目に映 ってい る とい う こと、

そ して 「そ の ような もの」で ある私 が、そ の人 たちの 身の 回 りにいる 「似 た よ うな もの」で

あ る誰 か を連想 させ るとい うこ とであ り、 私が それ を楽 しめる ものだ ったか らだ。 その う

ち今 度 は 「今 カ フェで 日本 人 の旅行 者 と隣…合 わせ た か ら電話 した んだ」といっ て私 に電話

が きた りも した。 こ う して、私 が話 を聞 く人 を増 や してい ったの と同 じような連鎖 のなか

に 自分 自身 も巻 き込 まれてい る感覚 がで て きたのだ った。
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その連 鎖 は人種 や民 族 とい う属性 に よる もの に違 いは ないが 、属性 に もい ろい ろあ る。

それ は、人種 や民 族や性 別 とい った属性 の種類 が いろい ろあ る とい うことでは な く、属性

が関係 の 中で果 たす役 割の質 がい ろい ろあ る とい うこ とだ。共和 国 の理念 に沿 う形 で想像

され た市民 の属性 は、属 性 の差異 が人 々の関係 を切 断 し、等 しさ を保 証で きない もの だ と

して い る。 しか し、 フ ィー ル ドで 私が 人々の 間で経験 したの は、 とて も分 か りやすい 目に

見 え る身体 的な特徴 や 差異 、あ るい は 「何 だ か似 てい る」とい うこ とが結 ん でい く連想 の

ネ ッ トワー ク によって も関係 がで きて い くとい うこ とだ った。 その力 に よって、芋 づ る式

に 「マ グレブ系移 民 出 身者」を紹介 して もらい、調査 地域 が飛 び地的 に広 が り、関係 が つ

くられてい った。

こう した私 自身の経験 は、 本論 に とって重要 な こ とを示 唆 してい る。 フラ ンス で は多 く

の人 が、 人 々が 互 い に差 異 を持 た な い等 しい個 入で あ る とい うこ とが社 会 の原 則 で ある

と考 え、マ グ レブ系 移民 出 身者 を 「ただ の フラ ンス 人」とい うべ きだ と主張 す る。 そ して、

属 性 に よる差 異 の表 現 は排 他 的 な 関係 規 定 を意 味 す る として忌 避 され てい る。 しか し、

人 々が 日常 生活 のなか で連想 とネ ッ トワー クをつ ないで い くと きに用 い られる差異 は、 理

念 的 に規定 され た属性 に基づ く本 質化 された差 異 とは性質 が異 な るのであ る。 それ は、 差

異 や属性 を消 去す る こ とな く関係 をつ くり、 人 と人 をつ ないで い く、生 き られ た空 間が存

在 す る ことを意味 す るだろ う。 こ うした連想 ゲー ムの よ うな ネ ッ トワー クは人 々の生活 空

間 におけ る近隣…を考 える上 で重要 な ものに なるだ ろ う。

2.ロ ー カ リ テ ィの ニ ュ ア ンス と空 間 の 整 備

2-1.連 想 さ れ る 「ロ ー カ リ テ ィ 」

「マグ レブ系 移民 出 身者 につ い て 日本 か ら調 査 に来 た」ことに対 す る人 々の 反応 で もう

一つ 興味 深 い こ とは
、 民族 的 な出身 とい う意 味 での属 性や 立場 の異 なる人 々が、 「マ グ レ

ブ系移 民 出身者 」とい う言 葉か ら、 それ ぞれ に、 ある地域 、 あ る人 々 に対 す る イメー ジを

連 想 した こ とだ った。

マ グ レブ系 移 民 とい うテ ーマ の当事 者性 を問 われ ない立 場の 人 たち は、「フ ラ ンス にお

いて重 要 な テー マだ 」と しなが らも 「自分 は 当事者 で は ない か ら分 か らない」とい い、 移
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民の社 会統 合 や アル ジェ リア との植民 地 関係、 「移民 で は な く郊外 の 問題」、 「移 民で は な

く、 ムス リムの文化 が共 同体 的だか らフラ ンス では問題 」だ と解 説 した。

また、マ グ レブ系 で もその人 の住 んで いるエ リアや住 環境 の違い か ら、砺 究 の対象 にな

る ような人 々が い るの は郊 外 の 厂困難 な地 区」であ り、 自分の 生活状 況 とは関係 ない と示

唆 す る人 もい た。「困難 な地 区」とは大 都市 郊外 に整備 され た集 合住 宅HLM団 地(低 家賃

住 宅habitationsaloyermod6r6)あ るい は社会 住 宅(logementsocial)と 呼 ば れ る団地 が あ る

場所 で あ り、 その 区画単位 で ある 「シテ」と呼 ばれるエ リア あるい はゾ ー ンを示 して い る。

つ ま り、「マ グ レブ系移民 出身者」とい う言葉 か ら連想 す るの は、 民族 的属性 だけで な く、

移民 が集 中 してい る とされて いるあ る種 の地 区の ロー カ リテ ィの イメー ジ とも結 びつ いて

いるの であ る。 他方 、 シテで育 った人 に話 を聞 くと、 自分 は問題 を抱 えてない し人 間関係

もうま くい ってい る とい う一方 で、 こ うした地区 に は多 くの 問題が ある し、そ もそ も地区

に移 民 や外 国人 が多す ぎる こと 自体が 問題 だ とい う匚・9]。

こ こか ら、パ リ地域 でマ グ レブ系 移民 を調 査す る と きに浮上 す るロー カ リテ ィの文脈 が

みえ て くる。そ こにお ける 「ロー カ リテ ィ」の イメー ジ とニ ュア ンス は、 郊外 団地 に住 ん

でない 人に とって は、 キ ー ワー ドの よ うな単 語か ら連想 す る、 一般 的な イメー ジ と しての

移民 の集 中す る地 区であ り、郊外 団地 の中 を居住 や仕事 の場 として い る人 に とって は、 自

分個 人 の生活 に も人 間関係 に も問題 はない けれ ど、郊外 団地 には問題 が ある と語 る場所 と

関係 して い るの だ。 興 味深 い の は、 そ れぞ れの 立場 か ら連想 され た この 「ロー カ リテ ィ」

が 、社会 問題 では あるが 自分 自身の生活 か らは切 り離 されなが ら語 られ た ことであ る。

2-2.分 断 され た地 域 ・コ ミュ ニ テ ィ とい う語 り と空 間

移民 家族 の居住 地 と して イメ ー ジ され る こ う した 地域 は、1980年 以 降、 移民 問題 や都

市 問題、 アーバ ニ ズム批判 の文脈 の なかで繰 り返 し社会 問題 として議 論 され、 フ ランスの

ほかの 地域 とは異 な る空問 だ と語 られ て きた[*lo]。そ れ をきっか け に、移民 の子 どもたち

を きちん とフラ ンスに統合 す る必 要が説 か れ、 自治体が 中心 とな り地域改 善 プログ ラムが

始 まってい った[・11]。それ らの問題 は当初移 民 問題 とされ たが、徐 々に人種 ・民 族の 問題

では な く、都市 問題 や社 会 階級 の問題 に語 りなお され る ようにな った。多 くの移 民 出身者

に仕 事が な く、 学業不 振や 学業放 棄の 問題、 そ こでの失敗 ゆ え に有利 な労働 市場 に参入 で

きず 貧 困か ら脱 出 で きない 人 々が 集 中 した居住 空 間が発生 す る とい う社会構 造 の問題 が指
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摘 され る。 また、同 じことが問題 の なか にある当事 者か らも主 張 され るこ とか ら、 こ う し

た社 会構造 の 問題 は、 彼 らが フラ ンス全 体社 会 に組 み込 まれず に排 除 され、社 会 に居場 所

を与 え られて いない証 拠 だ と語 られ る。つ ま り、 こ う した地 区 とそ の住民 は フラ ンス社 会

か ら 「切 り離 され」、 「社 会 的 なつ なが り」や 「社 会 的 な混 じ り合 い」か ら切 り離 され てい る

と語 られ る。地 区の 問題が民 族 では な く貧 困層の 問題 だ と言 い換 え られ 、社 会 的つ なが り

か らの排 除が 問題 化 され る ことで、「ロー カル な個 人」を 「社会 の なかの個 人(市 民)」へ と

編入 す るこ とが解 決策 とされ るのであ る。

この分 断は、社 会 的なつ なが りか らの排 除の結 果 と してだ けで はな く、移民 た ち 自身が

社会 的つ なが りを拒 んで いる結果 と して も語 られ る。 とりわけ、 フラ ンス社 会 で肯 定 され

る 「開か れ たつ なが り」を拒 む もの と して問 題視 される のが、 郊外 の若 者 たち のグ ルー プ

や移 民 コ ミュ ニテ ィであ る。 シテの若者 の 間にで きる仲 間集 団 マル チエ スニ ックな集

団 だが仲 間独 自のス ラ ングな どで他 の集 団 との差 異化 が行 われ る は 「バ ン ド」と名 づ

け られ、 「郊外 の アメ リカ化」や 「エ ス ニ ック化 」として分析 され 、 自分 た ちで 固 ま り排 他

的 に なって い るこ とが問題 だ と指摘 され てい る。 シテの 若者 た ちの 「バ ン ド」がマ ルチエ

ス ニ ックな もの であ る に もか か わ らず、 そ して その 「事実 」が 他 な らぬ フラ ンスの政 治理

念が 機能 して い る証 拠 だ と説 明 され るこ とが あ るに もかか わ らず[・12]、それが 「エ スニ ッ

ク化 」と語 られ るの は、「困難 を抱 えた地 区の住民 」が、社 会経 済 的な状 況の 同質性 を もつ

人 々 として カテ ゴリー化 されて いるか らに他 な らない。

また近年 、マ グ レブ系 の移民 は、 ヨー ロ ッパ系 ・ユ ダヤ系移 民 と比べ て共 同体化 の傾 向

が強 く、 フラ ンスへ の統 合 を拒 ん でい る と して 問題化 され るこ とがあ る。 そ こで は、「文

化 の違い」が強調 される と ともに、「市民 」以 前の段 階 にい る移 民 たちの 共同体 を、 同質 的

な もの と し、 また フラ ンス とは異 質 な もの として カテ ゴ リー化 してい る。

どち らのケ ース におい て も、彼 らが フラ ンス市 民社会 以外 の 「われわ れ」を形 成 し、 「フ

ラ ンス的 で はない」集 団や共 同体 的 なエス プ リを形 成 して い るこ とが 問題 とされ る。 そ れ

ゆ え 「集 団化す る人 々」は 「ロ ーカル で コ ミュナ ルな心性 」を もつ 人々 と され、 フラ ンス型

統合 モデ ル、す なわ ち個人=市 民 に対 立す る人 々 として可視化 される こ とになる。解 決策

は、 フラ ンス 型統合 モデ ル(=市 民社 会)を 放 棄 す るか、 ロー カル な人 々 を市民 に統 合す

るかの どち らかであ るが、 実際 に採 られ るのは後 者の選 択肢 であ る。

郊 外 団地=シ テ とい う 「ロー カ リテ ィ」は、 この よ うに、 コ ミュナ ルな移 民 とい うエ ス

ニ ックな属性 と、エ スニ シテ ィ を見 えない もの に した、貧 困層 の住 む 「困難 な地 区」とい
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う地理 的 ・階級的属 性 を重ね合 わせ て作 られて いる[*13ユ。二 つの属 性の どち らにお いて も、

「開か れた社 会 的つ なが り」か ら分断 された、 同 質的 で閉 じられ た共 同体 としての ロー カ

リテ ィが問題 視 され 、そ の人 々が 市民=個 人 となっ て外部 と 「混 じ り合 い」、 その共 同体

か ら 「抜 け出す」(=統 合 す る)こ とが 目指 されるの であ る。

2-3.つ なが りを、 あ りす ぎ ない 程 度 に 一 郊 外 の 再構 築 に現 れ る 「ロー カ リテ ィ」

同質 的で 閉 じ られた共 同体 としての郊外 の ロー カ リテ ィを問題視 す る議論 は、 アーバ ニ

ズム批 判 と都 市 の再構 築 とい う言説 に もつ なが って い る。移 民 と郊外 が 問題 にな って か

ら、暴 動や郊 外 の不 安定 な状 況 は行 き過 ぎた アーバ ニズ ムに取 り囲 まれた空 間が 原因 だ と

して、 自治体 を 中心 に空 間の再構 築 が導入 され た。 巨大 な匿名空 間 に人び とが 詰 め込 まれ

てい る こ とや 居住 以外 の機 能 が な く、 「社 会生 活」へ のア クセス が 閉 ざされ てい る とい う

批 判 であ る。都 市計 画 に よる 「改 善」は、例 えばス ラム の よう に緩 や かに生 活空 間が 作 ら

れて増 殖 してい くもの とは異 な り、 あ る理念 に支 え られ る秩 序が計 画 と結 びつ い て空 間を

つ くりか える ものであ る。そ こに はフ ラ ンス社 会 に とって必 要 とされ る機 能 や意味 づ けが

反映 され るこ とにな る。

行 き過 ぎたア ーバニ ズムの 克服手段 と して各 地で採 られ たの は、郊外 の大型 団地 を小型

に造 り替 え る事 業 だ った。 巨大す ぎた団地 空 間が 匿名 的で 「つ なが り」の ない生 活環 境 を

生み 出す とい う認 識か ら、 団地 を小 さ くし住民 同士 が顔 を知 り交流 を もつ地域 にす る とい

う発想 で ある。 また、若 者 たち を育 成す るプ ログ ラムが は じま り、 シテの 中へ の相 談員 の

配置 、交流 の場 の設置 や、 学業推 進 の ため の支援 プ ログ ラムの導 入 な どに よって、 「困難

な地 区」を、 青少 年 を育 て る 「地域 」に改 善す るこ とが 目指 され た。 また休 暇 時の ス キー

やキ ャ ンプで 「都市 の荒廃 か ら田舎へ 」行 くプログ ラムや、 中心地 への 引率等 が導入 され 、

「地 区の外 」での経験 や他 の地域 ・年 齢層 の人 び とと 「混 じり合 う」交流 が促進 され た。

また、職 住分 離 の傾 向か ら居住 空 間 しか な かっ た地 区に 「社 会生 活」の充 実 を図 る試 み

が導入 され た。 そ の一 つが ビス トロ推 進運 動 であ る。 これ は、 「ビス トロが 都市 暴動 を起

こす ので はな く、 ビス トロの不在 が都 市 の不 安 定 さを ひ き起 こす」として、健 全 な教 育施

設や 自治体 が枠 にはめ たプ ログ ラムだけ でな く、 ビス トロの よ うな枠 には ま らな い市民 に

よる 「自由 な出会 いの場 」を内包す る地域 をつ くろ う とい う動 きであ る[・14]。さ らに、 カ

フ ェや ビス トロ も、そ う した場 が複 数あ り、個 人が人 間関係 を選択 で きる状況 で なけれ ば
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「共 同体 の しが らみ空 間」とな り、 その 地 区は 「共 同体 」に な って しま うとい う議 論が展 開

された。 匿名 的で周 りの人 々 に無 関心 な地 区は問題 化 され、 ア ソシァテ ィ フで連 帯 のあ る

地域 にす るこ とが 目指 された。 つ ま り、 匿名 的 でバ ラバ ラに な るこ とを避 ける とと もに、

隣 人 とのつ きあい の強制 や 、近 隣が 同質 的 な共 同体 に な るこ と も避 け る 「ロー カ リテ ィ」

が構 想 されたの だ った。

移 民や郊外 の 若者 たちが 共同体化 す る こ とな く社 会 に統 合 され るこ とと、匿名 的 なアー

バ ニズム の空 間 につ なが りを導 入す る こ との 双方 を解 決す る ため には、 「社 会 に 開か れた

つ なが りをつ くる こ と」と 「混 じ り合 う」ことが重要 にな って くる。 それ はす なわ ち、「一

に して不 可 分 の共和 国 」の理 念 であ る 「差 異 の ない等 しい個 人か らなる市 民社 会 」と矛 盾

す るこ とのな いロー カ リティへ と、地域 を再構 築 す るこ とで ある。 それ ゆえ フラ ンスの理

念 は、都市 計画 に よってつ くられる空 間 に も徹 底 的 に反 映 される。 匿名 でば らば らにな ら

な いた め に 「つ なが りをつ くる」交流 の場 や 出会 いの場 が各 地 区の 中 に用 意 され 、他方 で

地 区の なか の近 隣…が 同質 的 な共 同体 に な らず に 「混 じ り合 う」よ うに複数 の 選択肢 や 「外

部」や 「他 者 」との交 流へ と方向 づ け られ る。 都市 計 画 に よって地 区の空 問 を再構 築す る

ことは、空 間 をつ くりか える こ とに よ り、 フラ ンス共和 国の公 的 な空 間へ と開かれ たつ な

が りや混 じり合 い とい う関係 の形 を厳密 に規定 して、そ こで の人 間関係が 共 同体 的 に閉 じ

られ ず に、一 人一 人 を 「市民 」として社会 に統 合す るこ とに重 な る。 こ こで 、再構 築 され

る 「ロー カ リテ ィ」は、 アパ デ ュライ のい う、 ナ シ ョナ ルな市 民 を再 生産 す るた めの近 隣…

であ り、 ナシ ョナ リテ ィの ための ロー カ リティで ある。

2-4.地 域 の捉 え 方

ここ まで みて きた ような郊外 の再構 築 の議論 は、次 の よ うな疑 問 を生 じさせ る。人 々が

自分 の居住 空 間 をは じめ とす る生 活 空間 の なかで 「等 しい個 人 に よる市民 のつ なが り」と

は異 な る 「われ われ 」的 ま とま りをつ くった り、仲 間 同士 の言葉 遣 いや テ リ トリー、 関係

技 法 をつ くりだす 現象 は、社 会か らの排 除や社 会統合 の未 完成 さを意 味す る ものな のだ ろ

うか。 また、匿 名性 も 「共 同体 の しが らみ」も避 けて、常 に 「異質 な他者 」と 「開 かれ た」、

しか し 「選 択 的」な関係 を生 きる実践 や、 どの空 間にお い て も均 質 的な態 度 でそ の場 を過

ごす技 法 は、 〈社会 性〉を含み こん だ行為 なの だ ろうか。

シカ ゴ学 派 の創 始者 で あ る都 市社 会 学者R・E・ パ ー クは、 人 々の生 活空 間 の なかで作

204 1離劔ξ負葡 擁総鷁禽舞詮i鷓嚢購懸¥嬢 為雌i》鰾曾$講巻奉・鐙 翰



用 す る テ リ トリー を、行 政 区 画 とは異 な る 「ナ チ ュ ラル ・エ リア」と呼 ん で考 察 して き

た 困5]。 パ ー クは、 こ う した エ リア は、 もと も とは都 市 計 画 に よ って 一定 の秩 序 で 配置

された 空 間だが 、次 第 にそ こに住 む人 々 に特有 な性 格 や素 質 を何 らかの 形 で帯 び させ る

よう にな り、 そ の結 果、 単 なる地 理 的表 現 に過 ぎなか った 地 区が一 つ の近 隣(neighbour-

hood)そ れ 自 らの感情 や伝 統、歴史 を もつ 地区 へ と変化 す る とい う。 またそ う し

た近 隣…は フ ォーマ ル な組織 を もた な くと も存在 す る と指 摘 してい る[パ ー クほか1973]。

こう した視 点に従 えば、 フラ ンス社 会 におい て 「バ ン ド」や 「コ ミュニテ ィ」と名指 された

人 々の まと ま りや つ なが りは、都 市 計画 があ る秩 序 で配置 した空 間 を、そ こに住 む人 々が

自分 た ちの 生 活空 間 と して、 空 間 的 に テ リ トリーの あ るエ リア と して一 、 関係 的

に..匿 名性 や同 質性 とは異 なる近 隣…と して つ くりなお してい るこ との現 れ であ る と

捉 え る ことが で きる。

しか し一方 で、 パ ー ク以 降の都 市社 会学 にお いて使 われ て きた 「ナ チ ュ ラル ・エ リア」

の概 念 は、行 政 区画 とは異 な る もの の、都 市 の あ る コミュ ニテ ィの生 活 空 間 を、分析 者

が別 の角 度か ら トレー ス した、境 界線 で 囲わ れた 「地域 」と して捉 えた もので もあ る。 そ

れ はあ る地域 の なかで、 経済 的な 身分や民族 ・職業 に対 す る感情 な どの人 口分 布 に応 じて

人 々が 分離 ・結合 して い くもの を 厂自然」な地域 の形成(=特 定の 近隣…の形成)と 捉 え、行

政区画 とず れる コ ミュニテ ィの生活 圏 と して切 り取 る もの だ といえ る。

パ ー クの い う近 隣…は、 実在 的な社 会形態 で あ り、都市 計 画 によって 区画 された地 区 とは

異 なる もの を、 日常の生 活世界 にお いてつ く りなお した ものだ とい う点で は、 アパ デ ュラ

イの い う近 隣 と似 てい る。 しか し、 アパ デュ ライが近 隣…とい う概念 を、特 定 の結合様 式や

内的 同質性 、明確 な境界 とい う意味 を含 意せず に、社 会性 や直接性=非 媒介性 、再 生産性

を表す もの と してい る点 で大 き く異 な る困6]。 またパ ー クが都市 的環 境や 人 々が多様 な世

界 に同時 に住 む ように なっ たこ とが 「近 隣…の永 続性 や親 密性 を弱体 化 させ る」[1972:9]と

す るの に対 し、 アパ デ ュ ライ は、脱 領 土化 が 進 ん だ トラ ンス ナ シ ョナル な世 界 にお い て

も、人 々が実 在的 かつ状 況づ け られ た生活世 界 として近 隣…を生産 して い くこ とに注 目して

お り、特 定 の領域 にお さま る もの として よ りむ しろ異他 的 な空 間を取 り込む 回路や境 界地

帯 、重 層的 な解釈 の場 として使 っ てい る点 で異 なっ てい る[*17]。

異他 的 な空 間 を取 り込み うる近 隣 とい う捉 え方 は、 都市 計 画 に よる空 間 の再構 築 や ナ

シ ョナ リテ ィのた めの ロー カ リテ ィとは異 な る ロー カリテ ィのあ り方 を示 す もので あ る。

以下 では、 この こ とをパ リ郊外 の ロー カ リテ ィに見 てい こう。

難 トランスナシ・ナ・搾 ・撒
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3.近 隣 、 ロ ー カ リ テ ィ 、 社 会 性

3-1.地 区 と近 隣…N市 「若 者 た ち の メ ゾ ン」

パ リの西側 に広 が るN市 では、学 校 のな い水 曜 と土曜、 休暇 時 に子 どもた ちが 余暇活 動

で きる場 と して 「若者 た ち のメ ゾ ン」とよば れ る施設 を運 営 して い る[・18]。施 設 は本部 の

ほ かに、 シテのあ る6つ の地 区 に一つ ずつ あ る。N市 で は、集合 住 宅団 地 の シテが ある地

区 のみ に設置 されて い る。 対象 とな るの は、 当該 地 区 に居 住す る11歳 か ら25歳 まで の若

年 層 で、 利用 す るか否 か は 当人 に任 されて い るが、 各 人が 登録 され る メゾ ン施設 は居 住

地 区ご とに異 なる。 そ こで はア ニマ トゥー ル と呼 ばれ る人 々が子 どもた ちの引率 や、 プ ロ

グ ラムの作成 、話 し相 手 な どの役割 を担 う。多 くのマ グ レブ系 の 第二 世代 が、 この アニマ

トゥール の仕事 に就 い てお り、彼 らがつ くるプ ログ ラムや活 動 のなか に も 「社会 的 な混 じ

り合 い」の理 念が 重要 な役割 を果 た してい る。

ある メ ゾ ンで は親 子 映 画会 が プ ログ ラムの 目玉 だ。 参加 で きるの は地 区 の住 民 だ け だ

が、 映画 を通 常 の半額 ほ どの値 段 で上 映す る。 本 来、 メゾ ンの活動 の対象 となるの は若 年

層 だ が、 この プログ ラム は親 子 で参 加 で きるこ とに意味 があ る とされて いる。大 家族 が多

いマ グ レブ系 な どの場合 、 映画鑑賞 料 が高額 に なるため家 族連 れで はな かなか映 画館 に行

け ない。 しか し、親 子 で一 緒 に映 画 を観 れ ば同 じ話 題 に よる コ ミュニ ケー シ ョン を促 進

で きる。 映画 を観終 わっ た後 には、 必ず デ ィス カ ッシ ョ ンをす る とい う。 それ を彼 らは、

「年齢 や世 代 の違 う多 様 な人 た ちが共 に対 話 す るた め」の もの と位 置 づ け る。 つ ま り、 家

族 の つ なが りをつ くる とと もに異 なる世 代 の人 々 を 「混 ぜ」、交 流 させ る プロ グラム で も

あ るのだ。

また アニマ トゥー ルた ち は、 「地 区 ご とに 固 まって しま う」こ とを、 「シテが村 に なる」

とか 「ゲ ッ トー」と呼 んで、 混 じ り合 うこ とに配 慮す る。 「子 ど もたち が知 らなか っ た遊

び」を体験 させ た り、彼 らが 「家 で は食べ ない よ うな物」を食 事会 のメ ニュ ーに取 り込 ん

だ りす る。 また、 「こ こにい るだ けで は分 か らない こ と」を体 験 で きる よう、 パ リへ の引

率 や他 の 市 との交 流 な ど、 シテの 「外 」での体 験 プ ログ ラム な どもあ る。 彼 らは、 地 区で

の子 ど もたち同士 の 関係 はとて も うま くい ってい て問題 は ない と話す が、 若い子 た ちに仲

間 と集 まる傾 向 があ る と も指摘 す る。N市 のな かで も、マ グ レブ系 住民 が圧 倒的 に多 い地
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区 とマ ルチエ スニ ックな地区 の両方 が あ るの だが、 若者 た ち同士 が仲 間 と集 まるの は 「一

緒 にい るの は居 心;地が いいか ら」だ と説 明 され る。 と りわ けマル チエス ニ ックな特色 を も

つ 地区 では、 出身 に こだわ らない仲 の よ さが 強調 され る[・19]。しか し、 とき どき企 画 され

る交流 会 で は 「若い子 た ちは 自分の 地区 の仲 間 と一 緒 にい るこ とが多 くて なか なか混 じり

合 わない。彼 らは 自分 た ちでい るの を好 む」とい う。

こ う した語 りをみ る と、 一 方 で地 区が 同 質的 な共 同体 とな って特 定 の地 区の ロー カ リ

テ ィの形 を呈 す る こと避 ける ため に、そ の 「外 」や 「差異 」を 「混ぜ る」こ とで若 者 を育 成

しよ う としてい る といえ る。 こ こで混 合 して い る と表現 され てい る もの は、地 区 と地 区、

地 区 とパ リ、民族 と民族 、世 代 と世 代 な ど、 さ まざ まな カテ ゴ リー 関係 の かけ あわせ であ

る。 しか し他 方 で、地 区の 「内部」はす で に 「みん な混 ざ り合 って」いて社会 統合 の問題 を

抱 えて はい ない とされ る。 アニマ トゥール た ちの説 明 は、 フラ ンス 流 「ロー カ リテ ィ」の

語 りに合致 す る。 しか し、 メゾ ン とい う場 で 出会 う彼 らの 実践 は、 こ うしたカテ ゴ リー の

掛 け合 わせ としての混 じ り合 いや、 地 区を内部 、他 の地 区 を外部 とす る ような語 りとず れ

た と ころで近隣(neighbqrhood)と しての 空間 を構 成 してい る ように思 われ る。

自治体 が 自主 的 に 自 由に使 う ように用 意 した施設 で あ る メゾ ンを、若 者 た ち は確 か に

「自由 に」利 用 してい た。 例 え ば、 メゾ ンは活動 日で あ る水 曜 と土 曜 だけ で な く、他 の 曜

日に も放課 後 の時間 に子 ど もた ちが立 ち寄 ってい く場 所 にな ってい る。地 区の若 者み んな

が くる わけで も毎 日 くる わけで もないが 、友達 を探 しに、 顔見 知 りのアニ マ トゥール とお

しゃべ りを しに、ぶ らぶ ら しに、 とい う具合 に顔 を出 してい く。 またアニ マ トゥール との

関係 もこの場 でつ くられ てい く。 ア ニマ トゥー ル、 特 に研 修生 の場合 は しば しば一定期 間

で の人 の入 れ替 わ りが あ ったが、 長 くや ってい る人 とだ け親 し くす るわ けで もない。 職場

が変 わ って も、近 所で ば った り会 った りして近 況 を知っ てい る場 合 もあ る。研 修 でア ニマ

トゥー ル を して いたあ るモ ロ ッコ系第 二世代 の学生(20代 女性)は 、 ここで の関係 をプラ

イベ ー トとわけ る よう に して いて、悩 み や相 談 された ことに は きちん と相 談 にの る け ど、

「こ こで」や るべ き こ とで あ り他 の ところ で会 った りプライベ ー トな 時間 に持 ち込 む のは

よ くな い と語 った。 しか し、自分 が引率 を担 当す るプ ログ ラムに よ く参加す る子 を 「弟 だ」

といっ た り、一 部 の子 か らは将 来 の相談 があ る し、 他 の地区 の アニマ トゥー ルの 同僚(20

代女 性)を 、 友達 で こ こ以外 で も食事 にい った り電 話 した りしてい る とい った。 「プ ライ

ベ ー トと分 ける よ うにす る」とい う語 りは、公 私、 地 区 と外部 とい う形 で は分け られ ない

近 隣…と してのつ なが りが あれば こそ 出され る語 りであ る。

欝 博 ン離 シ・ナリ学・搬
207



N市 の複 数 の メゾ ンを まわ って い る際 には、U地 区の メゾ ンに きて い た女 の子 た ちが、

P地 区の メゾ ン に きて い るの に も出会 った。2人 ともP地 区 に住 ん でい る ため、 登録 され

てい る施設 はP地 区の メゾ ンであ る。 その 日は友 達や 目当 ての アニマ トゥールが い るu地

区 に 「越 境 」して いた のだ った。彼 女 た ちが立 ち寄 りの場 として利用 す るの は、そ こが 自

分 の行 政上 の所属 として定め られ た施設 だか らで はな く、 知 り合 いが いて生 活空 間 となる

〈テ リ トリー〉が、 地 区 を越 え て点在 して い るか らだっ た。彼女 た ち はこ う した 「越境 」に

よって他 の地 区の子 た ち と顔見 知 りに なって もいた。 こう した知 り合 いの連 鎖 に よるつ な

が りは、 フラ ンスの ナシ ョナル な ロー カリテ ィ として整備 され た地 区 と地 区 との 「混 じり

合 い」とは異 なって い る。 む しろナ シ ョナル な ローカ リテ ィが問題視 した仲 間 をつ くるつ

なが りこそが 、「別の 地 区」へ とつ な が る近 隣を作 り出 して いる ので あ り、 そ のつ なが り

に よる移 動 と立 ち寄 りに よって、 プ ライベー トとパ ブ リ ック、 内部 と外 部 との境界 を伸 縮

させ てい るの であ る。彼 女 た ちが放 課後 の時 間で 「自由 に」使 うメゾ ンは、 自分 の生活 空

間 に 「別 の地 区」へ の 回路 をつ くる ネ ッ トワーク と立 ち寄 りの場 とな り、彼 女 た ちが近 隣

をつ く りだす舞 台の 一つ なの であ る。 この と き、近 隣…は、強制 的 に、 かつ一様 に 厂混 じり

合 う」空 間 と して では な く、す なわ ちナ シ ョナ ルな市民 を育 成す る ロー カリテ ィでは な く、

異他 的 な空 間を含 み うる空間 なのだ とい えるだ ろ う。

3-2.近 隣…とロ ー カ リ テ ィ を含 ん だ 〈社 会性 〉へ

近隣 の なか でつ くりだ され る 〈ロ ーカ リテ ィ〉は、 異 な る文化 につ い ての表象 や フラ ン

ス社 会 の理念 に沿 う 「個 人の オ リジ ンと しての差 異」とい う表象 に合致 す る ものの よ うに

み えるが 、そ うした差 異 とは異 な ってい る。例 えばそ れは、 いつ もパ リで会 う時や 兄弟姉

妹 だけの ときには、 私 にフ ラ ンスで友 人 同士 の 間で行 われ る頬 にキス をす るあい さつ をす

る男 性が 、彼 の実家 で会 う時 には、握 手 を して胸 に手 を当 てるマ グ レブ ・ムス リムの人 た

ち とす る(少 な くと もフラ ンス人 の友 人 とは しない)挨 拶 をす る ことに も現 れ る。彼 は会

う場 所 に よっ て挨 拶 の仕 方 を変 える のだが 、そ れ は 「必ず 」とい うほ どの きっち りした使

い分 け では ないた め、明確 に意 識的 に 「使 い分 け」られて いる もので もない。 これ もまた、

コ ンテ クス トに応 じて境界 を伸縮 させ る実践 といえ る。そ の ことが よ りわか りやす く浮上

す るの は、次 の ようなパ ーテ ィの事例 で ある。
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【事例:変 更 される空 聞区分 とふ る まい】

マ グ レブ系 コ ミュニ テ ィの パー テ ィが あ る時 に は、 一家総 出 で場 所づ くりや料理 の準備

をす る。 パ ーテ ィで は一 つ の家 に50人 ほ どが 集 まる が、 その ほ とん どが女性 のた め、居

間 は女性 た ちが集 まるメイ ンサ ロ ンに、子 ど も部屋 の一つ は男性 た ちの集 まる部屋 に、 も

う一つ はサ ラダや パ ンをス トック した り、 メイ ンサ ロ ンに入 りきれ なか った人が食 事 をす

るス ペー ス に、 もう一つ は子 ど もた ちが集 まる部屋 へ とい う よう に、 空 間 の仕様 が 変 わ

る。ベ ッ ドのマ ッ トは取 り外 され、 サ ロ ン用 のソ フ ァと して壁 際 に並べ られる。

客 の女性 たちが到 着 し始 め る頃、男 性 陣 は男 部屋 と して用 意 され た場所 へ と移動 す る。

パ ー テ ィの 開始 と男 女別 の空 間区分 が始 まる時 間は、客 の女 性 たちが到着 す る とい う状況

が緩や か な境 目 とな る。到 着 した客 は玄 関で、廊 下 で、 サ ロ ンで、全 員が1人 ずつ と頬 に

する キスか、胸 に手 を当て る挨拶 を交 わす 。男性 と女性 が あい さつ をす る可能 性が あ るの

は玄 関 と廊 下 の 「公 共 スペ ース」で会 っ た場合 のみ だが 、女性 同士 、男 性 同士 は各 サ ロ ン

に到着 した 際 に中 にい る全 員 と1対1で あ い さつ を交 わす 。サ ロ ンの なか で は私 を含 め、

顔 を知 らな い人が いて も全 員 とあい さつ を交 わす 。 コ ミュニ テ ィの集 ま りといって も、最

近 ア ルジ ェ リアか ら嫁 いだ人 や集 ま りには じめ て顔 を出 した人、 フ ランス人 をは じめ親戚

や友人 で参加 して いる人 な どが含 まれ、集 ま りの顔ぶ れ は毎 回異 な る。知 らない人 につ い

ては後 で誰 かに、 あ るいは本 人に 「どの人 の関係 か」を聞 く。そ の場 にいる こ との意 味 は、

互い の属 性 で もカテ ゴ リーの 関係 で もな く、直接 的 な関係 の連鎖 が基本 で ある。

家 のなか は人 々の到着 に よって多層 的 な意味 を含 む空 間 とな る とと もに、公 共ス ペー ス

と男女 部屋 それ ぞれ におい て出会 う他 者 との場 の文脈 に応 じた 関係 実践 が と られ る ように

なる。 つ ま り、空 間区分 だ けでな く、 人 々のふ る まい方 も変 更 され る。視 線 の置 き方 や男

女 間 の会話 の方 法、 トイ レの ような 「公 共 スペ ース」の使 い方 も変 わ る。男性 たち は トイ

レにい くと き、サ ロ ンの なか に視線 を泳が せ た りはせ ず、 「公共 スペ ー ス」のみ に視 線 を

向 け、 女性 たち も男 性 をみた りは しない。 また、男 女 の会話 に は伝 言が使 われ、伝言 を伝

えた り、男女 の部屋 の行 き来や 台所 か らの料 理 を届 けた り片付 けた りす る役割 を果 たすの

は、子 どもや、場所 を提供 してい る家 の メ ンバ ーや親戚 など、 ホス ト役 の人 々であ る。子

ども部屋 で は、妻 と夫が 直接会 話す る こと もあ る。 また、 この男女 別の 空 間区分の ルー ル

は、私 やその場 にいる親戚 の フラ ンス 人妻 た ちやハ ー フであ る子 ど もた ち も従 うもの であ

る。あ い さつ の後、 それ ぞれが 自分 の座 る場 所 をみつ けて、 あ る程 度の 人数が サ ロ ンを満

た した頃、食事 が始 まる。 食事 は近 くに座 った人 同士数 人ず つ、一 つの大 皿 に入 っ た料理
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をわ け合 うス タイルだ。到 着時 間 は きっち りしてい ないた め、後 か ら来 た人 々は 同 じ頃 に

到 着 した人 々 と皿 を囲 むこ とにな る。 入 りきれ ない場合 は予 備の 部屋 での食事 となる。食

事 が終 わ り片付 けが 終わ る とお しゃべ りが 始 ま り、別 の部屋 で食事 していた 人々 もサ ロ ン

に移動 す るよ うにな る。 お しゃべ りで は近 況 を尋 ね た りそ の場 にい ない人の様 子 を伺 うこ

とや、初 対面 の人 と自己紹 介、 相談事 な どが持 ち込 まれ る。 座 った場所 の近 い数人 の 間で

話 され る こと もあ れば、 サ ロ ン全体 に相談事 に関す る話題が 広 まる こ ともあ る。近 くの 人

と、相手 を変 え なが ら話す 行為 と、全 体 に向け て話す行 為が 同時並 行 しもす る。

平 行 して ダ ンス もは じまる。 ダンスが は じまる と真 ん中 を踊 る人の ため にあけ て座 るよ

うに なるが、 それぞ れ遠慮 の態 度 を見 せ なが ら も結局 は周 りの人 に押 し出 される形 で踊 り

は じめ、 踊 った りお しゃべ りを した りす る ように なる。 こ うしたお しゃべ りでの会 話や ダ

ンス の ときの ふ るまい な どか ら、穏 やか な様子 を取 りなが らもコ ンフ リク トが発生 す る場

合 もある。お しゃべ りもダ ンス も、 また コ ンフ リク トも、 その場 を取 り囲 む人々 の前で進

行 す る個 別 に して 同時 に 「パ ブ リ ック」な行 為 で もあ る。 また、 に こや か で親 しげ なあ い

さつ を全 員 と交 わ し、座 った席 の近 さで 同 じ皿 か ら食事 を とり、 言葉 を交わ しなが ら進 め

られ るこ う した場 で も、突 然皆 が一律 に親 し くな るわけで も、均等 に親 し く混 じ り合 うわ

けで もない。 お しゃべ りや ダ ンスの場 か ら離 れ よ うとす る人 は、廊 下や 子 ど も部屋へ 移動

し、 知 り合 い とお しゃべ りを した り、 子 ど もた ち とテ レビをみて いる場合 もある。 また用

事が あ る とい って一 度ホ ス トの家 を出て、戻 っ て くる人 もいる。

こ こで行 わ れる空 間実践 と関係 実践 は、 フ ラ ンスの ナ シ ョナル なロー カ リテ ィが想 定す

る 「混 じ り合い」とは異 なる。 コ ミュニテ ィの集 ま りは、同質 的 な近 隣iの集 ま りで はない。

また、 ホス ト役 の家 の中 にあ って 「内部」に均 質 な空 間 と関係 をつ くる もの で もな く、集

ま りの間 中、家 の内側 にい くつ もの空 間 をつ く りだ し、 その空 間 を利用 しなが らパ ブ リ ッ

ク な行 為 の範 囲を伸縮 させ る と ともに、そ の文脈 に応 じて他者 との関係技 法 を変更 させ て

い く。 また逆 に、空 間の意 味づ けの違 い を利 用 して、 ある空 間で はで きないふ る まいや会

話 な どの他 者 との関係 の形 を、別 の空 間 におけ る別の形 態の なか でつ くりもす る。

お しゃべ りや ダンスで盛 り上 がっ た後、 お茶や お菓子 が振舞 わ れる。 しば らくす る と客

は少 しず つ帰 りは じめる。 集 まる時 間 も帰 る時 間 もきっち りした もので はな く、早 めに帰

る人 もい れば、 ゆ っ く りしてい く人 もい る。 あ る程 度人 々が帰 宅 し、家族 やサ ー ビスを手

伝 う役 割 に入 る親戚や ご く親 しい友人 のみ にな って きた頃、男 女 を分け てい た空間 区分 が

取 り払 われ、 男性 家族 が居 間 に戻 って くる。男性 た ちが居 間 に戻 って くる とい うこ とは、
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パ ーテ ィの 問、男女 を分 け ていた空 間 区分が な くな って、 メイ ンサ ロ ンが 「女性 た ちの部

屋」か ら 「いつ もの居 間」に変 化 す る とい うこ とだ。 同 じ頃、 お腹 をす かせ た他 の親 戚 の

旦 那 も どこか らと もな く集 ま り、 み ん なで夕 食 を とる。 つ ま り、 客 の帰 宅 と残 っ た メ ン

バ ーの顔ぶ れが穏 やか な時 間の境 目となる こ とで、空 間 区分 も解 除 され るこ とにな る。 こ

う した複 雑 な空 間 区分実 践や ふ る まい の変更 は、 〈集 団 的な行為 〉と して 実践 され 、か つ

反復 され てお り、 そ の場 におけ る身体技 法で あ りか つ関係技 法 として生 き られ てい る。 そ

の意 味 で、そ れ は 〈社会 性〉の なか で、 その場 に い る人 々 の 〈社 会性 〉を生 み 出 しなが ら、

つ くられ てい く実践 なので ある[*20ユ。

こ う した場 で生成 し、身体 化 され てい く<社 会性 〉は、 フ ランス流 の ロー カ リテ ィが用

意す るナ シ ョナル な市 民 の空 間実践 や 関係 実践 、社 交 と同 じもの では ない。 イ ライ ジャ ・

ア ンダー ソ ンは、公 共 スペ ースで あるス トリー トにお い て人 々が 行 き会 う他者 との問で取

り交 わす や りとりには、 「ス トリー ト ・エ チケ ッ ト」と 「ス トリー ト ・ウ ィズ ダム」とい う

2種 類 の方法 が あ る と指摘 して い る[ア ンダー ソ ン2003]。 一つ は一連 の ル ール を定 式化

し、 それ をすべ ての状 況 に適応 す る 「ス トリー ト ・エチ ケ ッ ト」であ る。 もう一つ の方法

は、異 な った状況 に応 じて対処 的戦 略 を発 展 させ 、 それ ぞれの個 別の 出来事 に対 して、彼

らの対応 を調 整 してい く 「ス トリー ト ・ウ ィズ ダム」で あ り、 それ は、 第一 の方 法 の 「単

純 なルー ル」をさ らに発 展 させ 、洗 練 させ た アプ ローチで もあ る とい う。

この ア ンダー ソ ンの 区別 を援 用す れ ば、属 性 に よる差異 を表現 す る こ とが排他 的な 関

係規 定 を意 味 し、慎 まれ る とい うナ シ ョナ ル な市 民 と して の 関係 実践 は、 「エ チケ ッ ト」

に関 わる もの であ る。 しか し、そ れ だけ で は そ れ こそ関係 の実践 を放棄 しな いか ぎ

り一 日常 的 な状 況 に対応 した り、異 なる属性 を もつ 他者 を も含 ん だ近 隣 を形成す るこ と

は で きな い。 その た め には、 プ ライベ ー トとパ ブ リック の区分 を伸 縮 させ て移動 させ た

り、 異 な る状 況 に応 じて空 間 区分 を設定 した り解 除 した りす る 「ウィズ ダム」に よる実践

が必 要 となるの であ り、そ の ような技 法 と実践 が、異他 的 な空 間を含 んだ 〈ロー カ リテ ィ〉

をつ くりだ して いるの であ る。

おわ りに

パ リ地域 のマ グ レブ系 移民 の事例 か ら、 フラ ンス のナ シ ョナ ルな市民 の創 出 に合 致す る
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よ う整 備 され る 「ロー カリテ ィ」に、対抗 も しない が一 致 して い るわ けで もない くロー カ

リテ ィ〉の かた ち を考 察 して きた。彼 らは 日常生 活 の なかで 、重層 的 な 関係 と複 雑 な く社

会 的技法 〉を生産 して い くい くつ か の回路 を もち、異他 的な空 間 を含 み持 つ近 隣 をつ くり

だ してい る。そ こでの近 隣iは、 コンテクス トに応 じて生 活空 間 とな る 〈テ リ トリー 〉の範

囲 を伸 縮 させ るだ けで な く、 空 間実 践 と関係 実 践 が個 別 の状 況 と他者 を多義 的 に意 味づ

ける実践 と重 な りなが ら、 ある種 の身体 技 法 をつ くりだ してい くような 〈社 会性 〉を生産

す る。彼 らの生 活実践 にお いて生 き られ る 〈ロー カ リテ ィ〉は、 ナ シ ョナ ルな市 民 を創 出

す るため に単純 化 され、均 質化 され た 「ロー カリテ ィ」を、 その場 でそ のつ ど解 体 しつつ、

空 間や技 法 とと もに差 異 や境界 を使 いなが らつ なが りを生成 させ る 〈社 会性 〉か ら、 か た

ちつ くられて い るの であ る。

[うえむらさやか ・成城大学民俗学研究所研究員]
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"i
mmigrationchoisi♂ と呼 ば れ る。不 法 入 国 を は じめ 「フ ラ ンス に 同化 しな い移 民 」の流 入 を抑 制 し、 国 内 で働

き手 が必 要 な分 野 に合 致 す る人 や フ ラ ンス経 済 を活 性 化 す るツ ー リス トな ど、 フ ラ ンス側 が 「選 ん だ」人 々 の

受 け入 れ を促 進 す る姿 勢 が 表 明 さ れて い る 。

2006年 の調 査 イ ンタ ビ ュ ー時 に、最 初 の暴 動 が 起 きた ク リ シー ・ス ー ・ボ ア と隣 接 す る い くつ か の 地域(い ず

れ も セ ーヌ ・サ ン ・ドニ 県)に つ い て語 られ た 言葉 。

例 え ば[バ リバ ー ル ほか2006]お よ び[ボ ー ドリ ア ール2006]。 バ リバ ー ル らは 、 政 府 の措 置 に対 す る不 満 を

フラ ンス 共 和 国 の 良心 に訴 え な が ら表 明 し、 ボ ー ドリ アー ル は 、暴 動 に フラ ンスお よび 西 洋全 体 のモ デ ル の崩

壊 と社 会 の 解 体 を読 み 取 る 。

フ ラ ンス で は民 族 的 、 宗教 的、 文 化 的 な 「出身 」を公 的 に表 現 しな い た め、 法 的定 義 に は ない 表 現 だ が、 一 般

的 に は 「移 民 の 子 ど もた ち(lesen£ants♂immigr6s>」 、 「移 民 出身 者(issusderimmigration)」 な どの 表 現 で婉 曲 に

第 二、 第 三 世代 を指 す こ とが多 い。

例 え ばhttp=〃toutesegaux.free,丘/お よ びhttp=〃www.indigenes-republique.org/な ど。

ア パ デ ュ ラ イ は、 ロ ー カ リ テ ィ につ い て 以 下 の よ うに 述 べ て い る。 「ロ ー カ リ テ ィ とは 何 よ り も まず 関係 的 で

コン テ クス ト的 な もの で あ っ て、 ス ケ ー ル にか か わ る もの で も、 空 間的 な もの で もな い 」[ア パ デ ュ ラ イ2004=

318]。

しか し、 国 に よっ て統 計 方 法 が異 なる こ と もあ り、 正確 な統 計 資 料 は な い。

INSEE,Recensementsdelapopulationde1999お よ びhttp:〃www.insee.fr/f∀ 毋/chi`cle _丘che.asp～reUd=NATCCIO2124

猷ab_id=427&souspop=4。 また2004年 中期 の報 告 で は外 国 人 は350万 人 、 移 民 は490万 人 。 移 民 の うち 、EU25

力 国 出 身 移 民 で170万 人(最 も多 い の が ポ ル トガ ル 人)、EU域 外 か らの移 民 は250万 人 、 う ち マ グ レ ブ系 移 民
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は全体で150万 人、1999年 と比べ22万 人増加(ア ルジェリア人、モロッコ人は共 に10万 人ずつ増加)し ている。

また移民の4割(200万 人)が フラ ンス国籍へ と帰化 している[INSEE2006]。

た とえば若者問題、盗み、 ドラ ッグ、失業、住居、隣人関係な ど、人 によって挙げ る問題は違 うが、 シテに

は問題が あるとい う。移民が集 中する傾 向はあるが、多 くの場合、 シテ住民 はフランス人家族 を含む 「多様な

オ リジン」か ら構成 される。 しか し、「シテにフランス人 もいたけ ど、 『ち ゃん とした』人 じゃなかった。昼間

か らアルコール を飲んでいた り、仕事がなかった り。シテにいるのは フラ ンス人で も困難な状 況の人」と語 ら

れた り、 ヨー ロッパ系で も移民家族が多い ことや、高齢者 や障害者の存在な ど、シテの住民 は社会において、

様々な形で 「困難」な状況 におかれた人々だ と指摘 された りする。

特 に郊外 イメー ジを固めたのは、80～90年 代を通 して頻繁 に起 きた郊外 シテでの暴動である。失業や学校か

らの ドロップアウ ト、 ドラッグ売買、警察 と若者の対立 とい った現象が取 り上げられたことで、「荒廃 した地

区」あるいは社会か らの差別や不平等が凝縮 した 「困難 な地区」とされてきた。メデ ィアによる暴動の映像 は、

ロス暴動の イメー ジと重 な り「フランスがアメ リカ と一緒 になって しまった」と市民に衝撃 を与 えたともいわ

れる。

移民 の子 どもたちが クローズア ップされたため、 シテの問題 は 「若者たち」の問題 と関連づけられて きた。「若

者たち」は特定 のエスニ ック集団を想起 させ ない表現ではあるが、「郊外 の若者たち」とい う言葉を用 いれば、

マグレブ系やアフリカ系をは じめとする移民第二、第三世代 などが喚起 され、移民が多い集合住宅のエ リアや

不利 な社会環境 など様々な 「社会問題」が含意され る。

例 えば[Schnapper1992]な ど。

人種 や民族のカテゴリーでの表現 を慎む実践 の一方で、人々が シテや郊外、若者、都市問題 という単語か ら連

想 するのは、ある属性の人々や特定のローカリテ ィである。 また郊外 言葉や郊外フ ァッションな どが具体的な

イメージとな り、彼 らが 「出身」を名乗 らなくても言葉や身な り等か ら 「郊外者」だ と類推 されることもしば し

ばみられた。郊外 の移民たちに付与 された 「ローカリテ ィ」は、暮 らしのなかでいわば 「民族的カテゴリー」と

同等 のもの として機能 していることになる。

例 えばエemondel9887.19お よびLib6ration1985.5.17な ど。 ビス トロはお酒 もあ り食事 もできる居 酒屋 のよう

な店 のこと。

[パー クほか1972]、 匸アンダーソ ン2003]な ど。パークによれば、 こうしたエ リアは、 それ を取 り巻 くよ り大

きな生活 圏や利 害圏か ら多少 とも独立 した形 で存立 している。パ ーク らは、 こうしたエ リア概 念を コミュニ

ティとしての都市 を捉える基礎 とす るとともに、 コミュニテ ィは無意識的 ・無 自覚 な社会相互作用か らで きる

人間社会であ り、意識的 ・自覚的相互作用 となる過程でで きる人聞社会 をソサイエティと捉 える。本論で論 じ

たい 「エリア」は、パー クらの考 えた地理的表現 としての範囲が設定 されている もの とは異 な り、 また、こう

したコミュニテ ィとソサ イエテ ィの区別を踏襲す るものではないが、エ リアの性質の変化や 「自然発生的」で

動態的な近隣の捉 え方は参考 になるだろう。

匚アパデュライ2004]第 九章、注1を 参照 のこと。

関根康正 によれば、 イン ドの タミル人の間には、村 を意味する二つの言葉がある。純タ ミル語 である 「ウー

ル」は、語 り手 を中心においた主観 的な意味空間の広が りを指す のに対 し、サ ンスクリッ ト起源の 「キラーマ

ム」は、行政的に上か ら切 り取 られ、客観的 に画定 された空 間としての村 であ り、 タミル人 の身体 とつながる

文脈性 をもたない[1993=47]。 また、村 人が ウールにおいて境界的な重要性 を持つ もの として、護衛神や村 に

外 から入 って くる主要な道や水 流などの(ウ ールの 〈内側〉が)「傷つ きやすい」箇所 を示 した ことか ら、線 で
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囲われたキラーマムに対 し、 ウールは点で囲われたものだ とい う。境界の範囲を、文脈に応 じた伸縮性や移動

性 を視野に入れながら捉 えようとする関根 の地域(生 活空 間)の 考 え方は、異他 的な空 聞を取 り込み うる近隣

とい う捉 え方に とっても示唆的であ り、ゾーニングによって成 り立つパ リ郊外の大団地の生活空 間のなかで、

状況や文脈に応 じてテリ トリーやコ ミュニティの範囲が伸縮 した り、近隣 との関係の複数の意味づ けによ り、

開かれた関係 と閉 じられた関係が並存 的に生 きられる(詳 細 は拙論[植 村2004]を 参照 のこ と)都 市の事例 に

も適応す ることが可能だろう。

パ リ郊外 には他に も同様 の施設 をもつ市が あるが 自治体 によって プログラムの内容や 目的は若干異なる。N市

の場合は余 暇をメインに した活動を行 うことになっている。具体的な活動 は、バカ ンス時の旅行 にはじまり、

各種 スポー ツやゲーム、食事会の他、 ヒップホ ップや ラップ、縫製教室な ど多岐 にわたっている。縫製教室 な

どでは作 品をつ けたファションショーなども行 い、そのほか タグ(ら くが き)の 講習 などもある。 またこう し

た活動を活気づ け、対象 となる若年層 の自主性 を誘発す る役割をする 「アニマ トゥール」となる人々は、 この

仕事に必要な資格 をもち、 自治体 に雇用 されている。そのほか、半分の時 間働 く研 修生もい る。

その一方で、マグレブ系住民 の多い地域 では彼 らは似 た環境 だか ら仲 良 くな りやすい と説明 される し、マル

チエスニックな住民の多い地域 では、親の経済状況がだいたい似 ているか らうまくい くという説明 もあ った。

ここには2-2で 論 じたような2種 類 の属性に基づ く同質的 な 「われわれ」という語 りが垣間見 られる。 同時 に、

郊外の低家賃住宅団地とい う地区 自体が、同質的な属性で区切 られた居住空間であることを考えれば、こ うし

た説明が用い られるのは当然のことといえるだろう。

こうした集 まりは、巡礼への旅立ちや帰国、 ラマダン、結婚式、誕生、割礼な どのコミュニティの人び とが集

まる機会 に、順繰 りに主催家族を変えなが ら一 それゆ え集 まるメンバーはさ らに変わる 、場所 を変えつ

つ反復 されている ものである。
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モ ンゴル ・ウランバ ー トル市 における トランスナ ショナル な場 の生成

西垣 有

はじめに

冷戦 後の 人 ・モノ ・情 報 の流れ の地球 規模へ の拡大 が、 トラ ンス ナシ ョナ リテ イ研 究 に

とって、主 要な研 究領域 の一 つで ある こ とは言 うまで もない。 しか し、 そ の流 れ を構 成 す

る 「移 動」とい う現 象 自体 は非常 に古 くか らみ られ る もの であ る。で は、新 しいの は単 に

規模 の問題 なの だろ うか。 トラ ンスナ シ ョナ ルな現象 に注 目す る人類学 的研 究 は、 この問

い を単 な る規模 の問題 に還元 す るこ とに対 して、否 定的 であ るよ うにみ える[・1]。

本稿 は、 旧社 会 主義 圏に位 置す るモ ンゴル 国の首都 ウラ ンバ ー トル市 におけ る トランス

ナ シ ョナ ル な場 の生 成 に着 目しなが ら、以 下 の二つ の 問い に答 え よう とす るもの であ る。

第一 に、 トラ ンス ナ シ ョナ ルな流 動性 、移 動性 が(プ レナ シ ョナ ル期 か らの)前 史 を もつ

とす れば、 それ は現代 のナ シ ョナ ル、 トラ ンスナ シ ョナ ルな空 間 とどの ような関係 に ある

のか。 第二 にそ の、 プ レナ シ ョナ ルな時代 か ら存 在す る移動 性 とは 区別 されるべ きもの と

して、 現在 顕在化 しつ つあ る トラ ンス ナシ ョナル な流 れ に独 自な点が あ るとす れ ば、そ れ

は どの ような ものか。

本稿 は この二つ の問 いに対 して、 ポス ト社 会 主義期 の ウラ ンバ ー トル市 にお ける都 市空

間 の変容 とい う事例 か ら答 え よう とす る。 旧社 会 主 義 圏 に属 す る モ ンゴル 国 は冷戦 終結

後、 「市場 経済 化」の名 の もと、 急激 な変 化 に直 面 して きた。1990年 代 前半 の経 済混 乱期

を経 た現在 で も、IMFや 世界 銀行 、 ア ジア開発銀 行(以 下ADB)等 の 国際機 関 の関与 の も

と、市 場経 済へ の よ りス ムーズ な 「移 行」を 目指 し、多 くの開発 ・援 助の プ ロジ ェク トが

継続 され てい る[cfBruunandOdgaard1996;永 井2002]。2003年 に は土 地 の私 有化 も開始

され 、現在 では、 一部 の成功 者 を ター ゲ ッ トとして、 一戸建 て の高級住 宅や 、多 国籍の合

弁会社 の 手 に よる最新 の居 住 区 も建 設 され てい る[・2]。この よ うな投 資が可 能 とな った要

因の 一つ として外 国へ の出稼 ぎと、 そ こか らの送金 が挙 げ られ る[・3]。
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この ようにみ る と、 ウ ラ ンバー トル市 にお ける近年 の都市 開発 とい う コンテ クス トにお

いて 、国境 を またいだ(い わ ば 「文字 通 り」の)ト ラ ンス ナシ ョナル な人や カネの移動 が重

要 な意味 を持 って い る こ とは 否定 で きない。 しか し、本稿 が 焦 点 を当 て るの は、そ の よ

うな、 あか らさまな トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ 境界 が可視 的 であ るこ とに よって移動が

「越 境 」として 明確 に現 れ る よ うな トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ で は ない。後 述 す る よ う

に、 ここで私 か 中心 的 に扱 うのは、 む しろ境 界 が不分 明で あ り、 したが っ て移 動 と定住 の

区別が あ い まいであ る よ うな空 間 と、 それ に もかか わ らす ある特 定 の 「場所 」の画定 を可

能 に し、 その場 所 に結 びつ け られた主 体 を生み 出す技術 との問 に作 動す る トラ ンス ナ シ ョ

ナル なプロセ スて ある。

この新 た なかた ちの トラ ンスナ シ ョナ リテ ィが どの よ うに浮上 して くるの か を考 察す る

ため、次 章 にお い て、 ます い くつか の概 念 を整理 したの ち、 本稿 の注 目す るウ ランバ ー ト

ル市 とい う場 の成立過 程 をふ り返 ってお く。

[写 真1]市 中心部に新 たに建設 されたケー ト式 の高級任 宅街。

2005年8月 、 ウラ ンバー トル市、西垣撮影 。
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1.移 動/定 住 の 単 位 ・ホ トとフ レー

現 代 モ ンゴル語 にお い て、「都 市 」を表 す もっ と も一般 的 な語 彙 はホ ト(文 語 形 はqota)

で あ る。 ホ トは他 に も、「数戸 が 集 ま って組 織 された 牧 畜生 産単 位 」(qota)や 「家畜 のね

る ところ」(qoton)な どの意 味 を有 す る多義 的 な語 であ る[小 沢1994:543]。 ホ トの語源 に

関 して は諸説 あ るが[・4]、元来 は後 二者 にみ られ る ような、 モ ンゴル 人の生 活 に密着 した

遊牧 的概 念 で あ った とされ る。 そ こでイ メー ジ され てい る の は、 畜群 を中央 に数軒 の ゲ

ル(移 動式天 幕)が 並ぶ モ ンゴル の田舎 で よ く見 られ る風景 であ ろ う。 この ときホ トには、

人(お よびその集合)と 場 所(お よびそ の形 式)の 両 方の意 味が、 分か ちが た く含 まれ てい

る[Luvsanbaldanl975=10-13]。

そ れで は ホ トはいつ 「都 市 」、 「定 住」の 意味 にお いて用 い られ る よ うになっ たの であ ろ

うか。 この 問い に対 して私の 言え るこ とは多 くはな いが、少 な くとも確 か なの は、現 存す

る最古 の文 献資 料 の一つ で ある 『元 朝秘 史』(明代 に は完 成 して いた とされる)に お いて現

れ るホ トに は 「城子 」あ る いは 「城 」とい う漢語 傍訳 が付 され てお り[*5]、す で に遊牧 的意

味で はな く、定住 的意味 で用 い られてい る とい うこ とで ある。杉 山正 明は、元 代 の大都建

設時 の平面 プ ラ ンとして 「坊制 」が採 用 され た際 、そ の街 区(=「 坊 」)をモ ンゴル人が 「ホ

ト」(qoton,qota)と 呼ぶ よ うにな り、そ れが 現在 の北京 の横 丁、 路 地 を意 味す る 「胡 同」

(フー トン)と して残 った こ とを指 摘 してい る[杉 山2000:109]。 明代 以 降の文 献 にはす で

にホ トは中国式 の 「都城 」の意 味 で用 い られ てい る[・6]。

ホ トの ほか に も、 オ ルス、 イ ルゲ ン、 オル ド、 フ レー、 アイ ル な どの、 かつ ての 大小

様 々 な遊牧集 団(あ るいは集 団の宿営 形式)が 、 現代 モ ンゴル語 にお いて、 「国」、 「市民」、

「宮殿 」、 「寺院 」、「家 庭」な どを意 味す る よ うに なっ てい る[・7ユ。 なか で も、本稿 の議 論 に

おい て重要 なの は フレーであ る。

フ レー は元 来 「囲い 」を意 味 す る。 ペル シ ャの 歴 史家 ラ シー ド ・ウ ッデ ィー ンは、 フ

レー の文語 形 ク リエ ン(kOriy-e)に つ いて、 「それ は環 とい う意 味 で、昔 か らある部族 が あ

る地点 に野営 す る とき、環 の形 にあつ ま り、 その首領 は円 の中心 にい た。今 日で も敵 軍が

近づ くとこの形で 野営 し、異分子 や 敵が 内部 に入 れ ない ようにす る。 この ように して宿 営

した 千 人隊 を ク リエ ンとい う」と記 してい る[*8]。フ レー もホ トと同様 、 人 の集 団 とその

空間 的形態 が相互 に浸透 しあ ったか たち で用 い られ ていた ので ある。
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フ レー とい う語 はモ ンゴルに仏教 が 普及 したの ち、移 動寺 院(仏 教化 した フ レー)を 意

味す る ように な り、 さ らに、19世 紀 以 降の フ レーの定住化 に ともない、現 在 で は単 に 「寺

院」(寺院組織 、 あるい は複 数 の堂宇 を含 む伽 藍 の全体)を 意 味す る ように なってい る[・9]。

以上 を念頭 に置 きなが ら、次 に ウラ ンバ ー トル市の 成立過 程 をみ る。

2.ウ ランバー トル市の歴史 プレナショナル期から国民国家まで

2-1.イ フ ・フ レ ー の 定 住 化

ウ ランバ ー トル市 の歴 史 をふ りか え る際、 現在 で はそ の 「起 源 」を1639年 にお くの が

一 般 的 であ る[*lo]。これ は、 チ ンギス ・ハ ー ンの血 を引 く貴族(ハ ルハ の トゥシ ェー ト ・

ハ ー ン家)の 出 身で、 の ちに外 モ ンゴル最 高位 の 活仏[・11]となっ たジ ェブ ツ ンダ ンバ ・ホ

トク ト1世(1635-1723)と い う人物 が5歳 の 時、彼 に献 上 された移 動式 のゲ ル寺 院の建 立

を、 ウ ラ ンバ ー トル市 の起 源 とす る見解 に基 づ い て い る。 この 「起 源 」とされ る寺 院 は、

モ ンゴル年 代 記 『エ ル デニ ィン ・エ リへ』に 「黄色 い 布 の ホ ト」(sharb6syinqota)と して現

れ[・12][Galdan1960:9正]、 それが の ち に、歴 代 の ジェ ブッ ンダ ンバ の座す 「イフ ・フ レー」

(大い な る フレー)、 あ るい は略 して単 に 「フレー」と呼 ばれ る大寺 院へ と発 展 す る端 緒 と

して解釈 され てい る困3]。

当初、 この移 動寺 院 は、必ず しも現 在 の ウラ ンバ ー トル市 の位 置す る トー ラ ・セルベ河

畔 で はな く、 オルホ ン河流域 の エル デネ ・ゾー寺(か つ ての モ ンゴル帝 国の首 都 カ ラコル

ム跡 に位 置す る)近 辺 を中心 に、 現在 のモ ンゴル国の 中心 部 を大 規模 に移動 してい た と考

え られ る。 しか し1687年 にハ ルハ(東 モ ンゴル)と ジュ ンガル(西 モ ンゴル)と の 問で抗

争 が起 こ る と、ハ ルハの 貴族 であ った ジェブ ッ ンダ ンバ1世 は現在 の 内モ ンゴルへ と逃 れ、

清 朝 の保 護下 に入 る。1691年 に は清 の康 熙帝 に正式 に 臣従 を誓 って い る[・14]。

ここで 注意 してお きたい の は、 この 間1689年 に露清 間で ネルチ ンス ク条約 が 結 ばれ て

いる こ とであ る。 ネルチ ンス ク条約 は露清 問で 国境画 定 を 目指 した最初 の条約 で、 清朝 と

の 交易 を求め る ロシア と、敵対 す るジ ュ ンガル の孤立 をね らう清朝 との利害 が一致 した こ

とによ り成立 した 条約で あ る とされる。 この よ うなロ シア、清、 ジュ ンガルのパ ワーバ ラ

ンス の中で、 の ちのモ ンゴル国のマ ジ ョリテ ィを形成 す るハ ルハ の清朝 へ の帰属 が確定 し
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たので ある 匚*15]。

1696年 、清 朝 の康 熙帝 率 い る親征 軍 が ガル ダ ン率 い る ジュ ンガル を破 る と、ハ ルハ の

諸侯 は外 モ ンゴルの 旧牧へ の帰 還 を開始 す る匚・16]。1700年、 ジェブ ツ ンダ ンバ1世 がハ ル

ハ の故地へ と戻 る と、 イ フ ・フ レー は清 朝 の支配下 の外 モ ンゴル におい て移動 を繰 り返 し

なが らも、露 清 間交易 の中継 地 と して その規模 を拡大 し、徐 々に定住 的傾 向 を強 め てい く。

18世 紀 初 頭 には、 す で にイ フ ・フ レー にお ける ロ シア、清 両 国 の商 人 の 交易 活 動 は、

ロシア政府 が北京 へ派 遣 していた官 営隊 商 に よる対清 貿易 の独 占 を脅 かす ほ どであ った と

い う[・17]。1761年 にな る と、 さ らに清 朝 の駐 防 官(庫 倫 辮事 大 臣[・18])が派 遣 され、対 ロ

シア交渉(国 境 問題 な ど)の 事務 を担 う ように な り、 宗教、 経済 だ けで な く、 政治 的 中心

と しての重 要性 を増す 。 そ して、1778年 に現在 の ウラ ンバ ー トル市 の地 に宿営 した のち

に、 ほ ぼ定住 化 を終 え[・19]、フ レー の東 側 の地 に漢 人 商人 街 「売買 城 」(ナイマ ー ・ホ ト)

が建設 され る。1863年 にはロ シァ領事館 も設 置 されて いる。

1911年 、辛 亥 革命 に よ り清 朝 が倒 れ る直前 に、内外 モ ンゴルが独 立 を宣 言 した際、 イ

フ ・フレー はニ ー ス レル ・フ レー(首 都 フ レー)と して、 ジェ ブツ ンダ ンバ8世(1869-

1924)を ボ グ ド ・ハ ー ン(「聖 な る皇 帝」)と して戴 く共戴 モ ンゴ ル国の首 都 に定め られ る。

しか し、1912年 に中華 民 国 が成 立 す る と、1915年 の露 蒙 中 キ ャ フ タ三 国協 定 に よっ て、

モ ンゴル国の 「独 立 」は取 り消 され、 中華 民 国内 での 「自治 」の みが認 め られ る。 さらに、

1917年 に ロシア革命 が 起 こ り、 ロ シアの影響 力 が弱 ま る と、 その 「自治」さえ も返 上 させ

られる こ とになる。

そ の後、 シベ リア内 戦 の混乱 の中 で、1920年 に ウ ンゲル ン男 爵率 い る ロ シア 白軍 が フ

レー に侵入 し、 中華 民 国 軍 を追放 して ボグ ド ・ハ ー ン政権 を復 活 させ る と、1921年 に ソ

連赤 軍 とモ ンゴル人民 党軍 はその ウ ンゲル ン軍 を破 り、 フ レーを 「解 放」して ジェ ブツ ン

ダ ンバ8世 を元首 とす る入民 政 府 を樹 立す る(モ ンゴル人民 革 命)。1924年 に ジ ェブ ツ ン

ダ ンバ8世 が入 寂す る と、そ の転生 者 は もはや認定 されず、.フレー はウ ラ ンバ ー トル ・ホ

ト(「赤い英 雄 の都 市」)と改称 され、モ ンゴル人民共和 国の首都 となる。

以 上 の ように見 て くる と、 移動 す るイ フ ・フ レーが交易 拠点 として発展 、定住化 し、 や
ホ ト

が てそれが ウラ ンバ ー トル市 へ と置 き換 えられて い くとい うプロセ スが、 ロ シァ、清 とい

う二大 帝 国 とそ の交易 圏の拡 大 とい うイ ンパ ク トのなか で、 ま さに両 者の接触 領域 におい

て顕在 化 して きた現象 であ る ことがわか る。 そ して 、そ のウ ラ ンバ ー トル市 の成立 にお い

て、 もう一 つの鍵 となるのが 、国民 国家 の建設 とい う契機 であ る。
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2-2.ウ ラ ンバ ー ト ル 市 の 建 設

1924年 、 ジ ェブ ツ ンダンバ8世 の入寂 後、 人民 政府 が 開催 した第1回 国家 大会 議 に よっ
ホト

て 「共和 国宣 言 」が採 択 され 、首都 フ レー はモ ンゴル人民 共和 国 の首都 ウラ ンバ ー トル市

へ と 「改 称」され る。 その後 、 旧活仏 財産 が没収 され、1930年 代 には寺 院が 解体 してい く

こ とに なる。 こ こで重 要 なの は、 このプ ロセスが フ レー=寺 院か らホ ト=都 市へ の単 純 な

移行 で はない、 とい うこ とであ る。以 下 にみる よ うに、 それ は、 む しろフ レーか らホ トへ

の転換 に よっ て進行す る、 フ レー=寺 院、 ホ ト=都 市 とい う純 化 のプ ロセス として捉 え る

べ きで あ る[*2e]。次 に と りあげ る、モ ンゴル人民 共和 国の建 設前 後の 二つ の人 ロ統計 に み

ホト

られる差 異 は、 ウラ ンバ ー トル市 の成 立 とい う事 態の 一面 を明 らかに して くれる。

1925年 にモ ンゴル人民 革命 党 中央 委 員会 の代 表 者会 議 にお い て、 ウ ランバ ー トル市 の

住民 票 を給付 され るべ き 「正式 なウ ラ ンバ ー トル市民(hotyinjinkhenhari'yat)[*21]」 の定義

につい て議論 が な され、 「ホ ト(ウ ランバ ー トル市 の こ と 西垣 注)に 恒常 的 に居住 し、
ゲル

田舎 に家 を持 た ない もの」が 正式 な ウ ランバ ー トル市民 とであ る とされ た。 そ して、 この

区分 に従 う と1927年 まで に住 民 票 を給付 されて い たの は510世 帯 、1,497人 にす ぎず 、一

時 居 住 者 も4,321世 帯 、11,533人 で あ っ た とい う匚・22][DepartmentofStatistics,information

andresearchofUlaanbaatar2004:22]Q

もう一つ の統 計 は、 ボ グ ド ・ハ ー ン 自治 政府 が1918年 に ロシア人研 究者 マ イス キー に

公式 に依 頼 して行 っ た、初 め て の 国家 規模 での 人 口、家 畜 統 計調 査 で あ る匚・23]。マイス

キー の調査 に よる と、1919年 当時 の 「ウル ガ」(ロシ ア語 で フ レーを指 す)の 人 口は お よそ

10万 人 で、 その うち ロシア人 が3千 人、 ラマ僧 を含 むモ ンゴル 人が3万 人、 中国 人が6万

5千 か ら7万 人 を占め てい た とい う[Maiskii2001:123]。

この1919年 の ウルガ の人 口3万 人 と、1927年 の ウ ラ ンバ ー トル市 の人 口1,497人(一 時

居住者 をあわせ て も13,030人)と い う二つ の 数字 のず れは何 を意 味す るの だろ うか。歴 史

家 イ ドシ ンノロ ヴは1926年 の都 市 人 口 を約3万 人 と想定 しなが ら も、正 式 な市 民(hotyin

jinkhenhari'yat)の 数 字 と して435世 帯 、702人 とい う数 字 を挙 げ、 当時 は正式 な市 民登 録

が始 ま ったばか りで あ り、居 住者 の 中で正式 な市民登 録 を してい る もの の割合が 少 なか っ

た こ と を指摘 して い る[Idshinnorov1994:78]。 つ ま り、 人民 共 和 国成 立 後 の統 計 にお い

て、 い まだ フ レー に帰属 して いた僧侶 たち は 「正 式 な市 民 」はお ろか、一 時居 住者 に も含

まれ てい ないの であ る。 む しろ、 ジ ェブ ッ ンダ ンバ 亡 き後 も、 フ レーの寺 院組織 は残 って
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お り、 実際 には フ レー とホ トは並 存 してい た と言 うべ きであ ろ う。

マ イスキ ーは1919年 の 「ウル ガ」の人 口10万 人の うち、 モ ンゴル人 は3万 人 で、そ の う

ち ラマ僧 は約2万 人で あ った と述 べ てい る[Maiskii2001:123,127]。 マ イスキ ー に とって

「ウル ガ」は都 市 で あ った。彼 はウ ルガ を(最 も代 表的 な)「寺 院都市 」に カテ ゴラ イズ し、

そ の印象 を 「とて も奇 妙で両 義 的」だ と述 べ てい る。

一方 にお いて
、 中 国的 な建 築 様式 や 、ゲ ルの 形 の寺 院、 帽子 をか ぶ り、数 珠 を に

ぎった数千 の ラマた ち、 華や か に着 飾 った商人 た ち と、泥 で薄 汚れ た市場、 それ ぞれ

に数軒 ずつ ゲ ルが建 て られた ハ シャー(「 柵」、 また は 「柵 に囲 まれた敷 地」 一西 垣

注)と 、多 くの扉が 開か れた細 い街 路。 それ ぞれ異 な った色 の服 を着、 帯 に短刀 を差

して馬 にまたが るモ ンゴ ル人 男性 と、銀 の髪飾 りをつけ、 丸 く髪 を結 った モ ンゴル人

女性 、背 中 に荷 を背負 い ゆ っ くり歩 くラ クダの 隊商 、黒 く長い 服 を着 た数 千 の 中国

人。漢 字 とモ ンゴル文字 で看板 をかか げた中 国人の小 店舗 。あ ち こちに坐 って用 を足

してい る男 女。 様 々 な種類 の犬。 ゴ ミの堆 積 や 泥地 の よ どみ、 悪臭 。 こ れ らはす べ

て フ レーの 一面 をあ らわ してい る ようだ。 これ らすべ て は疑い な く東 洋的 な もの であ

る。 これ らはわれ われ が小 さな頃 「千 一夜 物語 」か ら学 ん だ、想 像力 を刺 激 し、多 く

の色彩 の調和 された現在 の東 洋 なのだ。

他 方で、 通 りに は電信 所、 電話線 、 自動車、 印刷 工場、 ロシア建築 の建物 、 ロ シア

の小 店舗や 商店 、 ロシア薬局 、 ロシ アの馬車 、 ロシアの貨 幣、 ロ シア人の顔 、 ロ シア

の多彩 な衣 服。 これ らは まさ に西 洋で あ る。 これ らは近 しい、 親 しい、そ して な じみ

の ある真の西 洋 的な もので ある。

ウル ガ とは何 か純 粋 な、 完全 な美 をそ な えた もの で あ るか と言 え ば、そ うで はな

い。 そ うで は ない1こ こで は西 洋 と東洋 とが遭 遇 して い る。 こ こで は ア ジア と ヨー

ロッパ が奇 妙 な仕 方で混 ざ り合 ってい る[Maiskii2001:123,124]。

マ イスキ ー は先 に私 が 「接触 領 域 」と述べ た場所 に、(極 端 にオ リエ ン タリステ ィ ック

な立 場 か ら)西 洋 と東洋 の遭 遇、混 淆 をみて い る。 ここで彼 のい う 「寺 院都市 」ウル ガに、

フ レーや 中国入街 ・売 買城(ナ イマー ・ホ ト)が 含 まれ てい るのは 明 らか であ る。

それ に対 して、8年 後 の1927年 のウ ラ ンバ ー トル市 の人 口統計 が示 して いる のは、 マイ
ホ ト

ス キー のい う混淆 的 な領域 か ら、新 た に 「都 市 」と呼 ばれ る空 間が 区別 され、 そ の空 間か
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ら フ レー が 締 め 出 され て い る 、 とい う こ とで あ る 。 こ の と き、 ホ トは も.はや(ナ イ マ ー ・

ホ ト

ホ トの よ うな)中 国式 の 「都城 」とは異 なっ た新 た な意 味 で用 い られて い る。 もちろ ん、

それが遊 牧 的意 味で はな い こ とは言 うまで もない(後 述 す る ように、遊 牧的 意味 での ホ ト

は、 のち に 「ホ ト ・ア イル」として再発 見 され る ことに なる)。

このの ち、 ホ ト=都 市 のぬ き去 られた残 余 として の フレー は、 かつ て の中心的 地位 を失

い、単 なる 「寺 院」と して位 置づ け られ る こ とにな る。 政治 的 レベ ルで は、 この純 化 の プ

ロセ スは政教 分離 政策 として現 われ、神権 政治復 活 阻止 の名 目で寺 院へ の監 視が 強 まって

い く。寺 院や 上級僧 侶 の私有財 産 には高額 な税 金が課 され 、下級 僧侶 や フ レー に帰 属 した

属 民達 は 厂解放 」され、 「正式 な市民 」が増加 してい く匚*24]。

1930年 代 後 半 の 「右 派」粛清 時代(ソ 連 で はス ター リン時代)に お い て、 この プ ロセス

は最 も苛 烈 に、 あ るい は歪 ん だ形 で現 れ る こ とに なる。1937年 にかつ て の イフ ・フレー

の 寺 院は解体 され、全 国 で17,612人 の ラマ が粛清 され た とされて いる(ラ マ以 外 も含め た

全体 では28,185人 。 両数 値 は粛清 博物 館 内 の資料 よ り)。1937年 当時771あ った寺 院の う

ちの760が 、1938年 に閉 鎖 され て い る[モ ンゴル科 学 ア カデ ミー歴 史研 究 所1988:378]。

この ように、 ウ ラ ンバー トル市 の都市 空 間の成立 には、前節 でみ た よ うな、 露清 の拡張 に

と もなう フレーの移 動性 の縮減 、定住 化 の問題 と同様 に、 国民 国家体制 の成 立 に ともな う

帰属 の 問題が密 接 に関与 して いる。

マ イスキー が ウルガ にみた よ うな両 義的 な場所 にお いて、 帰属 の問題 はい まだ緩 やか で

あ り、そ こには様 々な人 々が 出入 りして いた。 しか し、国民 国家 の成立 にと もな い、帰属

の 問題 が 浮上 す る。1924年 に名 目上 フ レー はホ トに改 称 された ものの、 空 間的 に はい ま

だ フ レー とホ トは並存 してい た。実質 的 にフ レーが排 除 され、 ホ トが公 共空 間 を掌握 す る

よ うにな る まで には、 さ らに10年 余 りの時 間 がか か ってい る。 そ のた め に、 最終 的に は

粛清 とい う物理 的手段 が とられ た ものの、少 な くとも当初 は帰属 の変更 と、再 分配 を通 し
ホ ト

て の圧 力 に よって、新 た に都 市 を作 り出そ うとい う努力 が な され てい たので ある。 この よ

うに、帰属 の 問題 を都 市 の レベ ルで考 え る場 合、 公共性 、市 民権 の問題 と直結 す る。

第二 次世界 大 戦後 、モ ンゴルの 「都 市化 」、「工 業化 」、 「社 会 主義化 」は、 ソ連 を中心 と

す る大 規模 な援 助 の 下で すす んで い く。1954年 に はウ ラ ンバ ー トル市 の 総合 都市 計 画が

開始 し、都 市 人 口は ます ます 増加 す る。 ち ょ うど この時 期、1956年 に はモ スク ワ、 ウラ

ンバ ー トル、北 京 間 の鉄 道 が 開通 し、 中 ソの援 助 が拡 大 す る[・25]。ま た、地 方 で は1959

年 に、 牧畜 経営 の 集 団化 がほ ぼ完 了 し、 かつ ての 遊牧 形態 と して の ホ ト(の ち に 「ホ ト・
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アイル」と呼 ばれ る)は ネグデ ル(牧 畜協 同組合 。 ソ連 のコル ホーズ にあ たる)と い う集 団

経営 へ と移 行 し、定住 化政 策がす すめ られ る。

ウ ラ ンバー トル市 の人 口はそ の後 も増 え続 け、総 合都市 計画 は上方修 正 を迫 られ るこ と

にな る。都 市 計 画 に基 づ い た住 宅供給 は人 口増 にお いつ かず 、市 の周 縁部 に 「ゲ ル地 区」

(ゲルは移動 式 天幕)と よばれ る地区 が拡大 す る。そ して、90年 代 に入 り、 「民主化 」、 「市

場経 済化 」の時代 に突入 す る と、 この ゲル地 区へ 、国 際社 会 か らの新 た な介入 が 始 まる。

次章 では、 この ゲル地 区 におけ る新 た な トラ ンス ナシ ョナル な場の生 成 を と りあげ る。

3.ト ランスナシ ョナルな場の生成 ・ ゲル地区と土地私有化

3-1.ゲ ル地 区 の形 成

2003年 の統 計資料 によ るとウ ラ ンバ ー トル市 の人 口 は893,400人 で、 これ は国の 総人 口

の33.3%に あた る(国 の総 人 口 は2,504,000人)。 こ のウ ラ ンバ ー トル市 の人 口 うち の約 半

数が 、市 の周縁 部 に位 置す る 「ゲ ル地区 」に居住 してい る と言 わ れる。 ゲル地 区 は90年 代

以 降の首都 への 人口集 中の受 け皿 として機能 して いる とされ、 未登録 の居住 者 をあわせ る

と、 統計 より もか な り多 くの人 口が居住 して い るこ とになる[・26]。

ゲル地 区 にお け る典 型的 な居住 形態 は、ハ シ ャー(「 柵」、あ るい は「柵 で 囲わ れた敷地 」)

とい う囲 い を単位 と して、そ の中 に、ゲ ルのみ が建 て られ た もの、 ゲル と建 物(バ イ シ ン)

が併 設 され た もの、 あ るい は近年 で は、建物 の みが建 て られ た ものな どが見 られ る。 「ゲ

ル地 区」と呼 ば れてい るか ら とい って、必 ず しもゲ ルのみ に住 まわれ てい るわけ では ない。

このハ シャー 自体 は非 常 に古 くか ら見 られ、 先 に引用 したマ イス キー の20世 紀初 頭 の

ウル ガにつ い ての記述 の中 に も、 その描 写が あ らわれて いる。 ウ ラ ンバ ー トル市 の成立 以

前 か らハ シ ャー を単位 とす るゲ ル居住 は一般 的 な もの で あっ た。 しか し、 この よ うなハ

シャー とい う居住 形態 の成立 が、 ただ ちに 「ゲル地 区」の誕 生 を意味す るわけで はない。

「ゲル 地 区」の形成 とい う コ ンテ クス トにお いて、 もっ と も注 意 を払 うべ き出来事 はウ

ラ ンバー トル市 にお ける都 市計 画 の導入 で あ る[・27]。1954年 には ウラ ンバ ー トル市 の第1

次 総合都 市 計 画 が、 つづ い て1961年 に は第2次 総合 都 市 計画 が 計画 され た。 この うち後

者 にお いて、 「地 区」(horodol)と い う概念 が は じめて導 入 され て いる[・28]。歴 史家 イ ドシ
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ンノ ロヴは 「新 た な総 合都市 計画(第2次 総合都 市計 画 のこ と 西垣 注)を 以前 の もの と

区別 す る原 理的 な違 いは、 アパ ー トを建 設す る際、 それ ぞれが文 化、生 活、 商業、 食料計

画 な どのす べて の面 のサー ビス を備 えた19の 小 さな地区 に よって計画 され た点で ある」と

述べ て い る[Idshlnnorov1994133]。 そ れ は、 ま さに社 会 主義 時代 の再 分 配 の システム の

居 住 の分野 にお ける具現 化 とで も言 うべ きものであ った。

さ らに70年 代 後半 か ら80年 代 にかけ て、第3次 総 合都市 計画 に沿 っ た大 開発 が行 わ れ、

「3地区」、 「4地区」に高 層 アパ ー ト群か建 設 され る。 この開発 の結 果、「地区 」の整備 はす

す み、 さらに多 くのハ シ ャーが 市の 中心部 か ら姿 を消 した。

[写真2] 社 会王義時代の第3次 総合都市司画 によって建設 され た 「地区」のアパ ー ト群 と 「ケル地 区」。

2005年8月 、 ウラ ンハー トル市、西垣撮 影。

こ こ で 、 も っ と も重 要 な こ と は 、 こ の よ う な 「地 区 」(horoolol)と い う 単 位 が 第2次 総 合

都 市 計 画 に よ っ て ウ ラ ンバ ー トル 市 に 導 入 さ れ る ま で 、 「ゲ ル 地 区 」(gerhoroolol)と い う

カ テ ゴ リ ー が 論 理 上 存 在 し え な か っ た と い う こ と で あ る。 つ ま り、 「ゲ ル 地 区 」 と は 、 そ
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もそ も上 記 の 「地 区」とい う概念 に寄 生 的な概 念 として事後 的 に成立 したので あ り、時系

列 的 には、70～80年 代 の都 市 計画 に基 づ く開発 に よって ウラ ンバ ー トル市 の 中心部 か ら

排 除 され たハ シ ャー群が 、「地区 」の ネ ガテ ィヴ な対 照 物 として、新 た に発 見 され た もの

で あ る。20世 紀 の前 半 にお いて は、 人 口流入 のか た ち と して、 あ る意 味、 フ レー/ウ ラ

ンバ ー トル市 の本 質的 な構 成要 素 であ ったハ シ ャー群 が、 あ る ときか ら、都市 にあ って は

な らない もの と して空 間的 ・概 念 的に分離 され、周縁 化 された ので ある。

で は社 会 主義体 制 の崩壊 した90年 代 の 「民主 化」後、 この ゲル地 区 は どうな ったので あ

ろ うか。上 述の ように90年 代以 降、都 市 部へ の(特 に ウラ ンバ ー トル市へ の)人 口流入 は

加 速 し、 ゲル地 区は消滅 す る どころか、 む しろ(人 口的 に も空 間的 に も)拡 大 してい る。

3-2.土 地 の 私有 化

モ ンゴル国で は2002年7月27日 に、「モ ンゴル国 の市 民 に土 地 を所 有 させ る ことにつ い

て(MongolUlsyinIrgendGazar6mchlU田ekhhhai)」(以 下 「土地 私有 化法 」と略す)が 承認

され、 翌2003年5月1日 に施 行 された[・29]。

この法律 は、モ ンゴル国の市 民が1)「 家族」の利用 す るため(主 に居住)か 、あ るい は、

2)産 業 目的(主 に農 地)で 土地 を 「所 有」す るこ とを認め る もので あ り(4条1)、 特 に家族

利用 の場 合 、首 都 で0。07ha、県 の 中心 地 で0.35ha、 郡 の中心 地 で0.5haを 限度 に一 度 限 り

無償 で供 与 す るこ とを定め た もの であ る[・30](7条1)。 首都、 県 中心 地、 郡 中心 地 は縦の 関

係 にあ り、 首都 の市民 が この3つ の どの場所 の土 地 で も申請 で きるの に対 し、 県 中心 地 の

住民 は県 あるい は郡 中心 地か らしか、郡 中心地 の住民 は郡 中心地 か ら しか土 地 を選 択で き

ない。 この 土地私有 化法 が施行 される まで、 モ ンゴルの土地 は国有で あ り、市 民 に許 され

てい たの は 「占有 」、「利用 」とい った処分権 の ともなわ ない権 利形 態 のみ であっ た[・31]。

ここで重要 な のは、 この法 にお いて は、 牧地 な ど共有 地 の私有 は認 め られ てお らず、現

段 階 にお いて私 有可 能な対 象 とな ってい る土地 は 国土 の1パ ーセ ン トに も満 たない 、 とい

うこ とで ある。都市 近郊 にお け る家族 利用 目的に限 った場合 、私有 化 の対象 となる土地 は

事実上 ゲ ル地区 のハ シャーか、 あ るい は主 にアパ ー ト居 住者 が都市 近郊 に建 て るゾス ラ ン

(=都 市 近郊 の避暑 地。 元来 は 「夏営 地」を意 味す る)の ハ シ ャー に限定 され る ことにな る。

実際 、 ウ ランバ ー トル市 で は、2003年 か らゲ ル地 区 の、2004年 以 降 はゾス ラ ンの私 有 の

手続 きが開始 され た。
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そ もそ もモ ンゴル にお いて、 土 地 の私有 化 を ゆ ぐる問 題 は、1992年 の新 憲 法草 案 の起

草 の 際 に、 す で に大 きな議 論 を巻 き起 こ してい た。 当 時の モ ンゴル はIMFや 世 界 銀行 を

は じめ とす る 国際機 関 の援 助 の も とで、 「シ ョ ック療 法」と も呼 ばれ る急 激 な市場 経 済化

が ま さに始 まろ うと してい た時期 であ り、 それ らの国際 機関 は当然 法整備 に も関与 してい

た。 新憲 法 に お ける土 地 の私 有 条項(6条)を め ぐって は、特 にIMPの 圧 力 が あ った とさ

れる[LUndend劬2005:75]。

当時の 会議 の録音 の写 しを資料 と した法学 者 ル ンデ ン ドル ジの報 告 に よれ ば、土 地 を私

有す るとい う経験 自体 の なか ったモ ンゴル 人 に とって土 地の 私有化 は未曾 有 の出来事 で あ

り、 「土 地私 有化 に 関す る憲法 草案 の規 定 は どこで も恐 れ を持 って受 け止 め られ、上 か ら

下 まで 困惑 す る状況 にな った」とい う[LUndendorl2005:72]。 憲法 草案 は2年 の間、50日

問近 く審議 され、当時 の人民 大会 議の476名 の ほ とん どが反対 に まわ ったに もかか わ らず、

オチ ルバ ト大統 領(当 時)を 中心 とす る政府幹 部 の主導 に よ り、結局(牧 地以外 の)土 地 の

私有 に関す る条項 は憲 法第6条 に規定 され る ことに なる[LUndendo62005=72-74]。 この規

定 に よって、の ち に2002年 の土 地私有 化法 へ と結 実す る土地 私有化 へ の道が 開か れた。

新 憲 法 の成 立 を う け、 政府 は国 際機 関の助 言 の も と、 「土地 法 」の制 定へ と動 き出す。

デ イヴ ィ ッ ド ・スニ ース に よる と、 当時 か らす で にADBは 土 地の 私有 化 を含 ん だ新土 地

法の 制定 を強 く主張 していた とい う[・32][Sneath2004:164-165]dし か し、ADBの 提 言 は議

会の 強い抵抗 にあい、結 局1994年 に制定 され た土地 法か ら 「所 有」をめ ぐる規定 は除 かれ、

「占有 」、 「利 用」のみが規 定 され る ことにな った。

の ち の報告 書 にお いて 、ADBは1994年 の政 策対 話 に よ って土地 法 草案 の改 善 に関与 し

た もの の、 ち ょうど土地 法 が議 会 を通過 した直 後 にADBの 農 牧 業部 門 プ ログ ラムが 開始

され た ため に、 適切 な関与 が で きず、 土 地法 は あい まい な点 、 矛盾 点 を含 ん だわ か りに

くい もの に なっ て しま った と報 告 してい る[ADB2002:4-5]。 また 同報告 書 は当時 の 反省

点 と して、 緊急 の課題 を棚 上 げ し、 市場経 済化 へ の移行 に こだ わ りす ぎた点 を挙 げ[ADB

2002:4]、 さ らに以 下の ように述べ てい る。

「1990年 代 の初 頭、 モ ンゴル にお け る土 地所 有 の問題 の複 雑 さは低 く見 積 もられす

ぎて い た。 モ ン ゴル に は土 地 を私 有 す る歴 史 が な く、 牧 民 は 自由 に放 牧 す る(move

theiranimals丘eely)持 続 的 な権利 を もっ てい たの で、土 地 の私有 化、 特 に牧地 の 私有

化 へ の反対 は非常 に強い もの であ った。 この ような困難 の ため、土 地法 は3年 間 もの
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議論 の末 、最 も議論 の的 となっ ていた土 地私 有権 と牧地利用 権 の関係 につ いて の条 項

をはず した こ とで何 とか議 会 を通 過 した。今 か ら振 り返 ってみ れば、 農牧業 部 門プ ロ

グラム は よ り穏 当だが 現実 的な ターゲ ッ ト、 焦点 として農 地 を選ぶ こ ともで きたはず

で ある」[ADB2002:5]。

実 際ADBは94年 以 降、 一 方で 、牧 地 につ い て は必 ず しも私有 化 を急 が ない か た ちで、

他方 で、 牧地 以外 の私 有化 可能 な土 地(定 住 地や 農地)に つ い て は、そ の私有 化 の実現 へ

む けて、法 整備 、技術 面の援 助 をすす めて い く。

前 者 につい て は、三度 にわた る土地 法改 正(1997、1999、2002年)へ の関与 が挙 げ られ

る。94年 の土 地法 にお い て、 す で に牧 地利 用 に関 して は 「ホ ト ・アイル 」によ る共 同使 用

が認 め られて いた が、2002年 の 改正 土地 法 で は、 さ らに伝統 的な牧 地利 用 に即 した規 定

が多 く盛 り込 まれて いる[・33]。

この 「ホ ト ・アイル 」とは、1950年 代 末の 牧畜 の集 団化 に よって ネグ デル(牧 畜協 同組

合)が 形 成 さ れ たの ち に、 それ 以前 の伝 統 的遊 牧 形態 本 稿 で はそ れ を 「遊牧 的 意 味

にお け るホ ト」と呼 んで きた を、社 会 主 義時 代 の研 究者 が、 集 団化 以 前 の 「私 的所

有 に基 づ いた牧 畜経 営体 」と して、 理 論化 、一 般化 した概 念 で ある[・34][Tserenhandl987,

2005]。1991年 の ネ グデル解 体 以 降、 この ホ ト ・ア イルが 「復 活」し、 人類 学 者 を含 む研

究者 の注 目を集 めて きた[小 長谷1991:24-29,2000;尾 崎1997]。 その ホ ト ・アイ ルが90年

代半 ばか ら、 開発(学)の 枠組 み にお い て も、 評価 され る よ うにな る[Mearnsl995;島 崎 、

長沢1999]。 その際 、 ポイ ン トとなる のは 「持 続可 能性 」や 「コ ミュニテ ィ」とい った概念

で あ り、 ホ ト ・アイ ルの流 動的 かつ 開放 的な共 同性 に 「新 しい コ ミュニ テ ィづ く りの可 能

性 」が 求め られ る[*35][Mearns1995:31,41-42;島 崎 、長沢1999:15]。

しか し、多 くの研 究 が この前 者 の動 きに注 目す るの とは異 な り、 本稿 が注 目す るの は

「私有 」に直 接 関わ る後 者 の動 きで あ る。後 者 につ い て は、1997年 に成 立 した 「土 地 料金

に 関す る法 」、 「不 動産 登 記 に 関す る法 」、 「測 地、作 図 に関す る法」な ど関連 法規 の 整備

への 関与[ADB2002:5]、 そ して 「地 籍 図 と土 地登 記」プ ロジ ェク トや 、「地 籍 図 と土 地登

記の 能力 強化 」技術 協 力 プロ ジェ ク トな どの支 援 プ ロジェ ク トの 実施 が挙 げ られ る[ADB

1999;TserenbaUirandNaranchimeg2004=232;Amarsanaa2005=19-20]。 特 に 「地 籍図 と土;地

登 記」プ ロジェ ク トは土 地の私 有化 を実現 す るため には、必須 の案 件 であ った。

この プ ロジ ェク トはADBか ら990万 ドル の借款 を含 む、総 額1270万 ドルの 大規 模 な プ
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ロ ジェク トで、2001年 か ら3期6年 にわ たっ て実施 され る[ADB1999:17]。 具 体的 な 内容

はGPSを 利用 した地籍 図の作 成 と、 その デー タベ ース化 で ある[ADB1999:14]。 その第1

期(2001年 か ら2002年 まで)に おい て、 まず ウラ ンバ ー トル周辺 の地 図が作 成 された。衛

星 写真 に よってハ シ ャー に囲 われ た土;地切 片が 同定 可能 とな り、 そ こ にGIS(地 理情 報 シ

ステ ム)に よって、所有 を申請す る市 民 お よびその家 族 のデ ー タを書 き込 むこ とが 可能 と

なる。 こ う して、2003年 の土 地私 有化法 の施 行へ 向け ての準備 が進 め られた。

1991年 の ネグデ ル解体 直 後 は、家 畜 の私 有化 を機 に、 都市 か ら地 方へ と人 口が流 れた

のに対 し、90年 代後 半 以降、 その流 れ は逆転 し、特 に2000年 か ら連続 した雪 害 に よって、

家 畜 を失 った多 くの人 が ウ ラ ンバ ー トル市 の ゲ ル地 区へ と移 住 して きた。 ゲ ル地 区 にお

ける、ハ シャーの イ ンフ ォー マル な売 買(「影の ビジネス」)もあ た りまえ に行 わ れてい る。

それ に対 して、土地 の私有 化 はゲ ル地 区 に新 たな秩序 を導入 す る[BatsUkh2005:6]。

土 地管 理測地 作 図局長 のバ ッ トスフの報 告 に よると、2005年6月25日 現在 、 ウラ ンバ ー

トル におけ る土地所 有 の状 況 は、そ れ まで占有 、利用 していた土 地 を家 族用 途で所 有 した

ものが50,240名 、新 た に家 族用 途 で所 有 した もの が1,260名 、 合計 で土 地 を所有 した もの

は51,500名 。 そ の うち土 地 を登 記所 で登 記 し、権 利 書 を取得 した もの は10,802名 で、 ウ

ラ ンバ ー トル市 で土 地 を所 有 した ものの うちの2α9パ ー セ ン トにあ た る。 さ らに その う

ち所 有 した土 地 を担保 として融資 を受 けた もの は2,932名 だ とい う[Bats廿kh2005:10]。 こ

の数字 は、新 規移住 者 に とっての土 地所有 のハ ー ドルの高 さを物 語 ってい る。 しか し、 少

な くとも、 ここで と りあ げた よ うな トラ ンス ナ シ ョナ ルな力学 の 中で、 田舎 にお いて 「コ

ミュ ニテ ィ」が(再)浮 上 したの と同様、現 在都 市 におい て市場経 済 に適合 的 な 「市 民」(と

その家族)が 土地所 有 の主体 として浮上 しつつ あ るのは確 かで ある。

4.移 動経路にみる二つの トランスナシ ョナリテ ィの差異

4-1.二 つ の移 動 の事 例

この よ うな、市場 経済化 後 の都 市 空 間に対す る トラ ンスナ シ ョナ ルな力学 の介入 は、 実

際の住 民の移 動 を どの よ うに制限 し、 また可能 に してい るのだ ろ うか。 この節 では二つ の

事 例 を対比 的 に と りあげ、境 界 を横 断す る こ とによっ てあ らわ にな る 「あか らさま な トラ
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ンスナ シ ョナ リテ ィ」に対 して、そ うで は ない新 たな形 の トランスナ シ ョナ リテ ィに注 目

したい。

・事例1:ゲ ル地 区か ら都 心へ(あ るい は海外へ)

第 一の事 例 はハ ン ドマ ー(44歳 、 女性)と その家族 の移動 で あ る。 ハ ン ドマ ーは ゲル地

区 の住 民 では ない。 ウ ランバ ー トル市 中心部 か ら南 にや や下 った ところ にあ るアパ ー トの

住民 であ る。 現 在 の アパ ー トに越 して8年 にな る とい う。 家族 は夫 と4人 の息 子 と1人 の

娘 で、一 家 で古 本 の露 天 商 を営 んで い る。1990年 に ウ ランバ ー トルに 出 て きた当初 は市

の東 側 に位 置す るバ ヤ ンズ ル フ区のゲ ル地 区に住 む母(75歳)の ハ シ ャー に同居 して いた。

そ の後、 数 度 の引越 しをへ て96年 に現在 の アパ ー トに落 ち着 い た とい う。 モ ンゴルの 西

部 に位置す る オブス県 の 中心 地 の出身 の彼 女 は、 同 じ くモ ンゴル西部 に位置 す るホ ヴ ド県

で大 学 を卒 業 す る と、 当 時の 青年 同 盟の 斡旋 で、 南 ゴ ビ県 の中学 校 の生 物 の教 師 に なっ

た。 そ こで小学校 の教 師 を してい た夫 と知 りあい、結 婚 し、子供 をも うけた。

90年 以 降、彼女 はウ ラ ンバ ー トル市 で3年 間教 師 をす る も、経 済危機 で給 料が ス トップ

す る。当初 は タバ コ売 りのサ イ ドビ ジネス を して しの ぐが 、やが て教 師 をや め て通 りで露

天商 をは じめ た。現 在 で は多 くの仕事 仲 間が で き、 彼女 が グル ープ を取 り仕切 ってい る。

2005年 には、露 天商 グル ープ を会社化 し、彼 女 自身 は社 長 に就任 した。 ハ ン ドマ ーは6人

兄弟 で、 兄1人 姉2人 妹1人 弟1人(姉1人 は死去)。 現 在 は兄 が母 と同 じハ シャー に住 み、

それ 以外 の兄 弟 も、弟 が韓 国に出稼 ぎに行 ってい る以外 は、 つ い最近 まで はゲ ル地 区 に住

んで いた。 しか し、2005年 、ハ ン ドマ ーの援 助 に よって 日本 に 出稼 ぎに行 ってい た姪(姉

の娘)が 日本人 と結婚 したの を期 に、 姉一 家 は新 築 のマ ンシ ョンへ と引 っ越 し、 自分 の住

んで いたハ シャー を別 のi親族 に譲 った[*36]。ハ ン ドマー の息子 達 は韓 国へ の 出稼 ぎの準備

を進 めてお り、娘 も将 来は 日本 へ の留 学 を希望 して いる。

・事例2:ゲ ル地区 か らゲ ル地 区へ(あ る いは田舎へ)

第 二の事 例 は ドル ジ(52歳 、 男性)一 家の 移動 で ある。 ドル ジは ウ ランバ ー トル市 の北

側 に位置 す る チ ンゲルテ イ区 の別 の ゲル;地区か ら、2004年 春 に現 在 の市 北西 部 の ソ ンギ

ンハ イルハ ン区 のゲル地 区 に越 して きた。 それ以 前 も市 内 のハ シ ャー を転 々 として いた と

い う。 引 っ越 して くる前 は月 に5,000ト ゥグル グ(約500円)を 払 って、人 のハ シャーに ゲ

ル を建 て、 そ こ に一 家 で住 んで いたが(い わ ゆる 「賃 貸契 約」)、知 り合 い か ら空 い てい る
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土 地 を紹 介 して も らっ たので、 移 って きた とい う。

ドルジの 一家 は妻 と娘1人 、息子3人 で ある。 この うち実子 は末 の息 子 だけ で、 あ との

子供 は妻 の前 夫 の子供 で あ る(前 夫 は死 去)。 娘 は婚 出 し、真 ん中 の息子 は妻 の親戚 に養

子 に出 され た。2004年 夏 、私 が 初 め て彼 の ゲル を訪 ね た とき には、 夫婦 と息 子2人 、 そ

して上 の息 子(20歳)の 恋人 の5人 で一つ の ゲル に暮 らしてい る とな りに、 ち ょう ど婚 出

した娘 とそ の夫 と子供 の3人 が ゲル を建 て、引 っ越 して いる ところであ った。 ドルジ に よ

る と新 し く土地 を手 に入 れ たの で呼 んだ のだ とい う(娘 一家3人 は市 の東側 の 別の ゲ ル地

区に住 んで い た)。 ドル ジの住 まいの特 徴 として、 第一 に、新 規移 住 であ るた め、 まだハ

シ ャー(=柵)も な けれ ば、バ イ シ ン(=固 定家屋)も な く、 た だ ゲルー つ のみ に一 家が

住 ん でい る とい う点(た だ し、 娘夫 婦 が来 て ゲル は二つ にな った)、 第二 に、 や は り新規

移住 で ある ため、都市 周縁 部 のゲ ル地 区 のその また周縁 部 の立地 条件 の悪 い谷 際の 土地 し

か手 に入 らなか った点が挙 げ られ る。

ドルジ はウ ラ ンバー トル か らほ ど近 い中央 県 の出 身で、 牧民 の家 に7人 兄弟 の長男 と し

て生 まれた。現 在 田舎 では弟 たちが農 場 を営 んでい る。両親 はず っ と以 前 に亡 くなっ た と

い う。 ドル ジ自身、 か つて は 田舎 の国営 農場(sangi童najahui)で トラ クター の運 転手 を し

てい たが、1987年 に職 を失 った。彼 に よる と 「市 場経 済(zahzeel)に な って全 てが変 わっ

て し まっ た」とい う。92年 か らウ ラ ンバ ー トル に 出て きた ドル ジは、94年 に ウ ラ ンバ ー

トル市 の市 民 権 を得 、以 後 タ クシー の運 転 手 を して暮 ら して きた。 しか し、2004年 春 に

車 を売 った ので、 それ以後 は、田舎 との 間 を頻繁 にい き きしなが ら、不 定期 に まちで馬乳

酒 を売 り歩 いた り、 門番 の仕事 をした りして い る。彼 は近い 将来 ハ シャー とバ イシ ン(固

定 家屋)を 建 て、 来年 結婚 す る(妻 の)長 男 とその 恋 人 をそ こに住 まわせ、 み ん なで ひ と

つ のハ シ ャーに住 むの だ と夢 を語 る。

しか し、2004年 冬 に な っ て もハ シ ャーが 建 て られ る気 配 は な い。 夏 か ら秋 にか けて

二 ヶ月間、妻 の 田舎の ヘ ンテ ィ県 に行 ってい たので 、作 業 がで きな かった のだ とい う。 そ

の間 に娘一家 は また市 の東側 に引 っ越 して しまっ た。再 びゲ ルは一つ だ けにな った。

2005年7月 に ドル ジの家 を訪 ね る と、 す で にそ こ には ドル ジ はい なか った。 そ こ には

ドル ジの(妻 の)長 男 とそ の恋 人が2人 で暮 ら して い た。来 年子 供 が生 まれる が、 まだ結

婚 は してい ない とい う。 ドルジは妻 と共 に、 同 じ区 のゲ ル地 区 に住 む実 の妹 のハ シ ャーに

引っ越 してい た。8月 になる と、長 男 はつい に ゲル をハ シャー で囲 いだ した。 ゆ くゆ くは

バ イ シ ン(固 定家 屋)も 建 て るつ も りだ と言 う。ハ シ ャーが完 成す れ ば土 地所有 の 申請 も
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[写真3] 市中心 部付近 に比 してまは らに建て られた周縁 部のハ シャー群。

2005年8月 、 ウランハー トル 市、西垣撮影。

可 能 になる。 ただ し、そ の場合 、長男 た ちは正式 に は結 婚 してい ない ので、土 地 は誰 か他

人 の名義 に なる。

しか し、そ の秋 二 ヶ月間、 市場 で 働 く長 男 は、妊 娠 中 の恋 人 を残 して 母 の田 舎の ヘ ン

テ ィ県へ と市場 で売 る果物(ヘ リー類)を 摘 み に行 き、ハ シャー の建 設 は途 中で投 け出 さ

れ た ままに なった。

4-2,二 つ の トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ

事 例1の 場 合、ハ ン トマー は数度 の引越 しを経 て、遂 に はゲ ル地区 を出 て市の 中心 部に

アパー トを購 入 した。彼 女の 家族 はケ ル地 区 よ りも都心 志 向で あ り、 さらには(弟 、姪 を

韓 国、 日本 へ送 る な ど)外 国志 向で もある。

事 例2の 場合 、 ドル シの一家 は都 市 と田舎 との 間 を行 き来 しなか ら、ケ ル地区 を転 々 と

してい た。 当初彼 はゲル地 区内で ハ シャー を賃貸 しなか ら、移 動 を繰 り返 して いたが、 空
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いてい る土地 があ る とい うので 、知 り合い の紹介 で、 その土 地へ移 動 した。 この移動 には

土 地私有 化法 の施行 が明確 に影響 してい る。た だ し、彼 は土 地 を正 式 に所 有す るため にそ

れほ ど積極 的 に動 くとい うわ けで は なか った 。ハ シャー を立 て るで もな く、 所有 の 申請

の手 続 きに入 るで もな く、都 市 と田舎 の間 を行 き来 し、 田舎 の親族 に依存 しなが ら都 市生

活 を営 んでい る。ハ シャー を囲 い、家 を建 て るこ とは将 来 の 目標 として積 極 的 に語 られ る

が、 囲 ったハ シ ャー の 占有 権 を登 録 し、地籍 図 に情報 を記載 し、所 有 を申請 し、土 地 を取

得す るこ とは、 都市へ の居 住 を確 保す る上 での ゴー ル として明確 に は語 られ ない。 この よ

う にみ る と、 事例1の 移動 が 国境 横 断や 家族 の 分散 的居 住 を含 んだ 「あか らさ ま な移 動 」

であ るのに対 し[*37]、事 例2の 移動 はず いぶ ん不 確か な移動 で ある といえ る[*38]。

ブ ラヴ ォイ とヴ ァー ディ リー はポス ト社会 主義 圏 におけ る 「移行 」を考 え る際、 「第二 の

大転 換」とい う認 知地 図が、 国家 と経 済の マ クロな構造 に焦 点 をあ て、 日々の 生活 の ミク

ロな世界 がほ とん ど省 み られ な い こ とを批 判 したの ち[BurawoyandV6rdery1999:1]、 自

分達 の研 究 を次の よ うに位 置づ けて い る。

「ち ょうどカー ル ・ポ ランニーが19世 紀半 ば の市場 の拡 大 に対 す る コ ミュナル な抵

抗 を分 析 した よ うに、20世 紀 の末 、我 々は ポス ト共 産主 義社 会 にお い てそ れ と同様

の市 場 に対 す る コ ミュナ ルな リア クシ ョンを 目撃 す る一 選択 的流 用、何 と もい えな

い即 興 、あ か ら さまな抵抗 、新 たな 闘争 の領域 の生 成。 どち らのケ ース にお いて も、

コ ンテ クス トとなってい るの は、バ ー ターか ら、 交易 、 グローバ ル金融 まで、様 々な

形態 の広 大 な交 換 のネ ッ トワークへ と国 々を引 き込 み、絶 えず グローバ ル な範 囲へ と

増大 す る資本 主義経 済 の成 長 であ る。 ポ ラ ンニーが示 した ように、 この ような ネ ッ ト

ワー クへ の包摂 は、あ る者 には豊か さを、他 の多 くの者 には貧 困、周縁 性、 そ して近

代 的 な実存 の手段 か らの排 除 を もた らす。 我 々の民族 誌 は、 この第二 の大転換 の出現

に ともな う ミク ロなプ ロセス に光 をあて る」[BurawoyandV6rdery1999=15-16]。

社会 主義 か らの移行 を以 上 の ようにみ た場合 、本稿 で と りあ げた事例1は 、 ある意味 資

本主義 の ネ ッ トワー クへ と比較 的 う ま く接 続す る こ との で きたケー スだ と言 えるか も しれ

ない。 で は、事例2は どうだ ろ うか。 はた して、そ れ をネ ッ トワー クか らの排 除や、周 縁

化 を ともな う失敗例 と言 える だろ うか。確 かに、社 会 主義 時代 の 「ゲ ル地区 」は社 会主 義

的近代 の システ ムか らは排 除 され、 周縁 化 され てい た。 しか し、 こ こで と りあげ た ボス

234 羅 瓣rξξ鵜龕 醸 鎖 ミ瓮窮鑄 鬱$飛 勘s魯齪 ¢轟 《 畿i》i重i尋$窯 舞耄講一2彖尋暮



ト社会 主義 時代 にお け る、 事例2の よ うなケー ス は、 かつ ての ように排除 も、周 縁化 もさ

れて いな い匚・39]。そ れ どころか ブ ラヴ ォイ とヴ ァー デ ィ リーの い う ようなネ ッ トワー クは

GPSの ような トラ ンス ナ シ ョナル なテ ク ノロジー を媒介 に して、か つて は排 除 、周縁 化 さ

れて いた 「ゲル地 区」へ と、 よ り深 くよ り細 やか に浸透 しつ つあ る。そ こで は究極 的に は、

「ゲ ル地 区」を も内包 した新 た な都 市空 間の建 設 が 目指 され て い る。 本稿 が 事例2に お い

てみ た ような 「不 確 か な移動 」は、 この よう な技術 に よって可 能 となる ネ ッ トワー ク に記

載 され 、局所化 される直前 において、積 極 的 に進 む こ とも退 くこ ともない曖昧 な移動 で あ

る。そ して、 ま さにその曖 昧 さが、新 た なテ クノ ロジー に依拠 した トラ ンス ナ シ ョナ ルな

ネ ッ トワー クの作動 す る場 を提供 してい るので ある。

おわ りに

本稿 の 冒頭 にお い て、 私 は二 つ の 問い を提 示 した。 第一 の 問い は、 トラ ンス ナ シ ョナ

ルな流 動性 、移動 性 が(プ レナ シ ョナ ル期 か らの)前 史 を もつ とす れ ば、そ れ は現代 のナ

シ ョナル、 トラ ンスナ シ ョナル な空 間 と どの ような 関係 にあ るの か、 とい う もので あ り、

第二 の 問い は、 そ の ような、 プ レナ シ ョナル な時代 か ら存 在 す る移 動性 とは区別 され るべ

きもの と して、 現在顕 在化 しつつ あ る トラ ンスナ シ ョナル な流 れ に独 自な点が あ る とすれ

ば、そ れは どの ような ものか、 とい う もの であ った。 これ ら二 つの 問い は密接 に関連 して

いる。 本稿 は この二 つ の問 いに対 して、 フ レー の定住 化 とウラ ンバ ー トル市 の成 立過 程、

そ して、 ウ ラ ンバ ー トル市 の都市 空 間へ の近 年の トラ ンスナ シ ョナル な介 入 と、そ れに と

もな う移動 の あ り方 の変化 を考察 す る ことに よって、答 え よ うと して きた。

ブル ー ン とナ ラ ンゴア は、 定住 社会 におい て は産業化 が前 例 の ない人 の移 動性(human

mobility)と 都 市化 、近代化 を もた らした が、モ ンゴルの遊牧社 会 ではそ れ とは異 な り、人

の移 動性 は近代化 の結果 で はな く本 源的 な もの だ と主張 す る[BruunandNarangoa2006=3]。

「近 代 テ クノロ ジーの浮 上 後、物 理 的 に離 れ て いる に もか か わ らず 、 コ ミュニケ ー シ ョン
ピ　プル

の グ ローバ ル な ライ ンにお い て深 く関わ りつ つ あ る人 とい う観 念 は理解 しやす くな った

が、 そ の ようなモ デルは孤 立的 な部族民 とい う観念 よ りも伝統 的 なモ ンゴル社会 に よ りよ

き理 解 を もた らして くれ る」[BruunandNarangoa2006:3]。 モ ンゴル の遊 牧社 会 は定住 社

会 よ りもオー プ ンで ダイナ ミックな特徴 を もつ とい う。

鑿 トランスナシ・甥 テ・韈
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彼 らは、現在 モ ン ゴル の遊牧 は第 四のモ メ ン トにあ る とい う。 第一の モメ ン トはモ ンゴ

ル本 来 の軍事 的体制 、第二 のモ メ ン トは仏教 の支 配下 での遊 牧 一寺 院社 会、第 三の モメ ン

トは社会 主義 体制 下 での近代 化、 そ して現在 の 第四 のモ メ ン トは、(1)都 市 に基 盤 を持つ

エ リー ト、(2)国 際機 関、(3)市 場 とい う三 つの複 合 的 な体 制 下 にお ける、都 市 民 と遊牧

コ ミュニテ ィの問で 分割 され た都 市一遊 牧 モメ ン トで ある。この第 四の モメ ン トにお い て、

都市 と遊 牧 は二 つの極 にす ぎない とい う。彼 らに とってモ ンゴル都 市 とは、遊 牧経 済 にお

い て 「制度化 された オ ルタナ テ ィヴ」と して統合 された、 大 いな る遊牧 サ イ クルの一 つ の

フェ イズなの であ る[BruunandNarangoa2006:6]。 この と き、最初 の三 つの モメ ン トは第

四 のモ メ ン トの中 に浸 透 してい る(ingrain)と い う[BruunandNarangoa2006;7]。

ブル ー ンとナ ラン ゴア の議論 の もっ とも優 れ た点 は、彼 らの と らえ よ うとす る移 動の主

体 が、 いわゆ る生業 として牧畜 を営 む遊牧民 だ けで な く、都 市民 を も含 めた柔 軟 な存 在 だ

とい う点 であ る。 しか し、 同時 に彼 らの議論 は移 動性 をあ ま りにモ ンゴル的 な もの として

描 きす ぎてい る(他 方 で 中国、 ヨー ロ ッパ は定住 的 な もの に配分 され る)。

そ れに対 して本稿 で は、 この よ うな新 たな移 動性 の 「前 史 」を、 フ レー の定住 化 、交易

都市 化や 、国民 国家 の建設 にと もな う市民 的空 間の 出現 な ど、場 とそ れ を可視 化す る移動

の 主体 の相 関関係 として記 述 して きた。 そ こで はかつ ての 中 国人商 人 や、 ロシア人研 究

者 、あ るい は現 在 の国際機 関の ア ドバ イザ ーや 人類学者 も何 らか の形 で移動 し、場 に参与

してい る。そ して、 この前 史 におい て私が 軸 に据 えたのは ホ トの生 成、 転化 であ る。現代

におい て、そ れ は一 方 におい て都 市 として、他方 にお いて遊 牧 コ ミュ ニテ ィ として、わ れ

われの生 のか た ちを指 してい る。

ボ　ダ　クロシング

ア イワ ・オ ングは トラ ンスナ シ ョナ リテ ィを規 定す る際 、 越 境 を含 んだ移 動性 を強

調 す る[Ong1999=1-7]。 彼 女 が事 例 と して挙 げ る のは、香 港 の複 数 のパ ス ポー ト所 持者

や 、北 米へ 移 住す るエ リー ト中国 人、 あ るい は東 南 ア ジアで 国境 を越 える労 働者 な どで

あ る。 た だ し、 彼女 は トランスナ シ ョナ リズム を単 な る無 秩序 なフ ロー と してで はな く、

(上記 の ような越境 を含 む)移 動 と(国 家 の戦略 に代 表 され る)社 会 的秩序 の 緊張 関係 と し

て とらえ よう とす る。つ ま り、 オ ング は、 本稿 が二つ の移動 の軌跡 をた どる ことに よって

示 した二 つの トラ ンスナ シ ョナ リテ ィを一 つの動 き として見 出 してい る。 ダイナ ミックな

移 動性 とナ シ ョナ ル/ト ランスナ シ ョナル な秩 序(例 えば市民 権 や主権)の 生 成 とは、彼

女 の議論 にお いて、 同 じ出来事 の二 つの側 面 なのだ。 しか し、 この よ うな越境 や横 断 を強
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調 す る立場 か らす る と、本稿 が事 例2に お いて た どった ような、 あか らさまな越境 行為 を

含 まない 「不 確 か な移動 」は、 トラ ンス ナ シ ョナル とい う よ りは む しろ ドメステ ィ ックな

移 動 と して 同定 される可能 性が あ る匚・40]。

そ れ に対 して、 本稿 で は二 つ の移 動 を区 別 しなが らも、 共通 の前 史 を提 示 す る こ とに

よっ て、両 者 を ともに トランスナ シ ョナ ル な移 動 と と らえなが ら、 なお かつ 、 その トラ

ンス ナ シ ョナ リテ ィの現 れの差 異 を示 そ うと試み た。 む しろ事例2の よ うな移動 が ドメス

テ ィ ックな もの に見 え る視 角 が成立 す る と き、事例1の ような越境 を含 む あか らさ まな移

動が特 権 的 な(横 断 的な)も の に見 え るので はな いか。本稿 はその よ うな視 角 を拒 絶す る。

オ ング はの ちの論 集 の序 論 に おい て、 「あ か ら さま な移動 」で は な く、 本稿 が事 例2に

よって扱 っ た ような新 た な トラ ンスナ シ ョナ リテ ィの領 域 を 「グロー バル ・ア セ ンブ ラー

ジュ」、 あるい は(ポ ール ・ラビノウの示 唆 を受 けなが ら)「人類学 的 問題」とい う ター ムに

よって と りあ げてい る[CollierandOng2005]。 また、同論 集 におい てラ ビノ ウはその よう

な トランスナ シ ョナ ルな空 間 を、 「生政 治の空 間」と呼 んでい る[Rabinow2005:49]。

しか し、 本稿 にお いて扱 った二 つの移 動 は、あ くまで も共通 の前史 を もつ移動性 が現在

におい て示す 別 々の軌 跡 であ る。本稿 が こ とさ らに取 りあ げ て きた移 動 の 「前 史」は、 二

つ の移動 の共通 の前史 であ り、そ れ はグ ローバ ル なネ ッ トワー ク に対 す るロー カル な前 史

とい うよ りは、 トラ ンス ナ シ ョナル な移動性 の ロー カル化 の歴 史で ある。GPSに 代 表 され

るテ クノロ ジー を介 した、 「市民 」(およびそ の家族)と い う所 有 の主体 の 同定 と地 図へ の

記載 、 デー タベ ース化 は、現 代 におけ る、そ の ようなわ れわれ の生 のロー カル化 の技 術 の

一例 なの であ る。

[にしがきゆう ・大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程]
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アルジュン ・アパデュ ライは、戦 争 と宗教 とを二大要因 とす るかつての長距離移動一 旅行者や商人、巡礼

者、征服者の移動一 が、18世 紀後半以 降のテ クノロジーの革新 により加速的に拡散 した ことを認めつつ も、

過去1世 紀 のテクノロジーの爆 発的進歩 が輸 送の分野 だけではな く、情報の分野に も起こったこ とに注 目し、

今 日の グローバルな相 互作用 にとっての重要な側面 として、 メデ ィア(特 に電子メデ ィア)と 、それ を媒介 と

して作動する想像力のはた らきとを挙げている[ア パデュライ2004=58-67;同 書18-33,52-55,352-353も 参照コ。

ジェイムズ ・ク リフ ォー ドによると、 そもそ も人 間の場所 は静止(定 着、居住)と 同 じくらい、移動(旅 、転

地displacement)に よって構 成 されてい るという。 しか し1900年 以来、そ うした移動 は、帝国の遺産 の継続、

二度の世界大戦、産業 資本主義が もた らしたグローバルな影響 関係 に翻弄 され、特に(1996年)現 在、 われわ

れ はあ まりに悲惨 なナ ショナリズムに直面 しているため、安易 にナシ ョナル/ト ランスナショナルな支配的秩

序の外部 を想定するこ とはで きず、「トランスナ ショナルな可能性 を考 えるとき、拡大する市場、軍隊、 テク

ノロジー、メディアを ともなう 『近代化』が引 き起 こす暴力的破壊 を認識せざるをえない」とい う[ク リフォー

ド2002:11-13,16-17,20-21]。 他方で 「グローバ ル化」とい う語 の概念規定のあいまい さを指摘 し、20世 紀前半

(戦間期)と 現在 という二つの時期の北ボルネオを事例 として、(労 働力の組織化に関わる)エ ージェン トや ア

クターは異なる ものの、両 時期 の労働移動が同質的(「 トランスナ ショナ リズム」、 「混淆性」、「非領域化」)で

ある ことを論 じた石川登 のような研 究 もある[石 川2004]。

現在そのような居住区の多 くでマ ンション群が建設 されている。 また、一部 にはゲー ト式 のセキュ リティ重視

の高級住 宅街 もみ られる。

別の要因 としては、 マンションへの入居や、一戸建 ての個人住宅建設 を補助 するため、地元銀行 を経由 して、

間接的に国際機関か ら融 資を得るこ とが可能 になったことも挙げ られる。

言語学 者 ロブサ ンバ ルダンは現 代語で は区別 されるqotaや 、qotonな どの一連 の遊牧的語 彙が、エテ ィモ ロ

ジー的には共通の語源を もつ と主張 している[Luvsanbaldan1975:10-13]。 一般 にモ ンゴルでは、このような遊

牧的意味が、ホ トの 「都市」の意味での使用 に先行す ると理解 されている。ただ し、 ロブサ ンバルダンが人の

集合 として のホ ト(qota)の 先行 を説 くのに対 し、後藤 や村 上は営地 としてのホ ト(qoton)の 先行を主張す る

匚後藤1970=115-119;村 上1970:265-266]。

正確にはその複数形qotod,qotadで 表れる(単 数形 はそれぞれqoton,qota)。

例えば、『アル タン ・ハー ン伝』。

この よ うなクリエ ン、ホ ト(qoton,qota)、 アイル な どの 「遊牧 形態」につい ては、20世 紀 初頭の ウラヂ ミル

ツォフ以来、過去の再構成 を目指 した古 くか らの議論の伝統があ る[ウ ラヂ ミルツォフ1941:392-393]。 ウラ

ヂ ミルツ ォフ以降の議論 と しては、後藤や村上 の整理が挙 げ られる[後 藤1970:ll5-ll9;村 上1970=134-135,

150-152,265-266]。 しか し、後述する ように、の ちに議論 の重心は遊牧形態論か ら「ホ ト・アイル」論へ と移 っ

てい く。それはモ ンゴル人民共和 国にお いて1959年 に牧畜経 営の集団化 が完 了 したのち、そ の先行形態 とし

て、従来の遊牧的意味 にお けるホ トが 「集団化 以前の私的所有に基づいた牧畜経営体」(ホ ト・アイル)と いう

鋳型にはめ られ、理論化、一般化 されていったためだ と考 えられる。私見 では、 このような移行が確 固たるも

のになるのは70年 代後半か ら80年 代前半のあいだのことである[CfTserenhand2005]。

『集史』。 ここでは本 田の訳 出を借用 した[本 田1991:7]。 また、ク リエン(フ レー)は 『元朝秘史』において も

「圏子」とい う傍訳 で、遊牧集団の単位やその駐営形式の意でたびたび現れる。

寺院が垣で囲われてい ることか ら、あ るいは中心寺院が堂宇や僧房 に囲われて いることか らフレー と呼ばれ
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るようになったという説 をとる者 もいるが、いず れも決定的根拠が ない。ただ、現代語のフレーは

「寺院」以外に も、元 来の 「囲い」、「垣」、「縁」などの意で も用い られ、空 間的な形態や配置に強調

点 をおいた使用法が 目立つ のは確 かである。例えば、m66gniikhUreeと いった場合、「きのこの群生」

を意味する。

ウランバー トル市 の 「起 源」をめ ぐる歴史叙述を分析 した もの としては、拙稿 を参 照[西 垣2005]。

この ウランバー トル市 の 「起源」をめ ぐっては社会主義時代/ポ ス ト社会主義時代 で評価 が異 なっ

てお り、前者については ドゥゲルス レンの著作が、後者についてはイ ドシンノロヴの著作が、代表

的 なもの として挙げ られる 匚DUgersUren1999;Idshinnorovl994]。

チベ ッ ト仏教 における化 身を意味 し、代 々転生する。

『エルデニィン・エ リへ』は1841年 、ハルハの トゥシェー ト・ハ ン部の台吉 ガルダ ンによって著 され

た年代記。

フレー はロシァ語では ウルガ(urga)、 漢語では クー ロン(庫 倫)と 呼 ばれ ていた。 ウルガはモンゴ

ル語のウルグー(6rg66文 語 では6rgUge)の 訛ったもの、クーロンはフレーの満州語読みをさらに漢

字音写 したものだ という。

必ず しもこのとき、全ハルハが一枚岩的に清朝 に帰属 したわけで はない。ジュンガル軍 との抗争の

のち、一部のハ ルハ諸侯 がロシア側に敗走 し、保護 を求め、皇帝 に臣従を誓ったことが、ロシァ側

の公式な外交文書に残 っている[ク ドリヤフツエフ1943:92-94コ 。

ロシアの シベ リア進出に よって、次 々と建設 される塞 に対 して、1664年 以 降ハ ルハ諸侯 はモ スク

ワに使者 を送 り抗議 を続 けていた。左 翼の有力者であ ったジェブツ ンダンバ1世 や、その兄であ る

トゥシェー ト ・ハ ー ンもモスクワに正式 な使節 を送 り、塞 の建 設の不 当性 と、属民の返還 を求め

て いる。 しか し交渉 は不調 に終 わ り、1680年 代 にな るとハルハ諸侯はた びたびロシァの塞 に攻撃

をしかけるようになる。 このように見 ると、ロシア、 ジュ ンガル、清 という帝 国の間 において、ハ

ルハがつねに圧倒的弱者であったとい うわけではない。 しか し、 ク ドリヤフツエ フによる と、 トゥ

シェー ト・ハー ンらのロシア塞 に対する攻撃の背後 には清朝との連携があったとされてお り、完全

に自立 した勢力 とはみなされていなかったようである[ク ドリヤフツエ フ1943:89]。

この戦い(ゾ ー ンモ ドの戦い)で 敗れたのは ジュ ンガルを率 いるガル ダンであ り、 その後 もジュン

ガルの勢力自体は残存 する。 ジュ ンガルの滅亡は1757年 。

フレー貿易は1728年 に締結 されたキャフタ条約 によって、公式 には廃止 されることになる。その

後 は国境線に設 けられたキャフタ互市場が中継地点 となる。フレー貿易については、柳澤明の論稿

を参照[柳 澤1986ユ。

庫倫辧事大臣に関 しては岡洋樹の研究があ る[岡1992]。 庫倫辧事大 臣は満蒙2名 が務 めるが、 モ

ンゴル大臣については設置年次が明らかではないため、 ここでは満州大臣の設置年次を採用 した。

1836年 か ら1839年 の問に一度、隣接地へ のご く小規模 の移動 を行 うものの、1855年 に再 び現在の

位置へ と戻 る。 これがイフ ・フレーの最後の移動である。興味深いのは、このフレーの定住化の時

期 と、「盟旗制 度」とい う清朝の外モ ンゴル統 治システムが実質的 に完成 した時期 とが ほぼ重 なる

とい うこ とであ る。岡によると、ガルダン滅亡後 も、18世 紀前半はジュンガルの勢力が残存 してい

たため、ハルハの牧地(nutag)は(形 式的には牧地登 録 されていた ものの)依 然 固定 されず、流動

的であ った とい う。 しかし、その後牧地争いが深刻化 し、牧地画定 に清朝が介入する。1781年 に、

まず 「盟=ア イマグ」の境界が画定 され、そ の後18G5年 までに順次 「旗」の境界が画定 されてい く
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(正確 には 「盟」はチ ョールガン、 アイマグは 「部」に対応す る。「旗」は盟 を構成する下位の単位。
ア イマ グ

清朝はハルハ四 部 の長(=ハ ン)を 盟長に任 命することに より、ハルハ王侯の官僚化 を進めた。岡

はこの 「部」の 「盟」への置 き換 え、あ るいは両者の重 な りあい をふ まえ、「盟=ア イマ グ」と一息

に述べているが、 ここは もう少 し慎重に論 じたいところである。なおモ ンゴル国の現代の行政シス

テムの文脈で はアイマグは 「県」と訳すのが一般的)[岡1988]。 本稿に とって興味深いのは、 この

牧地の画定作業 において、地図の作成が重要な役割 を果た した ということである[岡1988:23-26]。

ここに移動する人の集合 としてのアイマグが空問的領域へ と転換す る端緒がある。 また萩原守によ

ると、岡の述べ ている牧地画定 の過程 と並行 して、ほぼ同時期 に外モ ンゴルに対す る清朝の法制支

配 も確立する という[萩 原1990]。 ただ し、 イフ ・フレーのジェブツンダ ンバ の属民(イ フシャビ)

については清末 までその自治的な側面が残 された という[萩 原2001]。

モ ンゴル国の用法では、「ホ ト」単独で 「ウランバー トル市」を指示す ることができる。例えば、「ホ

ト出身」と言 えば、「ウランバー トル出身」の こと。

ハ リヤ ト(hari'yat)は 「帰属」を意味 し、例 えば、ulsyinhari'yatで国籍、ナ ショナ リテ ィを指す。 し

か し、近年ではシティズ ンシップの訳語 であるirgenshilを用 いることが多い。 ここで私が使用 した

資料集 にはhotyinhari'yatの訳語 と してcitizensoftheCapitalが 用 い られ ているが、これ も現在で は

hotyinirgenと い うことのほ うが多 いと思われる。ただ し、irgenshilは古 くから文明、civilizationの訳

語 としても用い られてお り、純粋 に帰属 を問題にす るときは、現在で もhari'yatが用い られる。

ここでの引用 は、 ウラ ンバ ー トル市の人口統計情報調査課 の出 している統計資料集か らものである

が、全 く同 じテキス トが歴 史家 ドゥゲルスレンの1963年 の著作 にある[DUgersUren1999=113]。 資

料集には明示 されていないが、この部分 は ドゥゲルス レンの著作か らの引用であ る可能性が高い。

なお ドゥゲルス レンはこの統計を市 の資料館所蔵 の資料の数字 として挙げている。

残念なことにマ イスキーの統計 は、地方に関 しては一 おそ らくは戸籍台帳に基づ き一 詳細 な数

字 を出 しているのに対 し、都市(ウ ルガ)に 関 しては概数 しか出 していない。 これは、 当時 の行政

単位が、いまだ清朝以来の盟旗に もとつ いていたの に対 し、フ レー(ウ ルガ)が それ とは別 のカテ

ゴリーに属 していたためであろう。 この ような 自治時代 の統 計の正確 さを疑問視す る声 もあるが、

何れにせ よマ イスキーの調査 はモ ンゴル国の統計史をふ り返る際、かな らず参照 される起 点 となっ

ている[MongolulsyinUndesniistatistikiingazar2004=8-12]。

モ ンゴルにおける宗教 と国家の分離についてはボラグが論 じている[Bulag1998:37-41]。

この状況は中 ソ対立が決定 的にな り、 中国人労働者 がウランバー トルか ら大量 に引き上 げる1964

年 まで続 く。

一説によると、 この未登録居住者や外 国人を含 めると、ウラ ンバー トル市の人口は100万 人を超 え

る という。

ウランバー トル市の都市化 とい う文脈において、ゲル地区と都市計画の関係性 は極めて重要な問題

であるが、本稿では十分 に扱 えていない。 この問題に関 しては現在準備 している別稿において詳し

く論 じる。

ここで注 意すべ きことは、 この 「地 区」という単位が行政区分 とは異な り、あ くまで都市計画的 な

カテゴリーと して導入 されている点で ある。行政区分 としては 「区」(dUUreg)や 、 その下位 区分 の

ホロー(horoo)が あ り、それ らは、都市計画以前か ら存在 していた。 当初 は 「区」がホローと呼 ば

れていたが、それが 「ライオ ン」とい うロシア語 に変更 された際、「ホ ロー」は下位区分 の呼称へ と
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格下 げされ た。90年 の民主化後、ロシア語か らの借用語 は嫌 われ、「ライオ ン」とい う呼称が廃止

され、現在の 「ドゥー レグ」となった。一方、 ホロー とい う語は、古 くか ら上述 のイフ ・フレーの

街区 を示 す呼称 として用 いられていた。本稿で言及する 「ホローロル(地 区)」とい う語 は、この 「ホ

ロー」に由来す る。

モ ンゴルの土地の私有化 をめ ぐる言説分析 として はデイヴィッ ド・スニースの研究が、また特 にそ

の言説のナショナル/ト ランスナシ ョナルな次元 をめ ぐっては滝 口良の研究がある[Sneath2002;滝

口2006]。

ただ し、一定の無償供与期間 をこえると、土地 の取得 は有償 となる。 当初、 この無償期 問は2005

年5月1日 までの2年 間とされていたが、私有化 は思いのほか進 まず2008年 まで3年 間延長 された。

ゲル地区の住民のあいだのハ シャーの 「売買」においても、法的な意味 におけ る「所有権 」がや りと

りされていたわけではない。

ここで注 意すべ きなのは、1992年 憲法の6条 において牧地は私有可能 な土地か ら除外 されているに

もかかわらず、ADBの 土地改革の提言 には牧地 の私有化 も含 まれていた ということである。 これは

ADBの 提言が制定されたばか りの憲法の改正 をも視野に入れた ものであった ことを意味 している。

例えば、52条 の7に は 「冬営地、春営地の下の土地をモ ンゴル国市民はホ ト ・アイルごとに共同で

占有するこ とがで きる。」とある。1994年 土地法か ら2002年 土地法への変化 とそのイ ンパ ク トに関

して は、マ リァ ・フェルナ ンデス=ギ メネス とヒシグバヤルの研 究がある[Fernandez-Gimenezand

Khishigbayar2005]o

ツェレンハ ンダが第4回 国際モ ンゴル学会(1982年)に おいて行 った 「ホ ト(ホ ト・アイル)、 その

変容」という発表の 冒頭 において、彼女は 「モ ンゴル人の問でホ ト・ ホ ト・アイルー(原 文 を

アルフ ァベ ッ トで表記すれば、hot/hotail/)と いう労働の組織 の一形態 は何百年 もの歴 史的伝統が

あ る」と述べたのち、ホ ト ・アイル を社会主義時代に完成 したネグデル以前の 「私的所有 に関係 し

た」不完全 な形態 として規定 している[Tserenhand2005:173]。 ここで重要なのは、1982年 の発表 に

おいて さえ、「ホ ト・アイル」よりも 「ホ ト」のほ うが より自明な概念 として先 に置かれ、その 「ホ

ト」に依拠 しなが ら分析概念 としての 「ホ ト・アイル」が規定 されてい ることであ る。のちに出版

された 『モ ンゴル人民共和 国民族 学1巻 』(1987)に おいて、 もはや 「ホ ト」とい う表現 はみ られず、

「ホ ト ・アイル」が単独で よ り安定的 に用い られてい る[馳erenhand1987]。1975年 の ロブサ ンバル

ダンの語源学 のテキス トでは 「ホ ト」と並行 して 「アイル ・ホ ト」とい う表現 が用 いられ、 まだ 「ホ

ト・アイル」が定着 していなかった ことが うかがわれる[Luvsanbaldan1975=11]。 スニースは1933

年 に出版 された ロシァ人研 究者 シムコフの 『ポ トン』とい う著作に言及する際、シムコフが当時用

いた 「ホ ト(hot)」や 「ポ トン(hoton)」 は、今 日のモ ンゴルで より普及 している 「ホ ト・アイル(hot-

ail)」に言い換 えられ ること、 そ して、シムコフ自身 も「ホ ト ・アイル(khot-ail)」とい う表現 を、た

まにではあるが、用 いてい ることを述べている 匸HumphreyandSneathl999=174,320]。 また、尾崎

孝宏 は内モ ンゴルのシリンゴル盟アバガ旗 においてはホ ト ・アイルではな く 「ホ ト」が用い られる

ことを報告 し、 内モンゴルとモンゴル国で両者 が使 い分 けられ ているこ とを指摘 している[尾 崎

1997:83]。 私の調査において も、ある60代 前半のウラ ンバ ー トル在住の男性(フ ブスグル県 出身)

は少年時代の遊牧生活 をふ り返った際、当時 は 「ホ ト・アイル」とは言 わず、「ホ ト」を用いていた

と語 っていた。以上か ら推測 され るの は、「ホ ト ・アイル」とい う表現 は 分析 概念 として規定

される以前に全 く使用 されていなかったわけでは無いにせよ一 モ ンゴル人民共和国 というナ ショ
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ナルなレベルでの知の編 制 と相関的に、70年 代か ら80年 代 にかけて定着 していったということで

ある。 しか し、他方で内モ ンゴルにお いて 「ホ ト・アイル」ではな く、(元 来家畜の休眠する場所 を

意味する〉「ホ ト」が多 く用い られることを、「ホ ト・アイル」か ら「アイル」の語が省略されている と

解釈 し、そ の理 由を、内モ ンゴルでは 「定着化が進行 し」、「ホ ト」が 「実質 的に一 定の場所 を指 し

示す ことばに変化 しているか ら」だと推測する小長谷有紀 のような見解 もある[小 長谷2000:7]。

例 えば、 ホ ト・アイルの メンバー が一 定で ない ことが強 調 され る[Mearns1995:18;島 崎、長 沢

1999=14]o

姪 の結婚式の際、ハ ン ドマー自身 も来 日し、私の家を訪ねている。

この ような国境 を越 える(特 に商人の)「あか らさ まな移 動」が地域 社会 に与 えるイ ンパ ク トを

分析 した ポス ト社 会主義 圏にお ける事例 として は、ハ ンフリーのブ リヤー ト地方の研 究が ある

[Humphrey1999]。

事例2の 移動においては、時 に調査者が彼 らの移動先 を特定で きな くなる場合 もあった。 この よう

な移動は注36で 述べた、事例1の 国境 を越えて調査者 を訪ねて くるような移動 とはかな り違った も

のとして経験 される。

それ に対 して、 この ようなネ ットワー クか ら排 除、周縁化 された事例 としては、家畜 を失い移住を

余儀 なくされた非 「市民」の(し たがって首都 において土地を無料で所有する資格のない)元 遊牧民

や、マ ンホールに暮 らすス トリー トチル ドレンが挙 げられ る。彼 らは本稿 でと りあげた ようなGPS

の網 の目によって、土地所有の主体 となる可能性 を奪われ てい る。 しか し、NGOな ど様 々な援助

機関の活動す る現在では、このような周縁化 されたケースでさえ も、潜在的にネ ットワー クに包摂

されていると言 うべ きであろう。

ただ し、オングが この論集の8章 で論 じる 「段 階的主権」(graduatedsovereignty)を め ぐる議論におい

て登場するい くつかの事例の うち、特にノマ ド的 に生活する先住 民のケース は本論の事例2に 近い

[Ongl999:214-225]。 そ こでオ ングは後述 する ラビノウと同様、 フー コーの 「生政治」や、アガ ン

ベ ンの主権 をめ ぐる議論 匚アガンベ ン2003]を 参照 しつつ議論をすす めている。
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「ア ニ ヤ ラ」か ら 「カ ク テル ・パ ー テ ィー」へ

海外に登場するインドの儀礼パフォーマンス

竹村嘉晃

は じめに

「俺 た ちをいつ 日本 に連 れ て行 って くれ るん だ?」 。 フィール ドにい る と、初 め て会 う人

物か ら親交 のあ る友 人や イ ンフ ォーマ ン トまで 、 ビザ や仕事 の斡旋 、親 族へ の経済援 助 と

い った期 待 と願 望 が こめ られ た依 頼 を受 け る こ とが あ る。南 イ ン ドの身 体文 化 に 関す る

研 究 を してい る わた しは、 イ ンフ ォーマ ン トか ら 「日本 で公演 を行 い たい」と要 望 され る

こ とが しば しば ある。 もち ろん こう した依 頼 は、 現実 味の ない冗 談 と してい い流 され る場

合 が多 い。 しか しなが ら、当事 者 たちが この よ うな要望 を何気 な く口 にす る理 由の一 つ に

は、彼 らの親族 あ るい は友 人 ・知人 の中 に、海外 へ公演 に出かけ て行 った者が い るか らに

他 な らず 、 自分 た ちに もその機 会が訪 れ るこ とへ の期待 が少 なか らず こめ られ てい る。

テ クノ ロジーの発展 や交 通網 の飛躍 的 な進 歩 に伴 い、 情報 やモ ノ、人 の国境 を越 えた移

動 が容易 に なった現代 世界 にお いて、 グ ローバ リゼー シ ョンの波 は、南 アジ ア地域 に も確

実 に押 し寄せ て い る。800万 人 をゆ う に越 え る とい われ る南 ア ジア系 移民 が世 界 の至 る所

に散 らばる一方 、同 地域 には資本 主義経 済が 地方 の農村 部 にまで浸透 し、衛 星放 送や イ ン

ター ネ ッ トな どを通 じて世 界か らの様 々な文化 や情 報が流 れ こんで い る。

こう した今 日的状 況で は、民族 文化 の産業 開発 や観光化 が進 み、 文化 は産業 に親和 的で

脱 地域的 な商 品 ・客体 へ と変容す る。 また、 その表 象 ・実践 は外 部世 界 の人間 に よって し

ば しば操 作 された りもす る[加 瀬 澤2005:159]。 た とえば、 地方 の 身体 文化 が 民俗 文化 ・

地域 文化 ・伝統 文化 の名の もとに商品化 され、観光 産業 や政治 的文脈 な どに利用 され る事

象 は、今 日では世界 各 地で見 受 け られ る[・1]。また、 「伝 統 」といわ れ る ような本来 ローカ

ルな文脈 にお いて行 われ る身体文 化が 、各種 の文化 イベ ン トや 舞台公 演へ 出演す る こ とを

目的 に、 地域 の枠 を超 えて国外 とりわけ西欧 の芸術 市場へ と躍 り出 てい る。 さ らに、 こ う

した身体 文化 は、担 い手 の移動 や移 住 に よって 「越 境」す るだ けで な く、 外部 世界 の人 間

羅 ト弸 聾 轟 鱈 灘 247



248

によって も表象 され てい る。 そ の実態 は、 もはや単 な る異 文化へ の趣 味 とい った レベ ル を

超 えた生 産 であ り、 地域 や 国家 とい った枠 組 み で は捉 え きれな い現象 とい える[e.g.Des-

mond1999;生 地1998;竹 村n.d,;寺 田2002]。 す な わち、現代 社 会の特徴 と もい える トラ ン

スナ シ ョナル な文 化的事 象 は、身体 文化 の位相 にお いて も如実 に現 れてい るの であ る。

南 イ ン ド ・ケ ー ララ州北部 の カ ンヌ ール県 とカサ ル ゴー ドゥ県の ロー カル な ヒン ドゥー

社 会 で は、乾期 にあ たる10月 下 旬か ら6月 初旬 にか けて、 テ イヤム(物 翩)と い う神 霊

を祀 った儀礼 パ フ ォー マ ンスが寺 院や個 人の祀 る祠 で行 われ る。テ イヤ ムは、 同地域 にお

け る多 くの 人 々の宗 教や 社会 的 生活 の 中心 となって い る傍 ら、今 日で は、 「民 俗芸 術」と

い う肩 書 き と共 に儀礼 以外 の多様 な文脈 に登場 し、 と くに西欧 で は演 劇パ フ ォーマ ンス と

して表 象 されて いる。 こ う した事象 は、 単 にグロー バル ・マー ケ ッ トへ の通 路 を例 示す る

だけ でな く、村 落 レベ ル にお け る個 々 の実践 さえ グローバ ル な価 値 の表象 を含 んでい る こ

とを示 唆 してい る。

テ イヤ ムの ような、 ロー カル な儀礼 パ フ ォーマ ンスが本 来の 文脈か ら逸脱 した場 で表象

され る時、 その是 非や 「オー セ ンテ ィシテ ィ(真 正性)」 をめ ぐる議論 が にわか にわ き起 こ

る[・2]。本 稿 で は、 こう した議 論 に巻 き こまれ る こ とを回避 し、儀 礼 以外 の文 脈の 中 で も

と りわ け海外 に焦 点 をあ てて、 テ イヤ ムが 「越境 」した場 にお ける担 い手 と受 け手 の や り

と りに注 目す る。

民 族芸 能の海 外公 演 にお ける 出演 者 と観客 の 関係 を照 射す る際 、観 光研究 にお け る 「ホ

ス ト」と 「ゲス ト」に 関 す る 議論 は示 唆 に 富 ん で い る[e.g,安 藤2001;ス ミス1991;山 下

1996]。 これ まで の観光 研 究 にお け る問 題点 を論 じた太 田好 信 は、 「観 光客 が 観光 を どの

ように消費 して いる のか、 な らびに観光 され る側 はその ような消費 のパ ター ンを どの よう

に利用 してい るか、 とい う観 光 の諸過程 につ いて の分析 が抜 け落 ちて しまって いる」[太田

1996:209]と 指摘 す る。観光 研究 に関す る太 田の指摘 は、民 族芸 能が観 光 を含 めた各種 イ

ベ ン トや海外 公演 へ 出演 す る際 に生 じる議論 にお いて も示 唆 的であ る。そ れ らの 議論 では、

出演 自体 の賛否 や芸 能 の 「商 品化」に対 す る危 惧が 叫 ばれ、 「オーセ ンテ ィシテ ィ」や民 族

アイデ ンテ ィテ ィが盛 ん に論 じ られ る。 しか し、実 際 に出演す る演者 た ちが どの よ うな認

識や 期待 を もってそ の場 にのぞ み、か つそ の ような機会 をい かに利用 してい るのか、 あ る

い は 「異文 化 」の芸 能 を観客 は どの ように受容 ・消 費 して い るのか とい っ た、 演 じ手 と受

け手 、双方 の側 に依拠 した視 点が これ まで の議論 には欠 けて いる。 さらに、 ロー カルな身

体文化 が グ ローバ ル な世界へ と登 場 し、そ こでの受 け手 との接 触 に よって何 らかの新 しい
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解釈 が生 産 され、 それが本 来の文 脈 に流 入す る事象 も今 日で は見過 ごす こ とが で きない。

本稿 は、 テイヤ ム とい う ロー カル な身体 文化 が 海外 へ と 「越 境 」す る場 に焦 点 をあ て、

担 い手 たち の主 体性 に立脚 した視 点か ら、海 外公演 にお け る彼 らの経 験 を描 写す る。 そ し

て、 海外公 演 に対 す る担 い手 たちの心持 ちや 見解 を ひろい なが ら、 出演者 側 と主催者 や観

客側 との 間 に潜 む認識 の相違 を本稿 で は明 らか にす る。 また、 民族芸 能が 舞台化 ・イベ ン

ト化 され る ことで、芸 能 自体 が変 容す る といった議 論が な され る中 で、本稿 で は、 出演 者

た ちの担 い手 と して の誇 りや欲求 に注 目し、 海外公 演の経 験が村 落 レベ ルでい かに反 映 さ

れ るの か につ い て検討 す る。 なお 、本稿 は、 筆者 が2005年6月 か ら2006年3月 にか けて、

イン ド ・ケー ララ州 カ ンヌ ール県 カ ンヌール 地区 とその周 辺地域 で行 った参 与観 察及 び当

事者 へ のイ ンタ ビュー調査 に基づ くもので ある[*3]。

1.民 族誌的背景

イ ン ド亜 大陸 の南 西 に位 置 す るケ ー ラ ラは、緑 に覆 われ た楽 園 と称 され る。 ア ラビァ

海 に面 した640キ ロメー トル の海岸線 は、 世界 で最 も美 しい ビーチ のい くつか を誇 っ てい

る。 内陸 に足 を踏 み入 れれ ば西 ガーツ 山脈 へ の傾斜 がは じま り、水 田や ココヤ シの木 々の

緑 は、 チー ク、 ゴム、 コ コア、胡椒 、 カル ダモ ン、紅茶 や コー ヒーの 木々の緑 へ と変化す

る。 この 自然豊 か な39,000平 方 キ ロメー トル の地域 に、 約3,200万 の人 々が 暮 らしてい る

[GovernmentofKerala2004]。

ケ ー ララで は、 その歴 史 的背景 か らイ ン ド共 産 党(CommunistPartyoflndia[Marxists])

が根 強 い人気 を誇 っ て いる[*4ユ。2006年5月 に行 わ れた州 議 会選 挙 で は、 共 産党勢 力 が圧

勝 し、同党 を主軸 とす る左 翼系 連立 政権(L.D.E)が 五年 ぶ りに政権 の座 に返 り咲い てい る。

行政 区分 であ る14の 県(district)の なか で も、 カンヌー ル は共 産 党支持 者が 多 い地域 と し

て知 られ る。 カ ンヌー ルを訪 れた者 は、赤 いペ ンキ で塗 られたバ ス停 の建 物、 幹線道 路の

路 面 に描か れた共 産党 のシ ンボル、 沿道 にはた め く赤旗 の数 に 目を見張 る ことだ ろ う。 こ

うした景色 は、い わば カ ンヌールの 日常 の風 物 とい える。

産 業基 盤 が乏 しいケ ー ラ ラは、雇 用不 足 が深 刻 な社 会 問題 となっ てい る。 州人 口 に 占

め る失業 者 の割合 が19%に 達 す る とい う現状 ゆ え、仕 事 を求 め て中東 湾岸 諸 国へ 出稼 ぎ

に行 く者が 跡 を断 たず、 そ の 数 は18万 人 にの ぼ る[Rajan&Zachariah2005:4;粟 屋2000:

聽 トラ・スナシ ・ナ・メテ・蹴
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235]。 こ う した 出 稼 ぎ移 民 が 州 の 失 業 問 題 を緩 和 して い る 一方 、NRKs(NonResidence

Kera圭ites)と呼 ば れ る彼 らか らの 送金 は、 州 内の産 業振 興 へ投 資 される こ とは な く、住 居

の新 改築 や 土地 の購 入、 個人 消費 財 な どに費 や され る こ とが多 い[Raju2005:32][・5]。 た

とえば、 カ ンヌー ル郊 外 には コ ンク リー ト製 の豪 華 な二 階建 て住宅 が散在 す るが、 近隣…の

住民 に話 を聞け ば、「あの家 の息子 は、 ガル フにい るか らね。」とい った お決 ま りの 台詞 が

返 って くる。

こ の よ うな経済 的背 景 か ら産 業発 展 を強 く推 進 す る ケー ラ ラ州 政府 は、近 年、 州 の主

要産 業 の一つ と して、"GodもOwnCountry"のPRコ ピー を掲 げた観 光 開発 に力 を注 いで い

る。 州 政府 発 表 の デー タに よれ ば、2003年 にお け る州 のGDPの うち、6.29%が 観 光 産業

によ るもので あ り、実 に70万 人 もの雇用 が同産 業 に よって生み 出 されてい る[Government

ofKerala2004]。 最 近 で は、 ケ ー ララ観 光 の新 た な 「顔 」と して、 ワヤ ナ ー ド県 の 自然 資

源 を利用 した 「エ コ ・ッー リズ ム」や グ ロー バル な産 業化 が進 ん でい る アーユ ル ヴェー ダ

卿 鰓 跏 を基盤 とす る 「ヘ ルス ・ッー リズム」が 推進 され てい る匚*6]。

こう した観光 開発 の動 向 に相 関 して、「機 織 と民 間伝 承 の地 」と謳 われ る カ ンヌ ール で

は、 テ イヤムが 観光 の 目玉 と して頻繁 に利用 されて いる。市 内 にあ る主 要 ホテル はパ ンフ

レ ッ トや 宣伝看 板 にテ イヤ ムの写真 を掲 げ、DTPC(DistrictTourismPromotionCound重)の

カ ンヌー ル支所 は、 儀i礼の 日程 を記 した 物 翩G癩e(1999)を 市 販 して い る。 また、外

国人観光 客向 けの著 名 なガ イ ドブ ック には、 テイヤ ムが次 の ように記載 されてい る。

「今 日、 テイヤ ム ・パ フ ォーマ ンス は政 府が 主催 す る文化 フェ ステ ィバ ルで も観 る事

が で きるが、村 落 内の民家 の 中庭 や寺 院 で夜 通 し繰 り広 げ られ るセ レモニー で は、 パ

ワフル な効 果が 十分 に体験 で きる」[RoughGuide2005:1271]。

最 近 では、 こ うした ガイ ドブ ックに よる記 述 を頼 りに、外 国人観 光客 が テイヤ ム儀i礼の会

場 に姿 を現す 光景 も珍 しい こ とで はな い[・7]。

テ イヤ ム 艶〃 σ鰕は、州 北部 の カ ンヌ ー ル(Kannur)県 と カサ ル ゴー ドゥ(Kasaragod)県

の ロー カ ルな ヒン ドゥー社 会 を中心 に行 わ れ る、神 霊 を祀 った儀 礼(ア ヌ シ ュ ター ナム

砌 μ5伽紹励 で あ る[・8]。テ イヤ ムの 語源 は、 神 を意味 す るサ ンス ク リ ッ ト語 の ダイ ヴ ァ

ム 伽 四御が変 化 した もの とい われ 、神 霊 を意 味 す る場 合 と儀 礼 自体 を示 す場 合 が あ る。

ま た、 テイヤ ム はバ ラモ ン ・ヒン ドゥー教 が 浸透 す る以前 か ら、 ドラ ヴ ィダ系 の 人 々 に
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伝 わ る土着 の民俗信 仰 に根 ざ した もの と

もい われ る[Kurup1973,Vlsununambutlrl

1998]。 実 際 に祀 られ て いる神 霊 は、 ハ

カ ヴ ァ テ ィB肋gαγ砿 と呼 ば れ る女 神 を

は しめ、祖 先 や 守 護神 、戦 死 した戦 士、

カース トの掟 を破 ったか どで殺 された男

女 、虎 や蛇 とい った動物霊 で ある[・9]。

儀 礼 は、1年 に一 度、 乾季 にあた る10

月下 旬か ら6月 初 旬 にか けて、 タラ ワー

ト傭 αγ伽 と呼 はれ るか つ て の母系 制大

家 族 の屋 敷 を は じめ 、祠 の あ る小 さ な

森 の カー ヴたα懈 や カー ス ト寺 院 な とで 、

2、3日 の 間夜 を徹 して行 われ る[・lo]。テ

イヤ ムの担 い手 は、「テ イヤ ム になる入」

を意 味す るテ イヤ ノカー ラ ンオ鰐 α妖or翩

と呼 はれ る。 一部 のテ イヤ ム と トー ソ タ

ム以外 、儀礼 は男 性 に よって担 われ、彼

らは伝 統的 職業 として その役 割 を世 襲 的

に継承 してい る。

儀 礼の 次第 は、 テイヤ ノカー ラ ンで あ

る指 定 カー ス ト(ScheduledCastes)の 男性 匚写真1]複 雑な化粧か施されたテイヤム。

(ワ ンナ ー ン協 η雁η、 マ ラヤ ンMθZの'αη、

ウェー ラ ン帽 仞 他)が 額 に タラ ノパ リ言α1`卯訪 をま き、裸 の上 半身 に赤 い腰 布(凶 卿 の を

身 につ けた姿 で祠(ρα1妙αrα)の前 に た ち、 トー ノタム`o醐 御 と呼 はれ る祭 文 を詠 唱 して、

儀礼 空 間に神 霊 を呼び降 ろす[*11]。次に、オ レンシ色 を下 地に した複 雑 な化 粧 伽 μ肋碗 ぬ 伽)

と赤 を基 調 とす る装束 を着飾 った担 い 手 は、 祠の 前 で神 霊 に よって形 の異 な る 「頭飾 りを

つ ける 鰍 剛跏 」[写真1コ。 そ して、担 い手 は手渡 され た鏡 の 中に、 自己 と異 なる神霊 の 「顔

を見つめ 脚 励 副価 α照刎 、震 えだす。 この時、担 い手 の身体 に神霊 のテ イヤムか 「憑 依す

るμr毋雌副 とい われ る。 人 々の前 に顕現 した テイヤ ムは、 ケー ララ地方特 有の 楽器で あ る

チ ェ ンタ伽 η跏(太 鼓)や クザ ル た薦翩 μ(管楽器)、 エ ラ ノター ラムθ厩肱1翩(シ ンバ ル)が
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[写 真2]巨 大な頭飾 りをつけたテ イヤ ム。

奏 でる ター ラム 雇翩(リ ズ ム)に あわせ

て、 カ ラー シ ャ ムたα燃 醐(舞 踊 的 身体

技 法)や 祠 の中 に御神 体(γfgr伽 觸)と し

て祀 られ てい る剣 や盾 を操 ったパ フ ォー

マ ンス を披 露 す る[写 真2]。 と きに は、

燃 え上が る薪の上 を転 が った り、驚 くほ

どの大 量 の酒 を飲 ん だ り、神 霊 の空 腹

を満 たす ため に供 物 と して捧 げ られた鳥

を歯 で引 き裂 くな どの超 人 的な離 れ業 の

パ フ ォ ー マ ンス を示 す こ とで、 テイ ヤ

ム は神 霊の顕 現 に よる力 を人々 に表 示す

る。 その後、 テ イヤ ムは主催者 の家 族や

寺 院 の実行委 員 を呼 び、 手 に した剣 や盾

をか ざ して祝福 し、キ ンマ の葉 や コ コヤ

シの 実 を用 い た 「託 宣 を行 う鰍5肋 朋 卿

ηo猷 畝副 。 また 、 テ イヤ ム は、 参 拝 者

に ター メリ ックの粉 や米粒 、装 束 に用 い

られ た花 を与 えて祝 福す る。祝 福 をえた

参拝 者 は、お布 施 として 金銭 をテ イヤム

に手渡す 。 この際、 個人 的悩み をテ イヤ

ムに相談 し、助 言 を得 る者 もいる。 その

後 、 テイヤ ム は祠 の 前で 「ムデ ィを外 す

御μ嵌o〃猷 威o」。 最 後 に儀 礼 を締 め くく

るプー ジ ャpψ(礼 拝 儀礼)が 行 われ る。

2.テ イヤムの 「発見」か ら「越境」まで

前述 の ガイ ドブ ックが示 す よ うに、今 日、テ イヤ ムは儀礼 の場 だけ でな く、州政 府が運
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営 す る観 光 イベ ン トのス テー ジや共産 党系 の政治集 会、 地元芸術 家 が創作 した舞 台作 品や

研 究機 関が主催 す るセ ミナー、 さ らには州 内外 で開催 され る文 化 フェス テ ィバ ルや欧 米各

国での舞 台公演 といった多 様 な文 脈 にその姿 を現 して いる[竹 村n.d.]。 い うなれば、複 雑

な模 様 が描 かれ る洗練 され た化 粧 や高 く聳 え たつ頭飾 りは、 州の 「文化 資源 」を表示 す る

目的で見 せ び らか す、理 想 的な民俗 芸術 フ ォー ムに テイヤ ム を仕 立 て上 げ てい る[Daugh-

erty2000:245]。 た だ し、 ここで 留意 すべ きこ とは、過 去 にテ イヤ ムが儀 礼 的文脈 以外 に

全 く現 れ なか った わけ では な く、 む しろ時代 背景 や社 会状 況、 さ らには研 究 者や 政 治家、

芸術 家 や資本家 といった異 な るエー ジェ ンシー の思惑や 利害 と相 関 しなが ら、徐 々に増加

して きた とい う点で ある[e.g,Ashley1993;肱rabout2005]匚*12]。 さらにい えば、パ フォーマ

ンス を伴 った テイヤ ム に関す るワー クシ ョップや セ ミナ ーが州 内外 で頻繁 に開催 され る今

日、主催す る有力 者や研 究者 た ちは、 ケー ラ ラの民 俗芸術 や テイヤ ム伝承 の古式 ゆか しい

歴 史 を雄弁 に讃 え るこ とに うつつ を抜 かす一 方、担 い手 た ちの コ ミュニ テ ィへ の社会 ・経

済 的発 展 に対 して、具体 的な策 を施す こ とには未 だ渋 り続 けてい る[Komoath2005:19]。

管見 に よれば、 テイ ヤムが 海外 で脚光 を浴 び る ように なった のは、 こ こ2、30年 の こと

で あ る。 そ の契機 は、1973年 に前 カ リカ ッ ト大 学 長 で歴 史 家 の クル ップ(KK.N.Kurup)

に よっ て書 か れ た、 テ イヤ ム に関 す る は じめ て の英 文 モ ノグ ラフ 丑θC読 げ 物 σ觚砌 ゴ

HθγoWb納 ψfηKεr磁 が 出版 され た こ とであ ろ う[・13]。テ イヤ ムに古代 ドラヴ ィダ文化 の

残存 や 古典芸 術 と同等 の審 美 的価値 を見い だ した クル ップ は、「テイヤ ム は儀 礼 であ る と

同時 に芸術 で もある」[Kurup1973]と 主 張 し、 テイヤ ム を 「アー ト」とい う言葉 では じめ

て表現 した[・14]。また、 クル ップは、民俗 学 や人類 学 の領域 で広 ま った彼 の二冊 の英 文著

作[1973,1977]を 通 じて、 イ ン ド国 内外 の マ ラヤ ー ラ ム語 を母語 としな い読 者 にテ イヤ

ムを知 らせ た だ けで な く、 テ イヤ ム研 究 に興 味 を もつ 外 国人 らに とって 「会 うべ き人物 」

とな った[Tarabout2005:201]。 そ の後、 民俗 芸能 を促 進す る組織(K励 脈 θ纏 翩)を 形 成

した クル ップ は、 テイヤ ム を 「民 俗芸 術fblkart」 と して位 置づ け、 イ ン ド各 地で 開催 され

た文化 イベ ン トや フ ェステ ィバル の舞台 にテイヤ ム を出演 させ て い った[・15]。そ の最 たる

例 が、100以 上 の テイヤ ムが セ レモニ ー の場 に現 れ た アジ ア競技 会(1982年 、 デ リー)で

ある。 こう した動 きは、 テイヤ ム に西 欧 近代 的 な 「アー ト」とい う新 た な価 値 を付 与す る

原動 力 とな ってい った反面 、本来 、州北 部の ロー カル な ヒン ドゥー儀 礼で あっ たテ イヤム

を外 の世界 へ と広 め、 テ イヤ ムの商業化 や観 光化 の動 きを促進 す る引 き金 にな った といえ

るだろ う。

灘 縛 ンスナシ・ナ・拶 ・磯
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1980年 代 は、 イン ド政府 の 強力 な後 ろ盾 を背景 に、世 界各 地で 「イ ン ド祭」が 開催 され

た時代 で ある。井 上 に よれ ば、 これ まで知 られてい なか った地方 に伝 わ る民 俗芸 能は、 こ

う した文脈 におい て海外 へ と積極 的 に紹介 されて い った[井 上1999:228]。 テ イヤム もそ

の例外 に もれず、1985年 にフ ラ ンスで 開催 され た 「イ ン ド祭」へ 出演 してい る。

時 を前 後 して、 テイ ヤム は西洋 に よっ て 「発 見」され 、外 国人研 究者 らに よる演 劇や 人

類 学 的 なテ イヤ ム研 究 が 現 れ始 め る[*16]。アメ リカ人 の演 劇研 究 者 で あ るWayneAshley

は、雑 誌Dr翩 αRε卿wの 誌 上 に おい て、 テ イヤ ム ・パ フ ォー マ ンスの 背景 にあ る宗教 的

な概念 につ いて論 じ[Ashley1979コ 、以 後、 パ フ ォーマ ンス研 究 の視 点 に依拠 した論 文 を

い くつ か発表 して い る[Ashley&Hollomanl982;Ashleyl993]。1980年 代 には、GillesTar-

aboutに よる仏 語 の論 文[TaraboutI986]の ほか、 石井 達朗[石 井1987]や 河 野亮 仙[河 野

1988]が 著 書 の中 でテ イヤ ムにつ いて 言及 して い る。1990年 代 に入 る と、IohnRichardson

Freeman[Freemanl991,1993]に よ って、 人類 学 的 な研 究 に基 づ く学 位 論 文が 発 表 され、

テイヤ ム に関す る先 行研 究 と して の基盤 が構築 された[・17]。また、1992年 に刊 行 され た藤

井 知昭監 修 に よる ビデオ シリー ズ 「音 と映像 に よる世界 民族音 楽大 系』(平凡社 ・日本 ビク

ター)に は、撮 影用 に行 われた テイ ヤム ・パ フ ォーマ ンス の映像 が収 録 され てい る。 もち

ろん、 これ らの研究 者だ けで な く、 イ ン ドを訪 れた旅 行者 や写真 家 に よっ て もテ イヤ ムが

「発 見 」され、 か れ らの 自国 にて活 字 や写真 を通 じて テ イヤムが 再呈 示 され る とい った事

象 は、少 なか らず起 こってい たであ ろ う。 最近 では、 イ ン ター ネ ッ トやデ ジ タル カメ ラの

普及 に よって、 こう した写 真が ウェブ上 で公開 され、 それ らが ケー ララの ロー カルの文脈

に還 流 され、店 舗 の宣伝看 板や 観光パ ンフ レッ トな どに利用 され てい る。

テ イヤ ムが海外 の研 究者 や演 劇 関係 者 に注 目 され 始 め るな かで、1990年 前 後 を境 に し

て、 テ イヤ ム ・パ フ ォーマ ンス が海 外 の 舞台 で 度 々披 露 され る よう にな る。 フ ラ ンス の

パ リで は上述 した1985年 に加 え、1989年 に は地元 の劇 団 との コラボ レー シ ョン を含 む テ

イヤム ・パ フ ォーマ ンス の公演 が行 われ た。 さ らに、 テ イヤムの演 劇 的側面 を称賛 し、 ク

ル ップ と共 に テイヤ ムの 舞台 公 演 を積 極 的 に支持 した ナ ン ビアー(A.K.Nambiar、 当時 、

カ リカ ッ ト大 学演 劇 学科 教授)の コー デ ィネー トの も と、1994年 にイギ リス の ロ ン ドン、

翌 年 に はフ ラ ンス のパ リにて、 テイヤ ムの 舞台 公 演が 行 わ れ た。1997年 に は、東 京 を は

じめ とす る 日本各 地 で テ イヤム ・パ フ ォーマ ンス の公 演 が三 ヶ月 に渡 っ て開催 され て い

る。 最近 で は、2003年 に フラ ンス(パ リ)、2004年 はス イス(ジ ュ ネー ブ)と アメ リカ(カ

リフ ォルニア)、2005年 に は再び フ ラ ンス(パ リ)、 そ して2006年 には韓 国(ソ ウル)に て、
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劇場 や屋 外 ステー ジの舞台 に テイヤ ムが登場 してい る。 大学 な どの研 究機 関や劇 場が主 催

す るこれ らの海外 公 演 で は、 当初、 テ イヤ ム はケ ー ララ地方 に伝 わ る他 の芸 能、 と くに

「古 典 芸術」と称 され るクー ソテ ィヤ ー ソタム た磁"碑 翩 や カルナ ー タ カ音 楽、武 術 の カ

ラ リパヤ ノ トゥ鰄 躍卯 卿 伽 な ど と共 に公 演が くまれ る こ とが 多か っ た。 しか しなが ら、

近年 で は、テ イヤ ム ・パ フ ォー マ ンスの単独 公演 が行 われ るよ うにな ってい る。

州 政府 か主催 す る文 化 フェス テ ィバ ルや観光 イヘ ン ト等、 本来 の儀 礼 的文脈 か ら逸 脱 し

た空 間で は、テ イヤ ムを演劇 パ フ ォーマ ンス として捉 える傾 向かあ る[写 真3]。 た とえば、

祭文 な どの儀 礼 的要素 は簡 略化 また は削除 され、舞 踊的 身体技 法 だけが誇 張 され る。 す な

わ ち、本 来、儀 礼 に基礎 つ け られた テイヤ ムは、 今 日では観光 や政治 的 イベ ン ト、 さ らに

は芸 術市 場 の文脈 に も基礎 づ け られ るよ うにな り、 その よ うな場 で は 「儀 式 的価値 」よ り

も 「展 示 的価 値」か強調 される[ベ ンヤ ミン1991]。

[写 真3]川 政痢エ催の文化 イヘ ン トに登場す るテイヤム。
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では、 テイ ヤムの担 い手 た ちは、 こ うした演 出や 海外公 演 を どの ように捉 えてい るの だ

ろ うか。 また、受 け手 で あ る観 客 は、 その よ うに演 出 された 「テ イヤ ム」をいか に受容 し

て いるの だろ うか。 次節 では、海外 公演 に出演 したテ イヤ ッカー ラ ンの体験 を記 述 しなが

ら、 ロー カル な身体文化 が 国境 を越 えてい かに生産 ・消 費 され るのか、 また その場 にお け

る担 い手 と受 け手 の や りと りにつ いて考 える。

3.舞 台で演 じられる 「カラ観 α」

カ ンヌ ール市 郊外 の ア ラビ(仮 名)地 区 に住 む プ ラデ ィーバ ン ・ペ ル ワ ンナ ー ン(仮 名、

42歳 、以 下 プラデ ィーバ ン)は 、 海外公 演 の経験 が最 も多 いテ イヤム の担 い手 の1人 で あ

る。3人 兄 弟 の 長 男 で あ る彼 は、 幼 い 頃か ら父親 が 実 践す るテ イヤ ム儀 礼 に参 加 し、13

歳 か らは担 い手 と して儀 礼 に関す る技 や 知識 を学 び始 め た。彼 は、23歳 です で に80種 類

近 くの テイ ヤム の実践 を修得 し終 え、28歳 の時 、 カ ンヌー ル郊外 にあ る上 位 カ ース トの

タラワ ー ドか らペ ル ワ ンナ ー ンρθr卿砌朋 砌 の称 号 を得 て い る[・18]。プ ラデ ィーバ ンは、

テ イヤム に 関す る豊富 な知 識 やす ぐれ た技 量 さ らに は 「海 外 に行 った 」とい う経験 を含

め、地 元 では名高 い テイヤ ムの担 い手の 一人 であ り、彼が 担 うムチ ロー ッ トゥ ・バ ガヴ ァ

テ ィM励'10伽B肋gβ 瞭'(女 性 を神 格 化 した テ イヤム)や プデ ィヤ ・バ ガ ヴ ァテ ィP厩 加

B加gαγ漉(天 然痘 の疫 病神)は 、 人 々の評判 の的 とな ってい る。

プラデ ィーバ ンは、過 去 に 四度 の海 外 公演 を経験 して い る。 彼 は、 前述 した ロン ドン

(1994)と パ リ(1995)の 公 演 に出演 した ほか、2004年 には、州都 の テ ィル ヴ ァナ ンタプ ラ

ム 出身の アー ト ・デ ィ レク ターRaviGopalanNairに よる コーデ ィネー トの もと、 ス イス ・

ジ ュネ ーブ の ア トリエ民 族音 楽研 究 所 とアメ リカの カ リフ ォルニ ア大学 バー クレー校Cal

Perfbrmancesが 各 々主催 した 公演 に弟 と共に 出演 してい る。

近代 的 な建 物 と西欧式 プロセニ アム ・アー チの舞 台、最 先端 の技術 が揃 った音響 や照 明

設備、 さらに は整 然 と した客席 な ど、儀礼 空 間 とは全 く異 な る海 外 での公演 につ いて、 プ

ラデ ィーバ ンは 「テ イヤ ムが外 に知 られ るの はい い ことだ け ど、海外 公 演 は規 則 が多 くて

好 き じゃない」と不 満 を もらす 。今 日の儀礼 で は、開催 日や テ イヤムが 顕現す るスケ ジュー

ル に関 して、主催者 側 の意 向が 反 映 され る ことは珍 しい事 で はない。 一方、海外公 演 では、

演 目や パ フ ォーマ ンス 自体の 内容 を含め た多 くの部分 に関 して、 国 内での舞 台公演 以上 に
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主催者側 の演 出が介 入 し、 自分 た ちは意見 を述べ る事が で きない と彼 は い う[・19]。

プ ラデ ィーバ ンに よれ ば、 第一 に、 海外公 演 にお けるテ イヤ ムの演 目は、主催 者側 の意

向に即 して決 定 される。 なか で もムチ ロッ ト ・バ ガバ テ ィが好 ん で選ば れ、 コ コヤ シの葉

を装 束 に用 い るヴ ィ シュヌム ール ッテ ィ騰 肋跏 雌f(ヴ ィシュヌ の化 身)等 は、 現地 での

材料 調達 が不可 能 なため演 目か ら外 され る。 第二 に、 防災上 の規約 か ら、劇場 内の舞 台 で

は火 を使 う事が 禁 じられ る。 それ ゆえ、儀礼 で は必要不 可欠 な プー ジャが行 えず、 テ イヤ

ムの神話 を具現 化す る火 を使 った場面 な どは、そ の意味 合い を失 う。 ムチ ロー ッ トゥ ・バ

ガヴ ァテ ィを例 にとる と、儀 礼 で は頭 飾 りをつ けた ムチ ロー ッ トゥ ・バ ガ ヴ ァテ ィが、神

話 に基づ く松 明 を両手 に持 っ て人 々の前 に現 れ る。一方 、海外 の舞 台で は この松 明が 使用

で きないため、 ムチ ロー ッ トゥ ・バ ガ ヴァテ ィは手 に何 も持 たず に登 場す る。 第三 に、一

つ の テイヤ ム ・パ フ ォーマ ンス は、20分 か ら25分 程 度 で終 え る よう求 め られ る。 公演 全

体 が一 時間半前 後 であ るこ とが多 い ため、 出演者 は、本 来一 日がか りで行 われ る祭文 か ら

頭 飾 りの取 り外 しに至 る までの過 程 を凝 縮 し、 そ の一 部 のみ を 「演 じる」こ とにな る。第

四 に、 本番 前 には舞 台上 で リハ ーサ ルが 行 わ れ る。 そ の際 に、 ス テ ップ を増 やす よ うに

要 求 された り、照 明 との兼 ね合 いか らア クテ ィ ング ・エ リアを指定 され た りもする。 第五

に、 テイヤ ムの 特徴 で あ る洗練 され た化 粧 は、舞 台 の 隅等 で行 う よう指示 され、 公演 開

始 前 に観客 が席 を離 れ て鑑 賞 で きる よ うに演 出 される。 もちろん 、儀礼 空 間 におい て も、

「ア ニヤ ラ砌 加 刎 とよば れ る ココヤ シの葉 で作 られ た簡 易 の控 え室 を地 元 の人 々が取 り

囲み、化 粧 の様 子 を覗 きこむ光 景 はよ くみ られ る。 しか し、 海外 の文脈 で は、化 粧 の行程

は 「見 られ る もの」で は な く、「見 せ る もの」と して演 出 され るので ある。最 後 に、儀礼 で

は 「頭飾 りをつけ る」場面 が、神 霊の 「顕現 」を象徴 す る クライマ ックス として参 拝者 の気

分 を高揚 させ る ものだが、 海外公 演 では、 あ らか じめ舞 台袖 で頭飾 りをつ け、 「テ イヤム」

の姿で 舞台 に現 れ る よう指 図 され る。

この ように演 出 された 「テ イヤム」に関 して、 プ ラデ ィーバ ンは 「海 外 の プログ ラム は、

テイヤ ム(神 霊)じ ゃな くてカ ラ(技 芸)だ よ」と断言す る。彼 に よれ ば、 プー ジ ャーや供

物 等 の儀礼 的要 素や 「神霊 にな る」までの プ ロセスが 省か れ た上、信 仰 的 な背 景 を共 有 し

てい ない観客 の前 で行 う もの には意味 が ない とい う。 それ ゆえ、舞 台 に現 れ る 「テ イヤム」

は、神 霊の 力 を持 たな いた だの 「カ ラ」に過 ぎない と彼 は強調 す る。つ ま り、彼 の解釈 に

よれ ば、 ステー ジに登 場 してい る 「テ イヤ ム」とは、 中身 を と もなわ ない表層 の 姿 に他 な

らな い。彼 の語 りと関連 して興 味深 いの は、 プラデ ィーバ ンが 同 じ様式 の衣装 を二つ保 有
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し、儀礼用 と海 外公演 用 とに使 い分 けてい る こ とであ る。 もち ろん、装飾 の細 部 に用 い る

コ コヤ シの葉 が海外 で は調 達で きな いため 、そ れに見合 う もので あ らか じめ飾 りつ けが さ

れ てい る とい う事実 はあ る。 しか し、 その 点 を踏 まえた と して も、 彼の 中 には儀礼用 とス

テ ー ジ用 とを区別す る明確 な意識 が窺 える。

プ ラデ ィーバ ンは、 海外 公演 にお い て 「自分が 思 う ようにや りたい」とい う担 い手 と し

て の欲求 を持 ってい る。 そ して 、「機会 があ れば、海外 で本 物 のテ イヤ ムを したい。」と語 る。

「本 物 のテ イヤ ム」、す な わち 「カラ」で は な くテイヤ ム儀礼 自体 を海外 で行 うこ とを彼 は

望 んで いる。 む ろん、最新 の近代 設備 が整 った劇場 で は、儀礼 と同様の事 が で きない こ と

は彼 も十分 承知 して い る。 しか し、 テイヤ ムの担 い手 として、西 欧の芸術 世界 とい う脚光

を浴 び た舞 台 にた った彼 の弾 んだ気持 ちが 、 こう した思 い を もた らして い るのであ る。

4.グ ローバルに受容 される 「神霊」

今 日、 テ イヤム は、 ロー カルには ケー ララ を訪 れ る外 国人観 光客 に よって、 ガ イ ドブ ッ

クを追体験 す る対象 として 目撃 され、 グローバ ルに は西 欧芸術 世界 に よって、 審美 的に価

値 づ け され た舞台 公 演 として鑑 賞 され て い る。 以 下で は、 後者 にお け る観 客 に焦 点 を あ

て、 かれ らが舞 台 に登 場す る 「テ イヤ ム」を どの よ うに受 容 して いるのか を考察 してい く。

手 始 め と して、2004年 の ア メ リカ公 演 につ いて、 配布 され た プ ログラ ム とプ ラデ ィーバ

ンの語 りを も とに、 その 内容 を簡 単 に描写 してみ よう[*20]。

公 演 名:"Go4sGo44θ55φAηcθ ∫'or5:M嬉c,Dα ηcε,翩4R∫'呶Z5¢K2名 磁,1η4∫グ

主 催:カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 バ ー ク レー 校CalPerfbrmances研 究 所

日 時:2004年10月17日(日)、 午 後7時 開 演(公 演 時 間 は約1時 間50分)

会 場:Zellerbachホ ー ル(同 大 学 構 内)

演 目:第 一 部:序 章(カ テ ィ ヴ ァ ヌ ー ル ヴ ィ ー ラ ン ・トー ッ タ ム)

第 二 部:ム チ ロ ー ッ トゥ ・バ ガ ヴ ァ テ ィ ・テ イ ヤ ム

(休 憩)

第 三 部:カ テ ィ ヴ ァ ヌ ー ル ヴ ィ ー ラ ン ・テ イ ヤ ム
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第一部 は、 は じめ に儀礼 と同様 の身 な り(裸 足 に白の腰 布4面 を身 につ け、上半 身 は裸)

を した伴 奏者(太 鼓3人 、 管楽 器1人)が 登 場 し、 演奏 を始 め る。 客 席か らみ て舞 台左 手

には簡易 の祭壇 が設置 され 、「司祭役 」が小 さな蝋燭 と香 に火 を灯 し、身振 りを伴 った プー

ジャ を行 う。 次 に、 カテ ィヴ ァヌー ル ヴィー ラ ンK漉 γ伽砌rWr卿(戦 士神)の トー ッタム

が唱 えられ始 める と、 赤の腰 巻 きを身 につ けた演者 が舞 台中央 に ある椅子 の前 に立 ち、額

にタ ラパ リをつ ける。 そ して、 演者 は、供 物 と して捧 げ られた椰 子酒 の入 った容 器(こ こ

で は水)を 時折 口 に しなが ら、跳躍 や 回転、足 蹴 りとい った カラ リパ ヤ ッ トゥの動 きを行

う。 第二 部 は、 舞台 中央 に2人 の助 手 に よって張 られ た赤の カーテ ンが あ る。 その カーテ

ンが 降 りる と、 ムチ ロー ッ トゥ ・バ ガヴ ァテ ィが観 客の前 に姿 を現す 。両 目を銀 の装 具で

覆 い、頭 には半 円形型 の巨大 な飾 りをつ け たムチ ロー ッ トゥ ・バ ガヴ ァテ ィは、八 方 向ヘ

ス テ ップを踏み なが ら前後 して行 く。休 憩 をは さみ 、第三 部 は、 カテ ィヴ ァヌ ール ヴィー

ラ ンが登場 し、剣 を振 り回す パ フ ォーマ ンス を行 いなが ら、 円を描 くように舞台上 を動 い

てい く。

信仰 的 な背景 を もたない観 客 は、演 出 され たテ イヤム ・パ フ ォーマ ンス を指定 され た客

席 に座 って鑑 賞す る。 そ して、 一つ の演 目が終 わ る毎 に、会 場 内 には拍手 が わ き起 こる。

観客 の 反応 につ いて プ ラデ ィーバ ンは、「み んな座 って、 静 か に見 てい る よ… …(中 略)

…… で も驚 いた顔 は してる ね、 これは何 だ?み た いな感 じで さ」とそ の印象 を語 る。

海外 公演 では、 各演 目が始 ま る前 に主催 者側 か ら登場 す るテ イヤ ムの概 略 や場面 が説 明

され る。 また、 公演 パ ンフレ ッ トに は、 テ イヤ ムの概 説 や祭 文 か ら神 霊 が顕 現 す る まで

の儀礼 過程 が 「2000年 以上前 」「トランス」「憑 依」「神 にな る」「自己の アイデ ンテ ィテ ィを失

う」とい った修辞 と共 に描写 されて いる。 す なわ ち、観 客 は こ うした説 明の 中で語 られ る

テ イヤム、 い うなれば主催 者側 に よって描 き出され た 「儀礼 の場 に顕現す るテイヤ ム」が 、

今 、舞 台 に登場 してい る とい う 「演 出」を受 容 してい るので あ る。

要約 す る と、 テイヤ ムの 海外 公演 で は、 「テ イヤ ム」を 「演 じる」側 の心 持 ちや 解釈 と、

主催 者側 の演 出や鑑 賞す る側 の理 解 の問 には、認 識の違 いが存 在す る。 そ こでは、様 々な

演 出や解釈 を促 す仕掛 けを通 じて、観 客 のため に 「舞 台化 された本物 」が創 出され てい る。

そ して 、観客 は、舞 台の上 に現 れた 「テ イヤム」を 「舞 台化 された本 物」として、認識 の有

無 に関わ らず 受容 す る。 その 意味 に おい て、演 者 、主 催者 、観 客 は、 「テ イヤム」公演 を

つ くりあげ る共犯 関係 にあ る とい える。
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5.「 カ ク テ ル ・パ ー テ ィ ー 」 と ビ ジ ネ ス

最後 に、 海外公演 や テ イヤムの担 い手 た ち とローカ ルな文脈 の関係性 につ い て考 える。

ローカ ルな文脈 にお いて、 テ イヤ ッカー ラン と呼 ばれ るテ イヤム の担 い手 た ちは、州外

の イベ ン トや海 外 の公演 で は 「アー テ ィス ト」と称 され る。 上述 したア メ リカ公演 を例 に

みて も、 その プ ログ ラムに は 「アーテ ィス トたち」として個 々の名 前 とそ の役柄 が 記 され

てい る。 また、海外 で は、公演 に付 随す る形 でテ イヤム の写真展 が しば しば催 され る。 大

き く引 き延 ば され 額 に収 め られ た 自分 自身が扮 す るテイ ヤム の写真 が 、 ロ ビーや特 設 会

場 内 に飾 られ、公演 に訪れ た観 客 らによって鑑 賞 され る。 と きに は、新 聞社 や テ レビ局 と

いっ た公 演先 の地元 メデ ィアの取材 を うけ、翌 日の テ レビや新 聞 に自分 の顔 やそ の時の様

子 が 映 し出 され た りもす る。 海 外 とい う異 文化 の 世界 にお いて体 験 す る これ らの 出来事

は、 テイヤ ムの担 い手 としての彼 らの誇 りを くす ぐる には十分 の もの とい える。

プ ラデ ィー バ ン に よれ ば、 海外 公演 で は、 「カクテ ル ・パ ー テ ィー」な るお決 ま りの催

しが ある とい う。劇 場 内の ロ ビー やホ テル に用 意 された会場 で は、儀礼 で は決 して身 につ

け る事 が ないズ ボ ンをは き、 アル コー ルの入 った グラス を手 に した テイヤ ムの担 い手 たち

が、 タキ シー ドやスー ッ、 ドレス な どのフ ォーマ ルな姿 で現 れる人 々がい るな かに混 じっ

て、主催 者や 観客 らと談 笑す る。 「海外 のプ ログ ラムで は、俺 た ち もカクテ ル ・パ ーテ ィーっ

てや つ に、呼 ば れ るん だぞ」とプ ラデ ィーバ ンが 写真 をみ せ なが ら自慢 気 に語 るよ うに、

こう した経験 は地元 にお い て繰 り返 し語 られ る内 に、「海外 へ 公演 に行 った人 」とい う肯

定的 な位置 づ けが羨望 の まな ざ しと共 にな されて い く。 また、ときに こう した位 置づ けは、

担い 手た ちの地域 にお け る威信 を高め る こ とに もつ なが って い く。 つ ま り、村 落 レベ ル に

お ける担 い 手た ちの地位 は、 グ ローバ ルな価値 の表象 を含 ん で さえいるの であ る。

海 外 との接 触 は、 テイヤ ムの 担 い手 た ち に新 た な解 釈 を もた ら して もい る。他 の テイ

ヤ ッカー ラ ンと比べ る と、 プ ラデ ィーバ ンはテイ ヤム を説 明す る際 に、古典 芸術 と称 され

る カ タカ リや クーテ ィヤー ッタム と関連 づ けて語 る傾 向があ る。そ れ らの語 りや説明 の な

か には、 これ まで に外 国 人研究 者や 演劇 関係者 が テ イヤム を 「発見 」し、「解 釈」して きた

記述 と類似 す る部分が 見受 け られ る。つ ま り、彼 は、 ケー ララの他 の芸能 と共 に海外 で公

演 す る経験 を通 じて、主 催 者や外 国 人研 究者 に よっ て 「解説 」され る見解 を受 容 し、そ れ

らをロー カル な文脈 におい て 自ら再 呈示 して いる のであ る。 ただ し、 近年 では、 地元 の民
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俗学研 究者 に よる見 解 がセ ミナーや ワー ク シ ョップを通 じて、テ イヤ ッカー ラ ンに刷 りこ

まれ てい る状 況が窺 える ことは ここで付言 すべ きであ ろ う。

さて、公演 にか かわ る厳 しい規制 や誇 りを くす ぐる要 素 に加 え、 海外公 演 には、担 い手

に とって もう一つ かつ最 も魅力 的 な要素、 す なわ ち報 酬が あ る。 本稿 の冒頭 で述べ た よ う

に、近年 で は、海外 公演 の機会 を窺 うテイヤ ムの担 い手が 数多 くい る。 海外公 演 では、 そ

の 日程 に もよ るが、10名 か ら15名 程 度 の グル ー プに対 して100,000ル ピーか ら200,000ル

ピー(約25万 か ら50万 円)の 報 酬 が支 払 われ てい る。儀 礼 におい て テイヤ ッカー ラ ンが

手 にす る報 酬が2,000か ら6,000ル ピー(約5,000円 か ら15,000円)で あ るこ とを考 える と、

その違 いは一 目瞭然 で ある。そ れ ゆえ、海外 公演 の経験 が多 い プラデ ィーバ ンらは、他 の

担 い手 たちか ら妬 まれ るこ とも しば しばで あ る。

ロ ー カル な 文脈 で は、海 外 公 演 をめ ぐる 賛否 が 問 われ る こ とが あ る。 しか し、 プ ラ

デ ィーバ ンを例 にあ げれ ば、「海 外 に知 られた担 い 手」と して、 海外 公演 の経 験 が肯 定 的

に捉 え られ、新 たな儀 礼 の依頼 をもた らす 要 因 とな ってい る。 また、興 味深 いの は、プ ラ

デ ィーバ ンの 実践 に関す るす ぐれ た技量 や 豊富 な知識 が、 海外 公演 を熱 望す る担 い 手 た

ちか らの妬 みや批判 を封 じこめ る要素 になって いる点 であ る。つ ま り、今 日、 年輩 のテ イ

ヤ ッカー ランが嘆 くように、若 い担 い手の 中 には、実践 に関 す る技 や知識 を十 分 に学 んで

いない者 が多 い。そ ん な彼 らに とってプ ラデ ィーバ ン とは、 文句 の言い ようが ない存 在 な

のであ る。

「テ イヤ ムで は な くカラだ 」と強調 す る プ ラデ ィーバ ンは、 「海外 公 演 は ビジ ネスだ よ」

と率 直 に認 め る。担 い手 と して の誇 りを くす ぐられ 、「本物 をみせ たい」とい う欲 求 を も

た らす 海外 公演 には、担 い手 としての 「の ぼせ る」側面 と経 済力 を高 め る 「ビジネス ライ

クな」側面 とが相 互 に関係 を もちなが ら同時 に生起 して い るの であ る。

おわ りに

ケー ラ ラの身体文 化 に関す る財 政的 支援 につ いて論 じたD.Daughertyは 、 ユ ネス コが現

存 す る最古 の サ ンス ク リ ッ ト劇 と して認証 した クー テ ィヤ ー ッタムの担 い手 た ちが、 実

生活 で は経 済的 に困窮 してい る事実 を明 らか に し、厂グル ー プを維持 す る には、海外 公演

以外 に選択 の道 が ない」とい うか れ らの言葉 を引 用 して いる[Daugherty2000]。 これ まで
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度 々指摘 され て きた ように、テ イヤ ムの担 い手た ちの多 くは、 決 して経済 的 に豊:かな状 況

にあ るわ けで はな い[Kurup1973]。 しか しなが ら、村 落 レ・ベ ル にお い てテ イヤ ム儀 礼 が

隆盛 し、個 人 に よる儀 礼奉納 の依 頼が 一部 の担い手 に集 中す る今 日で は、担 い手た ちの 間

に経 済的格 差が 生 じてい る。 こ うした現 状 のなか で、 テイヤ ムの担 い手 たち は、儀礼 を取

り巻 いて錯 綜す る様 々なエ ー ジェ ンシーの思 惑や イデ オロギ ーだ けでな く、そ こにグロー

バ ルな視点 が付与 してい るこ とに も気づ きは じめ てい る。

海外 公演 とい う、 テイヤ ム を演 劇パ フ ォーマ ンスの フ ォー ムに書 き換 える事象 は、 今 日

の 「テ イヤム の商 品化 」に大 きな影響 を及 ぼ してい る。 この グ ロー バル な事象 は、西 欧の

異 国趣 味 と芸術市 場 にお ける美 的価 値 に も とつい て、 テイヤ ム を芸術 フ ォー ム として舞台

化す る一方 で、様 々な演 出や仕掛 け を通 じて 「舞 台化 され た本 物」と して 「テイヤ ム」を表

象す る二重構 造 を もってい る。 さ らに、 ス ポ ッ トライ トや人 々の脚 光 を浴 び る舞台 とビジ

ネス チ ャ ンス を担 い手 た ちに もた らす 同事象 は、 ロー カル な文 脈 におい て彼 らの社会 ・経

済 的地位 を高 め る手段 や 武器 とな る様相 を呈 して い る。 だか らとい って 、すべ ての担 い

手 た ちが、 異国 で 自分 たち の技 芸 を行 う とい う興奮 や期 待 を含 め、 「外 」へ むか う指 向 を

強 め るか とい えば、 そ こに は、 海外 公演 の依 頼が 「他 者」に よって もた らされ る とい う事

情が あ る。文 化 的媒介 者 とで も呼べ るこ う した 「他者 」は、今 日で は海外 公演 を コーデ ィ

ネー トす るだ けで な く、そ の表象 に も大 き く関与 して い る。

今 日、 テ イヤ ムは、 ロ ー カルな レベ ルで は 「神霊 」と して現 れ る傍 ら、海外 公 演 とい う

グローバ ル な場 にお いて は 「舞 台化 された本 物」と して世 界 に流 通 し始 めて い る。 テ イヤ

ムに 関す る同時代 的 な事 象 は、 身体 文 化 を取 り巻 く 「ロー カ リテ ィ」概 念 の再検 討 をわ れ

われ に促 してい る。

[たけむらよしあき ・大阪大学大学院人問科学研究科博士後期課程/日 本学術振興会特別研究員]

[注]

1

2

先行研 究では、観光文化、観光資源 としての新 たな芸能 の生成、すなわち 「新 しい伝統 の創造」やナショナル

/エ スニ ック ・アイデンティティの発現形態、あるいは国民国家を想起する ものと して、身体文化が位置づけ

られている[e.g.Ramsy1997;VanZaile1996;梅 田2001;木 下2004;白 川2003]。

儀礼以外の文脈に現 れたテイヤムをめ ぐる地元での論争 については、[Ashley&Hollomanl982;古 賀2000]が
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詳 しい。

本稿 の基盤 となる調査 は、平成17年 度文部科学省科学研 究費(特 別研究員奨励 費9409)の 助成を受けて実施 さ

れた。 ここに記 して感謝の意を表す。

ケーララは、 イン ド独立後の1956年 、マ ラヤーラム語 を母語 とす る州 と して成立 し、翌年に開かれた州議会

選挙の結果、イ ンド共産党による単独政権が誕生 した。

「ガル フ ・マネー」と呼ばれるこう した送金による経済効果 は、テ イヤム信仰に も影響を及ぼ している。 たと

えば、 テイヤムの一種 であ るム ッタッパンMμ伽pρ朋 は、個人祈願(ηerccのに よって自宅で儀礼を奉納 するこ

とができる。近年 では、出稼 ぎ移民 たちが出国や帰国の際にムッタパ ン儀礼 を自宅や寺院で奉納する機会が著

しく増 えている。

今 日、 グローバルに拡大するアーユル ヴェーダは、イ ンドだけでな く欧米各国の資本によって も産業化が押 し

進められている。 アーユルヴェー ダを取 り巻 く今 日的な状況については[加 瀬澤2005]が 詳 しい。

外 国人観光客の問で有名 な加 πのPZ砌 θ'1η伽(2005)に は、テイヤムに関するコラムがあ り、「テイヤムのエキ

スパー ト」と謳 われた オーナー(州 の南 部エルナー クラム出身のキリス ト教徒)が 経営するホテルが紹介 され

ている。 こうしたガイ ドブ ックの影響や観光業者 と儀礼 の関わ りについては、稿 を改めて検討 したい。

テイヤム儀礼は、上述 した地域 に限らず隣接す るコリコー ド県で もみ られる。ただ し、同県では、テイヤムで

はな く「ティラ`加」と呼称 されることが多 く、 テイヤムとの違い もい くつか確認で きるため、本稿 では区分の

中に含めない。

今 日伝承 され ているテイヤムの数は、300か ら400種 類 あるといわれ る。担い手の間では、テイヤム発祥の神

話 にもとつ く39種 類が基本であ り、残 りはそのバ リエー ションであるという見解が広 く共有 されている。

儀礼の 日程は、祀 られているテイヤムの数、寺院やカーヴの規模によって異なる。なか には、数年や数十年に

かけて一度行 われ る大祭(ペ ル ンカ リヤータムpθ耀脈 祕卯 伽襯)に なると、一週間以上続けて行われる ことが

ある。

テイヤムの担 い手たちは、特定の カーヴやカース ト寺 院において儀礼 を実践する権利/責 任を負 ってい る。彼

らはその報酬 として、かつて は米や腰布、今 日では現金 を手にする。近年、主催者側で は報酬 の高騰化が叫ば

れているが、装束の修繕 ・新調費、助手への報酬、拘束 日数や身体 的負担を考慮す ると、その額 は決 して十分

とはいえず、 また、儀礼 の報酬だけで生計を営 む者が多い彼らの生活水準は、決 して高いものではない。

テイヤムが儀礼以外の文脈に初めて現れたのは、おそ らく1960年 に行 われたイ ンド共和国記念 日のセ レモニー

であろ う。毎年1月26日 の同記念 日には、国 をあげた一大イベ ントがニ ュー ・デリーで開催され、その模様が

全国ネ ットでテ レビ放映される。パ レー ドは、各州 を代表する民俗芸能 をは じめ、軍事力を示す陳列や科学技

術や経済の功績 を示 すものが含まれてい る。

テイヤムに関す る英文の記述 は、イギ リス植民地時代 にも植民地行政官や宣教 師、民族誌家 らによってい くつ

か残 されている。 しか しなが ら、彼 らはもっぱ らテイヤムを 「悪魔払い/悪 魔」と位置づけている[竹 村n.d.]。

同書の 中で クル ップは、もともと多様 な文脈で技や芸 を意味す るマラヤーラム語の 「カラκ磁 」の訳語 として

「ardを 用 いている。古賀によれば、 この ころか らテイヤ ッカーラ ンは、 カラー カランたσ撤 肱ア砌(ア ーティス

ト)と 呼 ばれるようにな り、彼 らはハ イ ・カルチャーや尊敬のニュアンスをもつこの言葉 を好んで用いるよう

になったとい う[Koga2003:64]。

1968年 、当 時 コダカ ッ ト村 の村 長で あっ た クル ップ は、 ケー ララ音楽 舞踊研 究所(KeralaSangeethNataka

Academy)が 主催するヴィレッジ・アー ト・フェスティバ ルにテイヤムをはじめて登場 させた。以後、カルナー

タカ大学(カ ルナー タカ州、1974年)、FetedePodicherry(ボ デ ィチェリ、1987年)、HampiFestiva1(カ ルナータ
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力州 、1987年)、BharathotvaUtsavan(カ ンヌ ー ル、 カ リカ ッ ト、1988年)、UppanaUtsavan(ボ ンベ イ、1989年)

な ど の公 演 に テ イヤ ム を出 演 させ て い る[Koga2003164]。 ま た、1986年 に は クル ップが 記 した小 冊 子 艶〃 翩

が州 政 府 の も とで刊 行 され て い る。 同 書 は、今 日 に至 る ま で政 府 の テ イ ヤ ム に対 す る見 解 の 下 地 とな って い る。

寡 聞の か ぎ り、外 国 人研 究 者 に よ るテ イ ヤ ム研 究 は 、 ドイ ツ人 のV記entinaStache-Rosenに よる β加 姚o層 劬 硼:

鈔 嫉 楠r∫ゆ 砌4Rl伽1Dα η螂1ηSo励 絶 ησr翩η4Noγ 班Mα 励or(1978)が 最初 で あ ろ う。 た だ し、 同 論 文 は公 刊 さ

れて い な い た め、 そ の 内容 に 関 して は筆 者 も確 認 で き て い ない 。

参 考 文 献 に記 載 して い な い もの と して は 、AshleメWayne,艶 アァ翩Kε 吻 σNor耽 削Kεr伽(1979);Tarabout,G.,

Sσ`噸cεγe`Do鰍 εrα%frε η餌 γ5Mα1詒 αr(1986);石 井達 朗 『ふ り人 間』(1987);河 野亮 仙 『カ タカ リ万 華 鏡 』(1988)

な どが あ る。

す ぐ れ た テ イ ヤ ッ カ ー ラ ン に は、 寺 院 の 権 威 者 や か つ て の 王 族 か らペ ル ワ ン ナ ー ン や ペ ル マ ラヤ ン

pεr蹴 σ切 砌 ま た はパ ニ ッカ ー ル餌 η鰍 αrな どの称 号 と、金 の腕 輪 や 絹 の布 が 授 与 さ れ る。

プ ラデ ィー バ ン に よる と、 国 内 にお け る ス テ ー ジプ ロ グ ラ ムで は、 海外 と比 べ 規 制 が ゆ る く、 火 の使 用 が 許 可

され た り、公 演 にお け る担 い手 側 の主 張 も考 慮 され る と い う。

2004年 の ア メ リ カ公 演 の プ ロ グ ラム に よれ ば 、出 演 メ ンバ ー の構 成 は 、 ア ー ト ・デ ィ レ ク ター1、 化 粧 担 当1、

ボー カル と クザ ル1、 チ ェ ン ダ(大)2、 チ ェ ンダ(小)1、 司 祭 役 兼 舞 台 マ ネー ジ ャー1、 化 粧 と衣 装 の ア シス

タ ン ト2、 パ フ ォーマ ー2、 トー ッタ ム ・パ フ ォー マー1の 計12名 で構 成 され て い る。
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マ レー シアにおける徳教(deliao)の 展 開

華人新興宗教の一形態

黄 蘊

フルアン

清 末民 国初期 の 中国社会 で は、扶 鸞 とい う交神術 を中核 と した宗教 結社 の全 国的 な広が

りがみ られ た。 その流 れ は近代 中国 の 「扶 鸞結 社運動 」と呼 ばれた[範1996;Clart1997;志

賀1999,2001,2003;王2000b]。 この運動 は これ まで多 くの研究 によって取 り上 げ られて き

た[吉 岡1974;武 内1990;範1996;範 ・王1996;王1996;王1997;Clart1996,1997;李1999;志

賀1999,2001,2003,2005;酒 井2002コ 。扶鸞 あ るいは扶 乱 は、 文字 を媒介 に して、 神託 を得

る方法 と して、道教 と深 い関わ りを もつ もので ある匚*1]。扶 鸞 は、明清 時代 に、 知識人層 を

始 め、広範 な社会 階層 に浸透 した[許1988]。19世 紀末 の政 治的 ・社 会 的混乱 の中で 、「末

劫 説」(世界 の終 末が到 来す るとい う言 説)が はや り、 それ に伴 い扶鸞 を中核 と した宗教 慈

善結社 設立 の潮流 が巻 き起 こ った[*2]。この潮流 の根底 には神 の指示 に従 い、善 行 を遂行 す

るこ とによって、社 会的危機 を回避 しよ うとす るモチ ーフが あった[李1999:148-154;志 賀

2001:239-242]。 この流 れの中で 、既存 の宗教結社 も扶鸞 とい う新 た な表現形式 を権威 の源

泉 として取 り入れ[武 内1990:87;志 賀1999:173-174;李1999:89]、 そ して、多数 の新興 扶

鸞教 派が続 出 した。

19世 紀末 よ り勃興 した こ う した扶 鸞結 社 に は、お よそ 次 の よ うな共通 す る特 徴 が指 摘

で きる。 まず、 明末以 来 の民 間信仰 におけ る儒教 ・仏 教 ・道教 の三 教混 合 の流 れ を引 き、

諸 宗教融合 の思想 背景 をもつ。次 に、扶 鸞 を中心 に組織 を結成 し、 その上 、扶鸞 を介 して

得 た神託 に従 って行動 す る。 第三 に、善 行の 遂行 とそれ に よる 自他 の救済 をモチ ー フ とし

て、関連 の社会救 済や教 化活 動 を展 開す る。最 後 に、儒教 道徳 の復興 及 びその実 践 をイデ

オロギ ー と して もち、 濃厚 な儒 教色 を帯 びて い る[・3]。扶 鸞 を行 うた め に組 織 された 団体
ルァンタン

は通称 「鸞堂」や 「善 堂」匚・4]といい、20世 紀 前後 各地 に鸞堂 が雨後 の筍 の よ うに出現 した。

そ の 中心 的 な担 い 手 は、地 域 の 「士 紳文 人 」(大伝 統 の担 い 手 としての 知識 人)で あ った。

彼 らは 「救世 」とい う社 会 的責任 感 か ら 「鸞堂 」や 「善堂 」の設立 に取 り組 み、社 会救 済 を

行 うほか、 扶鸞 で得 られ た神 の訓示 を用 いて 、庶民 の儒教 倫理 の教化 や混乱 した社 会秩 序
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の維持 に当 たって いた[李1999:238-243;梁1997:244-247]。

中国 宗教研 究者 の吉 岡義豊 は、 中国民衆 宗教 の底流 に貫 き流 れてい る もの として、「善 」
ジ

と 「乱」(お筆 先 の神 示、神 訓)の 二 つ をあ げてお り、 中国 人の宗 教観 の重 要 な特 質 を捉 え

て いる[吉 岡1974】 。扶 鸞結社 は こ う した特 徴 を集 中的 に体 現 してい る もので あ る。民 国

期 に道 院、救 世新教 な どの著名 な民 間教派 が、扶 鸞 と慈善 活動 の展 開に よって教勢 を伸 ば

した こ とは、 善 と乱の結 合の証 明で あ る[酒 井2002]。

民 国期 に影響 力 の大 きか っ た新 興扶 鸞教 派 として、 同善社 、 道院紅 卍字 会、 救世 新教 、

一 貫道 な どが あ げ られ る
。そ れ らはいず れ も自己修養 と他者 の救 済 を唱え、 中国全 土 に教

勢 を拡 大 した[酒 井2002コ 。 しか し、 中華 人民 共和 国の 成立 に伴 う宗教 結社 へ の弾 圧 に伴

い、多 くの教 派 はやが て香 港、 台湾 、あ るい は東南 ア ジアの華人社 会 に本拠 地 を移 し、 そ

れぞれ の地 で独 自の展 開 を遂 げ るよ うにな った。

近年 、扶 鸞 教派 を含 む華 人民 間宗 教 結社 の展 開 に関す る研 究 が進展 して い る。 その 中

で、台湾 の鸞 堂や香 港の 道教系 扶鸞結 社、 そ して一貫 道、慈 恵堂 な どの新興教 派 に関す る

研 究 は、現 代社 会 にお ける扶 鸞 結社 の 生 き様 を克 明 に描 き出す もの と して重 要 な意 味 を

もって い る[Overmyer&Jordan1986;Clartl995;1996;1997;宋1996;王1997;李1999;志 賀

1999,2001コ。一方 、台 湾、香 港 とい う伝 統 中国社 会 と違 って、 東南 ア ジア とい う移 民社会

に生 きる華人 の扶鸞教 派 が、 どの よ うな展 開 を遂 げ てい るのか は、現代社 会 にお ける扶鸞

結社 の展 開 を考 える上で興 味深 い課題 となる。本 稿 は、マ レー シアの華 人社会 で発展 を続

けてい る徳教(dejiao)に 注 目し、東 南 ア ジアにお け る華 人扶 鸞教派 の独 自の展 開 の様相 を

描 き出 したい。

徳 教 は1939年 に広東 省 の潮州 地 方 で誕生 した扶 鸞結 社 であ り、 その 後マ レー シアな ど

東南 ア ジアの華 人社 会 に伝 播 された。 以来 、徳教 はそ れ らの移民社 会 に拠 点 を移 し、今 日

まで成長 し続 けて きた。数 多 くの海外 に伝播 された他 の華人 民衆教 団 と違 う ところは、徳

教 は宗教 結社 として まだ未 成熟 の段 階にお いて海外 の華 人社 会 に伝 え られ、 そ う した移民

社会 で展 開す る過程 にお いて、伝 統 的中国宗 教 の様式 を脱 した独 自の教 団形態 を築 いて き

た こ とで あ る。

中国 にお け る徳 教 は、 潮州 人 の宗 教慈 善 結社 と して位 置づ け られ る。 東南 アジ ア伝 播

後、 その教 団化 が よ り本格 的 に進 む よ うになっ た。東南 ア ジアの華 人社会 において 、徳教

は伝 統的 な活動 と しての扶 鸞や慈 善活 動 を展 開す る こ とで、庶 民 の支持 を取 り付 け、教 勢

は、伸 張 の一途 を辿 った。 東南 ア ジア各国 にお ける徳教 の展 開パ ター ンはほ ぼ同 じもの と
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いえ るが、そ の中 で本 稿 の対 象 となるマ レー シアの徳教組 織 は、 と りわけ教 団 の活動 が盛

んであ り、徳教 の展 開 を考 え る上 で もっ とも典 型 的な もの といえ る。

マ レーシ アでは、 ほ とん どの徳教 団体 で商 人層が 主導 的 な地位 を占めて いる。 これ まで

扶鸞 中心 の展 開路 線 を繰 り広 げて い る。 また、 エス ニ ック ・グルー プ内 の需 要 に合 わせ 、

多様 な慈善 、文 化社 会 活動 まで に活 動 を拡 充 し、世 俗性 の強 い教 団 モデ ル を形 成 して き

た。 しか し、宗教 制度 の不完 全性 や宗教 色の 薄 さが 、徳教 団体 を厳格 な意 味で い う宗教 教

団 か ら、や や距 離 の離 れ た 中途半 端 な もの に してい る。 一方 、1990年 代前 後 よ り、組 織

的拡 大 に伴 い、 イデ オ ロギー上の 変化が徐 々に現 れ始め 、そ れ らと連 動す る よ うな数 々の

試み も実践 され てい るが、そ の道 は必ず しも平 坦 とはい えな い。

これ まで の徳教 に関す る先 行研究 で は、徳教 の成 立、東 南 アジア伝播 とその組織 的展 開

[李1970;野 口1983;Tan1985;鄭1988]や 、 その過程 にみ られ る現地社 会へ の適応 、変容 、

そ して、近年 の トランスナ シ ョナル なネ ッ トワー キ ング化 の進行 な どが[吉 原1999;2001]、

主要 な テーマ であ った。 しか し、徳 教が展 開 した社会 的文 脈、組 織 と教 団性 格の 変化 の全

貌 や、徳教 を取 り巻 く社 会現 象の解 明 な どに関 しては不 明な点 が多 く残 されて いる。

そ こで本稿 では、マ レーシ アにお ける徳教拡 大 の社 会 的 コンテ クス ト、 その組織 的展 開

とイデ オロギ ー上 の変化 、 その 中の葛藤 の プロセス を捉 えてい くこ とに よって、 華人新 興

宗教 と しての徳教 展 開の筋道 を明 らか にす る ことを 目指 したい 。後述 す る ようにマ レーシ

アにお いて、徳教 は紫系 、済 系、振 系、 明系 とい う様 々な系列 を発展 させ てお り、そ れぞ

れ の系 列 に違 う特 徴が み られ るため、一概 に捉 え られ ない状況 にあ る。本稿 は、徳 教展 開

の全体 的状 況 に 目を配 りなが ら、徳 教 団体の 中で多 数派 を 占め 、かつ類 似 の組織構 成 と性

格 を もつ紫 系 と済系 の徳 教組 織 を中心 に考察 を進 め るこ ととす る[・5]。

本稿 では まず 、徳教 の成立 状況 を踏 ま えた上で、 マ レー シア伝 播後 にお け る組織 の拡 大

状 況や その担 い手の性格 につい て概 観す る。 それ に よって、徳教 組織 が存在 し、 拡大す る

社 会的 文脈 を明 らか にす る。 次 に、組 織 の発 展 と連 動 す る形 で起 こ りつ つ あ るイデ オロ

ギ ー上の変化 とその背 景 につ いて考 察 を加 える。そ れ らを通 して、マ レー シア におけ る徳

教展 開の これ までの道 の りと、現在 進行 しつつ あ る転 換 をめ ぐる葛藤 を浮 き彫 りにす るこ

とに よって、移民 社会 にお け る華 人扶鸞教 派 の特殊 な一形 態 を提 示す る と ともに、東南 ア

ジアにお け る中国宗教 の現地 化の 一パ ター ンを描 き出す こ とを 目指 したい。

本稿 の もう一 つの 目的 は、 宗教 を通 して、 華人 の生 き方 を垣 間見 る ことにあ る。徳教 組

織 は、宗教 的 な意味 を もつ ほか、 マ レー シア社 会 におい て、潮 州人や 華人大 衆結合 の手段
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としての機能 も果 た してお り、そ の点か らい えば、徳 教 は宗 教集 団 とい うよ り強 い社会性

を有す る華人 ア ソシエ ー シ ョンとす らみ えて くる。 人々 は様 々 な動機 を もって、徳 教 と関

わ ってお り、 徳教 組織 もそ の過 程 にお い て人 々の 信仰 や生 活 の 中 に織 り込 まれ て い った

よ うにみ え る。 本稿 は、 徳教 組織 の今 までの展 開及 び近 年起 こ りつつ あ る新 た な変 化 と、

人 々の行動 や戦略 とを結 びつ け て捉 え、 その参 加者 であ る人 々の生 き方そ の ものに も光 を

当て てみ たい。

1.徳 教 の成立 と東南ア ジア伝播

徳教 は前 節 で述 べ て きた近 代 中 国の 扶 鸞結 社 ブ ー ムの 中 で で きた 一宗 教結 社 で あ る。

1939年 に、 広東省 潮 陽地 方で、 戦争 の早期 終 了 を願 い、3人 の村 人 が扶 鸞 とい う降神術 を

介 し、神 仙 のお告 げ を得 た とこ ろ、徳 教 を創始 して 人 々を救 うよ う命 じられたの が きっか
ジ

けだ った[Tanl985:15]。 そ の後 、神 の 「占L示」(神の啓 示)に 基づ き、徳 教組織 が潮 州地 方

で連鎖 的 に創 設 されて い った。徳 教組 織 は普通 「徳教 会 」と総称 され 、そ の名前 に共通 し

て 「閣」とい う字 が使 われ る。初 めて創 設 され た徳教 会 は潮 陽地 方の紫 香 閣 であ った。徳

教 創始 の 主 旨は 「立 善積徳 」といい、 善行 を行 い、徳 を積 む ことに よっ て、危機 を回避 し

よ う とい うこ とを意味 してお り、 前述 した19世 紀 末以 来 の扶鸞 カル トの精神 風 土 を受 け

継 いで い るもの とい える。

徳 教会 は、扶 鸞 を介 して得 た神 々の教 え をま とめ た善書 の配布 、道徳 の唱 道 といっ た社

会教 化 や 「施 医贈薬 」な どの慈 善活 動 を展 開 し、1949年 まで に潮州 地方 で20以 上 の閣 を持

つ まで に発展 した[鄭1988:247]。

徳 教 は設立 当初 におい て、儒教 、仏 教、 道教 の三教 を標榜 していた。 徳教 会の祭 壇の正

面 の掛 け軸 に老子 を中心 に、 両側 に道教 系 の神 仙で あ る楊 笏松 と柳 春 芳が 描か れ てお り、

祭壇 の 中央 に関帝、 両側 に道教系 の神 仙 であ る呂祖 と仏 僧 の済公 が祭 られて い るのが一般

的 であ る[*6]。祭 壇 か らは濃 厚 な道教色 が窺 える。

徳 教 の崇拝 す る神 は、儒 ・仏 ・道 三教 の神 仙 か らな り、諸神 仙 が連合 して 「徳 徳社 」と

い う神 の 連合 組織 を構 成 す る。徳 教 団体 で は、 この 「徳 徳社 」の諸 神 仙 よ り託宣 を受 け、

組織 の運 営 ・活動方 針 も神 の 乱示 に従 う場 合が多 い。 なお 、徳教 の諸神 仙 の中で、 玉皇 大

帝 た る関帝が 最高神 とされ、 かつ徳教 の創 始者 とされてい る。徳教 の教 典 に よる と、清 末
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よ り続 く社 会 的混乱 、道 徳 の腐敗 が進 む 中で 関帝が 、来 る末劫 か ら人 々 を救 お うと して、

善行 の実践 ・道徳 の復 興 を唱 え、徳 教 を創 始 した とい う。 これ は19世 紀 末以 来扶 鸞結 社

の 間で出回 ってい る 「関帝 救劫 論」のモチ ー フに通 じてい る匚*7]。

徳教 の教典 は1942年 に扶 鸞 を介 した神 の降筆 に よって書 か れた 『徳 教心 典』で ある。 こ

の教典 に関帝 に よる徳 教 の創 設 経緯 や 、信徒 の徳 目実 践 の内容 とそ の 目標 が 記 され て お

り、徳教 の基 本教典 とされて いる。一 方、信 者 の 自己修 養 と日常生 活 の指 針 として、儒教

の諸徳 目と共 通す る ところの多 い 「十 章」す な わち、孝 悌 ・忠 信 ・禮 義 ・廉 恥 ・仁智 、「八

則 」す な わち、不 欺、不 偽 、不貪 、不 妄、不 驕、 不怠 、不 怨、不 悪、 が基本 とな る。 この

ように、徳教 が成立 の段 階 にお いて、儒 教 イデ オロギ ー を重視 し、 かつ濃 厚 な道教色 をも

つ ことが窺 える。

こ こで成立 段 階 にお け る徳 教 と一般 の新 興宗 教 とを比較 し、 そ の特 徴 を ま とめて み た

い。一般 の新 興宗教 は、 その成 立 にあた り、 まず教 祖 が存 在 し、教祖 の悟 道 の体 験や 宇宙

観 をま とめ た神 学理 論が教 典 とな り、それ に基づ き、教 団が形 成 され る。 しか し、徳教 の

場 合、 教祖 とされ る人物 が存在 しない 。神へ の信 仰 は組織 の結 束力 とな ってい る。 次 に、

基 本教 典 となる 『徳 教心 典』は、最 初 の徳教 組織 成 立 の三年 後 の1942年 に初 め て誕生 し、

これ も一 般的 なケ ース を逸 脱す る もので ある。最後 に、伝 統 的新興教 派 に教 団展 開 の基軸

とな る もの と して、 宗教 的修行 ・師承 制度 が不可 欠で あるが、 成立 当初 よ り徳教 にそれ ら

が 欠如 して いた。 この よ うにみ る と、 徳教 は潮州 地方 の民 間信仰 を基 盤 に、20世 紀前 半

の中国社 会の状 況 の中で、庶 民 の必要 に応 じた形 で徐 々に宗教 結社 の形 を整 えた もの とみ

られ る。

徳教 会は1949年 に成 立 した共産 党政 権 とそ の宗 教取 締 り政策 に よ り、活動 を停 止 した。

その前後 にお いて、徳 教 は信 者 の移住 とと もに香港 、 タイ、 マ ラヤ地 域へ と伝播 され る よ

う になった。徳 教 の海外布教 に尽 力 したの は、潮州地 方の 馬貴徳(MaGuide)と 李懐 徳(Li

Huaide)と い う2人 の貿易 商人 だ った。 この2人 は徳 教創 始 の段 階 か ら組織 内 の 中心 的 な

存 在 であ り、海外 布教 におい て は、前者 は香 港へ 、後 者 は シ ンガ ポー ルへ と徳 教 を広 め、

徳 教の 東南 ア ジア伝 播 を促進 した[Tanl985:16-17;鄭1988:247-249]。 徳教 はそ の後東 南

ア ジアに本拠 地 を移 し、 そ こで新 た な展 開 を遂 げる ことに なる。
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2.マ レーシアにおける徳教の展 開

2-1.徳 教 の伝 播 と組 織 的 拡 大

1952年 にマ ラヤ 地域 で初 め ての 徳教 会 「紫新 閣」が シンガポ ー ルで成 立 し、 それ 以後 、

マ レー半 島西 部 を中心 に徳 教組織 が 次 々と創 設 され、 マ ラヤ地域 も徐 々に徳教 展 開の重要

な拠 点 となって い く。1957年 に占L示に基 づ き、 名前 に 「紫 」字 を もつ 九つ の紫系 徳教 会が

連合 して南 洋徳 教総 会 を結 成 し、徳教 会初 めての 連合組 織 と して発 足 した。 この総会 の成

立 に伴 い、 紫系 徳教 会 の礼 拝 儀式 や 祭壇 にか ける 肖像 の統 一化 が 決め られ、 以後 の紫 系

徳教 会 の規範 となっ た 匚肱nl985=24]。 一方 、徳 教 の南洋伝 播 に従 い、儒 教 、仏教 、道 教

の三 教 の信 仰 か らキ リス ト教、 イ ス ラー ム教 を含 む五 教 の信 仰へ の 教義 の拡 大 が な され

た。1948年 に潮州 地方 か らシンガポ ール に渡 った徳 教:の第一 代長 老 の陳立 健(TanLipKi-

ang)に よる と[*8]、マ ラヤ地 域初 め ての徳 教会 紫新 閣が 成立 した当初 よ り、神 仙の 占L示に

基づ き、礼拝 堂 に五 大教祖 の画像 を掲 げる ことが決 ま り、 それ以 後、 マ ラヤ 地域 で連鎖 的

に成立 した徳 教会 に も同 じようなス タイルが 定着 した[写 真1]。 吉 原の研 究 に よる と、 こ

の 「五教 同宗 」とい う教義 の拡 大 と、 礼拝 堂 に 「五大教祖 」の画像 を掲 げる こ とは、 のち に

[写 真1]ペ ナ ン州紫道 閣の祭壇

香港 に フ ィー ドバ ッ ク し、 そ して1980

年代 に はタイ に も広 ま り、今 日で は各地

域 の徳 教会 の共通 した ス タイル となった

[吉原2001:20-21]。

東南 ア ジア諸地域 にお いて共 通す るの

は、潮 州人 と徳教会 との深い結 びつ きが

み られ る点で あ る。 そ もそ も徳教 の東 南

アジ ア伝播 は、 この地域 に往 来す る潮 州

系 商人 に よって実現 され 、そ して、各地

にお け る 徳 教組 織 の創 設 は、 潮 州系 商

人 の 商 業 的連 携 や潮 州 人 社 会 の ネ ッ ト

ワー クに負 う と ころが 大 きか っ た[Tan

l985]。 徳教 は東南 ア ジァの華 人社会 に
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お い て、概 ね最 初 に潮 州系 住 民 の間 に広 が るの で あ り、 そ して潮州 語 を使 うな ど、潮 州

人 の宗教結 社 と して の性 格 を色濃 くもってい た。初 期の徳 教会 は、 その地域 の潮 州会館 を

仲介 として広 まった こ とか ら、徳教 の伝 播 と潮 州人 コ ミュニ テ ィとの密切 な関係 が窺 える

[李1970:228-229]。 地 域 か ら見 る と、 マ レー シアで は、 最初 に、 ジ ョホ ー ル州 、ペ ナ ン

州、 ク ダ州 、ペ ラ州 とい う潮州 人の集 住 す る州 に徳教 組織 が多 くで きてい った[Tan1985:

61]。 そ の後、 徳教 は、徐 々に潮 州人 社会 を超 えて各 方言集 団 に広 め られ てい くが、現 在

なお潮 州人社 会 の文化 が色濃 く残 され てい る。

潮 州系 商 人 は資金 面 か らも、徳教 組 織 の創 設 とそ の活 動 の展 開 を支 え て きた。徳 教 組

織、 と くに後述す る紫系 と済系 は、概 ね立派 な教会 施設 を もち、そ して大掛 か りな慈 善活

動 を展 開 してい る ことで他 の華人宗 教 団体 に比 べ、 目立つ 存在 となってい る。 それ らを可

能 に して いるの は徳教 会の 中心 メ ンバ ーであ る潮州系 商人 の資 金力 であ る。

マ レー シア とシ ンガポー ルの徳教 会 は、初期 の段 階 において 、一体化 して活動 を展 開す

る形 を とってい た。 しか し、 その後 の シ ンガポー ルの分離 ・独 立 によ り、両 者 は徐 々に離

れ てい っ た。1972年 に政 府 の 団体登 録 法 の改正 に よ り、 マ レー シア の徳 教 団体 は、 シ ン

ガポ ー ル に拠 点 を もつ南 洋徳教 総 会 を脱 退 し、 同時 に17の 紫系 徳教 会 か らなるマ レー シ

ア徳 教聨 合会 を結成 した。 その少 し前 の1967年 に賛化 閣 を中心 とす るマ レー シ ア徳 教聨

誼会 とい う連合組織 もで きた。 この二つ の組織 は、後 述す る よ うに、 両者 は意見 の相違 に

よ り対 立関係 にあるが、 相互 の交流 は ほ とん ど途絶 える こ とが なか った。 マ レー シア の徳

教 団体 の ほ とん どは、 のち に この両 者の いず れか に加 入す る こ とに なるが、 その 中で は前

者が圧 倒的 な優i勢をもつ 。

マ レー シアで は、紫 系の徳 教会 以外 、 「済」や 「振 」な どの字 で始 ま る名 を持 つ系列 や善

堂系 の 「明系」徳教 会 もあ る。一 方、 マ レー シアや シンガポ ール 以外 の地域 で は、基 本 的

に紫系 の徳教 会 のみ存在 していたが 、後 に この両地域 よ り紫系 以外 の系 列 も伝 播 されて い

くこ とになった。 マ レー シアでは紫系 徳教 会 の数が最 も多 く、紫系 はこれ まで 自 らの正 当

性 を強 調 し、そ して実際優 勢 を保つ ことに成功 して きた。

マ レー シアで徳 教が こう した多 くの系列 を有 してい るのは、 紫系 を基 盤 とす る 「徳 教聨

合会」が、積 極 的 に類 似組織 の包摂 と統合 を行 って きた こ と と関係 してい る。 マ レー シア

徳 教 聨合 会 は、南 洋徳 教 総会 を脱 退 し、独 立 した翌年 の1973年 よ り、組 織 の拡 大、 強化

を目指 して、 自らの門戸 を開 き、 類似 の組 織 の加入 を認 め る よう になっ た。 これ に よ り、

紫系17団 体 以外 の徳教 会 も徳 教聯 合会 に加入 す る ようにな った[李2003:168-169]。80年
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代 以後 、徳教 団体 間の交 流 と親睦が 進 むにつれ 、多数 の徳教 会 の参入 を受 け入れ、 よ り包

括 的 な組織結 成 をめ ざす動 きが一層 加 速 した。1987年 に徳教 聨合 会 は 「マ レー シア徳教聨

合 総会 」と改名 され、 紫系 、済系 、振 系、 善社 の諸組 織 を統合 す る連合組 織 として新 たに

ス ター トした[李2003:168コ 。

一 方、 名前 に明 の字 を もつ 一 部 の善 堂系 の 宗教 結社 は、1967年 に成立 した 「徳 教 聨 誼

会 」に加 入 し、 の ち に徳 教 内 の新 た な系 列 と して の 明系 を形 成 して い った[・9]。そ の他 、

徳教 連合 組織 に未加 入の 善堂 も多い が、 同 じ潮州 起源 の慈 善結社 であ り、か つ類似 の活動

方 針 を もつ こ とか ら、徳教 団体 との 関係が 近 く、相互 の往 来 も緊 密で あ る。

徳教 の 展 開 にみ られ る こ う した類 似 の組 織 の統 合、 収 斂 の背景 には、 団結 に よる共存

とい う原 理が 働 い てい る。例 えば、1987年 に実現 した諸 系列 が徳 教 聯合 総 会 の名 の も と

で連 合す る とい う動 きにつ いて、 当時 の聯合 総 会 の宣 教 主任 を務 め る陳昭 廷(TanChiao

Ting)は 、 多元 社 会 にお け る徳 教 の生 き残 りの必 然 的 な方 向 で あ る と指 摘 した[陳19881

258]。 徳 教 の組織 的連合 と拡大 は、そ の 意味 で、 東南 アジ ア とい う多 元 社会 の状 況 の 中

で生 まれた ロー カル な展 開 とい える。

2-2.徳 教 会 の活 動 とその 参 加 者

徳 教会 の 活動 は、 系列 に よって 特色 が 若干 異 な る。 紫 系 と済系 組 織 で は、扶 鸞 を介 し

た悩 み相 談、 「問病 」の サー ビス、 そ して 「施 医贈薬 」・貧困 者救助 とい った慈 善活 動 を中

心 活動 と して い る([写 真2、3]参 照)。 そ のほか の宗教 活 動 として、扶 鸞で得 られ た占L文

(神の啓 示文)を ま とめ た善書 の発行 や、 「徳徳社 」の諸神仙 の誕 生 日の礼拝 儀礼 、そ して、

:地域 の人 々を対象 に位牌 の保 管 と供 養 とい うサ ー ビス を提 供す る ところが多 く、 そ れが多

くの徳教 会 の収入 源 に もなって いる。振系 と明系組織 は、 前 身が慈善 事業 を行 う善堂 であ

り、 その崇拝 す る主神 は、潮 州地方 で篤 く信仰 されてい る宋大 峰で あ る。扶 鸞 は振系 と明

系 組織 の 活動 の 中心 であ り、 とくに振系 の扶 鸞(占L)は 激 しい トラ ンス状 態 を呈 して い る
ウェンジ ウ ジ

ことか ら、紫 系 と済系 の 「文 占L」と区別 され、 「武 占L」と称 され てい る。

徳教 会 の諸 系列 の 中で、紫系 と済 系 が都 市部 に集 中す るの に対 し、 振系 と明系 、善 堂系

組 織 は、都市 の周辺 部や 農村 、海辺 に点在 す る ように なって いる。そ して、 紫系 と済系 組

織 は、 よ り求 心力 を持つ 各種 の社会 活動 を展 開す るほか、 徳教界 にお い て、 後述 す るよ う

な世界徳 教大 会 を主催す るな ど、 よ り大掛 か りな組織 活動 を行 って いる。
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前 述 した とお り、徳 教 は扶 鸞 とい う「神

道 設 教」の 形 で で きた宗 教組 織 で あ り、

東南 アジア伝播 後 も、扶鸞 を中心 とす る

教 団展 開の伝統 が受 け継が れ て きた。 後

述す る よ うに、 一部 の組織 に扶 鸞の廃 止

とい う変化 がお きてい るが 、 その ほかの

多数 の徳教 会 では、概 ね扶 鸞 を中心活 動

と して お り、 そ して伝 統 的 な扶 鸞結社 と

同 じように神意 にそっ て行 動す るパ ター

ンが み られ る。 しか し、 教 団 の展 開 は、

乱示 に従 う面 があ る一方 、教 団の 人員配

置 や活動 の展 開は 、会 員 の投 票 や世俗 的

な リー ダー シ ップ を とる董事 会(理 事 会)

で決め られ る部 分 も大 きい。各徳 教会 の

組織 構 成 として は、 概 ね乱務 組(扶 鸞 担

当部)、 医薬 組、 宣 教組 、総 務 組、 福 祉

組 、教育組 な どが あ り、 それ ぞれ分担 し

て、各種 の活動 を展 開 してい る。

80年 代 以 後 にみ られ る徳 教 会 の活 動

の大 きな変化 に、各 地 の徳 教組織 が 次第

に、一般 の華 入会館 と同様 に女性 部 、青

年 部 を増 設 し、若 者 の 入会 を 目論 む 一

方で、 幅広 い文化活 動 の展 開 に乗 り出す

よ うに な っ た。 この 変 化 は、70年 代 か

ら80年 代 にか けて の マ レー権 威 主 義 の

匚写真3] 紫 雲閣で、地域 の人々が神への悩み相談 、

「問病」を待って いる様子

強化 と華 人 の教 育、 文化 自助 運 動 の展 開 とい う社会 状況 の 中 でお きた もので あ る。90年

代 の聨 合総会 の活動 方針 の 中に、文化 活動 の展 開や華 文教育 へ の支 援が 重要 な 目標 として

盛 り込 まれ たの は、華 人 コ ミュニ テ ィの 需要 に合 わせ た徳教 会 の積 極 的な コ ミッ トメ ン ト

の姿 勢 と捉 え られ る[馬 来西 亜徳 教聨 合総 会1992(8)]。 その 結果 、教 育、 文化 関連 の活

動が従 来の扶 鸞や 慈善活 動 に次 ぎ、重 要 な活動 と して加 わった こ とで 、徳教 団体 の性 格 が
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よ り包括 的 な もの に変化 し、 それ も結 果 的 に徳教 団体 の影響 力 とそ の支 持層 の拡大 につ な

がった。

徳 教会 の参加 者 につ いてみ てみ る と、紫系 や済 系の徳 教会 で は、そ の リー ダー層 が地元

の有 力 な企業経 営者 、特 に潮州系 商 人か らな るこ とが多 い。 その他 の一 般会 員 と して、 商

店 主や ビ ジネスマ ン、主婦 、定 年者 が多数 を占め、 中年以上 の男性 が多 い のは どこ も共 通

してい る。徳教 会 の会員 た ちは、概 ね扶鸞 で得 られ た神 のメ ッセー ジに魅了 され 、入会 し

て くるの で あ るが、 その 中 で、徳 教 を華 人 の雑 多 な神信 仰 の 中の 一 つ とみ なす 人 もい れ

ば、仏教 や他 の信仰 を同時 に維持 してい る人 も多 数い る。 そ こには徳教 の理論 的枠 組み が

十分 に確 立 してお らず、 自身 のオ リジナ リテ ィが薄 い ことが 反映 され てい る。

徳 教会 で リー ダー層 を占め るの は、概 ね大手企 業や 中小企 業 の経営者 で あ り、彼 らは地

元 の 同郷 会館 、 商業 団体 な どの華 人 ア ソシエ ー シ ョンの要 職 を同時 に兼 任す る こ とが多

く、地域 社 会 に おい て少 なか らぬ社 会 的影響 力 を もつ の が一 般 的で あ る。 こ う した人 々

は、徳教 団体 の教会 施設建 設や 各種活 動の展 開にあた り、多 額の寄 付 を して お り、 そ して

それ に相応 す るポ ス トが与 え られ てい るの で ある。一 方、組 織内 部 にお け る権 力 闘争や そ

れに よる教 団の分裂 が存在 す るの も事 実で あ る。

彼 らが積 極 的 に徳 教会 と関 わ る動 機 は、 まず、霊 験 あ らた か な徳教 会 の神 仙 の力 を信

じ、神 の庇 護 を求め よう とす る ことが あげ られ る[・lo]。それ か ら、現 実 的 に、 徳教 会の役

職 につ くことは、社 会 的威 信 と信頼 の獲得 に意 味あ る ことであ り、 それが 自身 の事 業拡 大

や社 会 上昇 に有 利 に働 くこ とはい う まで もない。 い わば、 商人 た ちに とっ て、 徳教 会 は、

自身 の生 活 や商売 を守 る存 在 であ る と同時 に、彼 らの社会 的名誉 と地位 の獲 得 で きる社 会

活 動 の場 で もあ り、舞 台 で もあ るので ある[組 ユ。 しか し一方 で、彼 らは神 の崇 拝 や現実 的

な利 益 を重視す るが ゆ えに、宣教 を重 要視 しない傾 向が ある。

その他 の一般 参加 者 の徳 教会 参入 の動機 は、概 ね扶 鸞 に魅 か れ、 そ して神 の庇護 を求 め

よ うとす ると ころにあ るが、社 交 の場 や様 々な文化活 動 の機 会 を求 めて、入 会 して くる人

も数少 な くない。 その意 味で、 徳教 会 は宗 教 団体 で あ ると同時 に、華 人 コ ミュニテ ィの公

共 の場 と しての性格 を も備 えてい る。

徳 教会 の 中で、乱文の 整理、解 説、かつ 関連の解 説書 を著 す、い わ ゆる教理建 設 に携 わる

知 識人 も存在 して い る。 そ う した人 々の 中で、現 役 ない しは退職 した華 文学校 の教 師や校

長 が多 数 を占め る。 彼 らは、教 理 の重要性 を認 識 し、かつ宣 教の 必要性 を主 張 してい るが、

教 団全体 の性格 に制 限 され 、宣教 や教 理建設 に大 きな前 進が なか ったのが実状 で あ る[*12]。
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以上 を通 してみ る と、徳 教会 において、 商人 か らなる リー ダー層 が教 団の性 格付 けや活

動 方 針 の形 成 に、大 きな影 響 力 を与 え て きた こ とが分 か る。 一方 、商 人 イデ オロギ ー に

よっ て性 格づ け られて きた徳教 界 では、教 団 の展 開方針 をめ ぐる意 見の相 違が 従来 か ら存

在 し、 また組織 の発展 と ともに 自身 の宗教 イデ オ ロギ ー を確 立 し よう とす る努 力が 以前 よ

りな されて きてい る。次節 で は、 こう した過 程 を取 り上げ、組 織 的変化 と同 時 に進行 す る

イデ オロギ ーの変化 につ いてみ て い きた い。

3.教 団の展 開路線、宗教イデオロギーをめ ぐる論争

マ レー シアで は、 これまで徳教 の組 織的拡 大 と活動 の多様化 が進 行す る傍 らで、教 団 の

展 開路線 をめ ぐる論 争 も行 われ てお り、そ の焦点 は、 いか に徳 教 の宗教 イデ オ ロギ ー を確

立 し、今 後 の展 開方 向 を どこに定め よ うとす るのか とい うと ころにあ る。歴史 的 に関係 の

深 い シ ンガ ポールの徳 教 団体 もこの論 争の 中 に巻 き込 まれ てい る。 その過 程 を概 観す る た

めに、 こ こで は まず 、扶鸞 の是非 をめ ぐる徳 教界 の分裂 、次 に宗教 理論化 に 向か う諸 徳教

団体 の試 み とその 中の い くつ か の方向性 、 さ らにその 過程 で起 こ ってい る 「徳教 が宗教 で

あるか」につ いての論 争 につ い て紹介 したい 。

まず、 扶 鸞 に対す る意見 の相 違 は、1967年 を分水 嶺 に 明確 となっ た。 同年 に扶 鸞 の廃

止 とい う主 旨の占L示が マ レー シアの紫蓬 閣 に降示 され[・13]、それ をめ ぐっ て、徳教 団体 間

で意 見が分 かれ た[・閥。 当時 南洋徳 教総会 に属 す る紫 系 の18の 徳教会 が占L示に従 い、扶 鸞

を一 時停 止 したが、 やが て80年 代 前 後 よ り、 その 多 くが扶 鸞 を再 開 させ る よ うにな った

[Tan正985:28-29,34-35]。 そ の中 で、賛化 閣 を 中心 に結 成 され た徳教 聨誼 会 は、扶 鸞 に反

対 意見 を もち、 同聨 誼 会 は、1971年 に扶 鸞 の廃 止 を経 て、 以来 扶鸞 反対 の路線 を堅持 し

て きた[*15]。

徳 教聨 誼会 は、扶 鸞 を否 定的 に捉 え、 そ の代 わ り、徳 教 の教典 の宣 揚 や教 理の 充実化 、

そ して究極 な目標 と しての徳 教の 近代宗 教化 を訴 えてい る。実 際、 これ まで教 典 の編纂 に

力 を入 れ るほか、 宗教儀 式 を掌 る司教職 を設 ける な ど、宗教 制 度の システ ム化 を図 って き

た[馬 来西 亜 徳教 聨誼 会1990][・16〕。 こ う した見 解 は、徳 教聨 合総 会 のそ れ と全 く異 な る

とこ ろで ある。 後者 の18の 徳 教会 は、一 時 の扶鸞 停 止 を経験 したが 、そ の後 で、 そ の半

分が扶 鸞 を回復 した。 今 日では徳教 聨合 総会 の会員 組織 の多 くは、扶鸞 中心 の従 来の教 団
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展 開路線 を進 めてい る。 この よ うに、 両者 の 間に明確 な意見 の相違 が生 じた ため、相 互 は

相容 れ ない存在 にもな ってい る。マ レー シアの徳 教団体 も、 その 中で扶 鸞支持 派 と否定派

の両 派 に分か れて いっ た。 しか し、現 実 と して、 扶鸞 中心 の教 団モ デルが圧倒 的 に支持 を

得 てい る。扶 鸞派 の徳 教聨合 総会 には、今 日で はす で に103の 組織 が加入 し、 マ レー シア

の徳 教界 の主流 と しての地 位 を築 い て きたの に対 し、徳 教 聨誼 会 に は当初11組 織 が 加入

していた が、現 在9組 織 しか残 って お らず 、徳教 内 の少 数派 に と どまって いる。

扶 鸞の 問題 と関連 して、 近年徳 教 団体 間で は重 要 な課題 とされ てい る教理建 設 に関 して

も、意見 が分 かれ てい る。 ここで上記 の徳教 聨誼 会 と違 って、扶 鸞 を維 持 しなが ら、徳教

の理 論武装 を進 めて い るシ ンガポー ルの徳教 会太和 観 を中心 とす る シ ンガポ ール徳教 聯合

総会 の諸 団体 の活動 を取 り上げ たい 匚・17]。シ ンガポー ルの徳教 会太和 観、済雲 閣 な どで は、

近年 教典読 誦 セ ッシ ョン、 徳教 の基本 教典解 説 の講座 を定例 的 に開催 してい る。マ レー シ

ア、タイの徳教 団体 の参加 を呼 びか ける教理研 修 講座 やイベ ン トもしば しば行 われ てお り、

徳教界 で は理論 武装 の先頭 を走 る徳教 団体 として知 られてい る。 さ らに、神仙 の託宣 に基

づ き、 タイ、 マ レー シアの徳 教 団体 が協 同 して、 太和 観が 主導 を とる 「徳教 聖学 院」とい

う東 南 ア ジア地 域 の徳教 教 理研 修 セ ンター が2004年 に 同徳教 会 に おい て 開設 され た。 こ

の 「聖学 院」は、教理研 究 や、布教 人材 及 び占L掌(扶 鸞 を行 う霊媒)を 育 て るこ とを 目的 と

してお り、徳教 組織 運 営の シス テム化 と知 識化 がそ の究極 の 目標 であ る匚・18コ。 太和 観 を中

心 とす る シンガポー ル徳教 聯合 総会 の諸 団体 は、 扶鸞 に賛成 す る もの の、理 論化 に よる徳

教 の近代 宗教化 を主 張 し、 そ の点 におい ては、 マ レー シアの徳教聨 誼会 と意 見 を同 じくし

てい る とい える。

宗 教理論 化 の推進 に関 して、 マ レー シアのペ ナ ン島 にあ る紫雲 閣 は独 自の展 開路 線 を打

ち出 して い る。 紫雲 閣は1954年 に成 立 した長 い歴 史 を もつ 徳教 会 であ り、 これ まで慈 善

福祉 活動 の展 開で地 元社会 にお い て 自身の 基盤 を築 いて きた。一 方、紫 雲 閣は、上 述 した

1967年 の扶鸞 停止 の流 れの 中で、扶 鸞 を中断 した ため、そ の後参加 者が 減少 の一方 を辿 っ

た。1999年 に新 教会 施設 の建 設 資 金 の募 金が 困難 な状 況 に陥 った ため、 扶鸞 を介 した神

仙 の導 きを得 よう として、 同閣の董 事会 の主 導 に より、30年 ぶ りに扶 鸞 を 回復 した[檳 城

徳教 会紫 雲 閣1998]。 扶鸞 を再 開 して ま もな く、紫 雲閣 は、神 の指示 に従 い、 徳教 の宣揚

とい う使 命 の もとで、扶鸞 を柱 とした理論 武装 と、会 員の修 行 を中心 とす る新 たな教団路

線 を打 ち出 し、独 自の道 を歩み始 め た。そ の中 で独 自の徳教 観 も生 まれ つつ あ った。

2001年 に教 理研 究 セ ンター が設 立 され、過 去 の 教典 の再 出版 や、 現 在 の 乱示 の整 理、
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研 究 、そ れ らに基づ く新 た な教 理書 の編 纂、 会員 の修行 が 同時 に行 われ始 めた[・19]。その

中で多 くの会員 は教理 の学習 に積極 的 に取 り組 む姿 勢 を見 せ始 めた。 こう した動 きは、マ

レー シア の徳教界 にお いて も、 これ までに なかっ た画期 的な展 開 といえ る。前述 したよ う

に、 これ まで徳教 団体 の中 で、会員 の教 理知識 の 向上 を 目指す様 々な努力 が な され て きた

が、大 きな成 果 を得 られず に終わ った のが ほ とん どであ ったが 、紫雲 閣 では扶鸞 が動 員力

とな って、 ひ とまず会員 が本格 的 に教 理 に取 り組 む最初 の一歩 を踏 み出 したの だっ た。

一 方、2000年 に紫雲 閣 で は、徳 教 が宗教 で はな く、道 徳教 育 で あ る とい う占L示が 降示

され、 従来 の認識 に一石 が投 ず られる よ うになっ た。会員 の 問では、神 仙 の乱示 を根拠 と

して、 以 来徳 教 が宗 教 で はな い とい う認識 を徐 々 に受 け入 れ られ る よ うに なっ た。2001

年 に完 成 した 同閣 の新 しい教 会施 設 に 「道徳 教 育会 所」とす る教 団 の名前 が掲 げ られ た こ

とか らは、 そ う した主張 は教 団の イデ オロギ ー ともなっ てい るこ とが分 か る。

徳 教 が宗教 で はない との認識 は、 それ以 前か ら一部 の徳教 関係 者 によ って主張 され てい

る。そ の理 由は、徳 教が五 教 の教 義 の一致性 を強調 し、かつ 等 しく崇拝 してい るが 、独 自

の教 派 を創 立 して いな いか らであ る。 加 えて、徳 教 は迷信要 素 を排 除 し、道徳 倫理 の教化

を教 義 の中核 と してい るので、 迷信 的 な宗教 団体 と峻 別 され るべ きだ、 とい うこ とも強調

され てい る[馬 来西 亜徳教聨 合 総会1988:13-14;1992(8)]。

近 年済 陽 閣や タイの紫 真 閣 な どの徳教 会 に も同 じよ うな徳教 の非 宗教 説 の占L示が 下 さ

れ、一 部の徳教 関係 者 はその 中で認識 を改 めて い るが 、従来 か ら宗 教 であ る と主張 してい

る言説 が依然存 在 し、徳教 界 は これ をめ ぐって、 さらに二分 されてい る。例 えば、紫 雲 閣

を始め とす る一部 の徳 教 団体 の主張 に対 して、扶 鸞 に否 定的 な意見 をもつ賛化 閣 を申心 と

す る徳 教聨 誼会 や、教 理建 設 を強 調す るシ ンガポー ルの徳 教 会太和 観 な どの徳教 団体 は、

徳教 の宗教 説 を堅持 してお り、 またマ レーシ ア徳教 聨合 総会 の会員 組織 の 中で特 に地 域社

会 に基盤 をお く小規模 な徳 教会 も従来 の認識 を維持 してい る。

ここで、紫雲 閣 の主張 を整理す る と、 まず 、徳教 の理 論 レベ ルの向上 を 目指 す点 にお い

て、同 閣は上記 の徳教 聨誼 会及 び シ ンガ ポールの徳 教会 太和観 と一 致 してい るが、 その両

者 と違 うの は、 紫雲 閣 は扶 鸞 を柱 に、教 理 の整備 と修行 を進 め よう と主張 してい る ところ

であ る。 これ と関連 して、 紫雲 閣 は自 らの正 当性 、非迷 信性 を主張 す るため に、 自身 を宗

教 とい う枠 組 みか ら解 放 しよう とす る動 きを見せ てい る。 しか し、 そ こで問題 も起 こって

いる。 とい うの は、扶 鸞が 牽引 力 に なる一方 、 その 限界 も徐 々 に現 れ始 め たか らで あ る。

神 の乱 示 に基づ く教 理 建設 、会 員 の修行 が1999年 に始 ま って以 来現 在 に至 り、 占L示の正
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否 や その解 釈 をめ ぐって、会 員 の問 にお け る意 見の 相違 が ます ます 目立つ ように なっ た。

その結,果、 意見 の対立 に よ り、 内部 の権力 闘争 が加 速 し、 事態 は リー ダー層 や乱務 組(扶

鸞 担 当部)の 一部 の メ ンバ ーが 教 団 を脱退 し、他 の徳教 会へ と流 れ るこ と まで に発展 し、

扶 鸞 に導 か れる教 団展 開の不確 定性 が露 わ になって きた。加 えて、紫雲 閣で 行 われてい る

ラデ ィカル な試み に対 して、他 の徳教 団体 か ら不 審 の声や疑 念 も少 なか らず よせ られ てい

る[*20]。現段 階で は将 来の行 方が か な り不透 明 の状 況 にあるが 、 当分 は今 後 の展 開 を待 つ

しか ない。

4.ト ランスナ ショナルな展 開と 「中原 回帰」

上記 の徳教 団体 間で行 われ てい る教 団路 線 の論 争が 続 く一 方で 、新 た な徳教 組織 も次 々

と誕生 し、徳教 の教 勢が 拡大 の 方 向 に進 んだ。1990年 代 以後 、徳 教 会 の活動 が よ り多 角

化 し、特 に紫系 と済 系組織 は、 大掛 か りな慈善 、社会 活動 を展 開す る ことで、地域 社会 に

おい て高い知 名度 を獲得 してい る。 その貢 献が 認め られ、 地方政 府 に表彰 され た徳 教 団体

も数少 な くな い。 国内 の組織 的活 性化 につ れ て、海 外 の徳教 団体 との交流 も拡 大 し始 め、

その過程 におい て、 トラ ンスナ シ ョナ ルな連携 が強 ま る動 きが み られる。例 えば、毎年 各

徳 教会 の 成立 記念 で ある 「閣慶」行事 や重 要 なセ レモ ニーの 開催 時、 国外 か らの徳 教 団体

の参加 や交流 が多 くみ られ る ようにな った ほか、教会 施設 の改築 、建 設 に際 して、各 国の

徳 教組 織 間の相 互支援 、各 種 の活動 の共 同 開催 もます ます増 え る ように なった[・21]。その

過程 にお いて、 マ レー シア とタイ、 シ ンガポ ール の徳 教 団体 の協 力 に よる徳 教 の海外布教

が進 め られ てい る。そ の中 で、 中国 に徳教 を復 帰 させ るこ とが と くに注 目す べ き現 象 とな

る。本 節 では、徳教 の教 団展 開 の葛 藤 の只 中に起 こ りつ つあ る、 トラ ンスナ シ ョナ ルな組

織展 開 とその現象 に 目を向 け、違 う角 度 よ り徳 教 の展 開を見極 め たい。

国境 を超 え た徳教 組織 間の交 流 は、80年 代 以後 活 発化 してい る。1989年 よ り全 世界 の

徳 教 信徒 が集 合 して、扶 鸞 を行 う 「徳教 環球 大会 鸞 」、1992年 よ り各 国徳教 組織 間の親 睦

を図 る 「世 界徳 教敦 誼 圓融大 会」が、 そ れぞ れ定期 開催 され るよ うにな った。 こう した大

会の 具体 的な状 況 につい て は、 例 えば、1996年 にシ ンガポ ールの 済雲 閣で 開催 された 第3

回 「徳 教環 球大 会 鸞」で は、 各 国の徳 教 団体 の活動 紹介 、扶 鸞 につ いて の座談 会、 徳教 団

体 の直面 す る問題 や今後 の徳教展 開の方 向性 につ い てのセ ッシ ョンが それぞ れ設 け られ、
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各国 の徳教 関係者 に よるス ピーチ と総合 討論が行 われた。 そ して、各 国の徳教 団体 が一堂

に集 まっ て行 う 「大会鸞 」で は、次 回の 「徳 教環 球大会 鸞」の開催 地、各 国徳教 団体 の協力

関係 の構 築 や徳 教 の海外 布 教、 中国へ の布 教 な ど につい て、 諸神 仙 の指 示が 降 示 され た

[星洲 徳教 済雲 閣1996]。 普段 バ ラバ ラ に活 動 を行 う各 国 の徳教 団体 は、 この よ うな機会

を通 して、 徳教 の発展 をめ ぐる議 論や 意見 交換 、扶 鸞 につ いて の切磋 琢磨 が で きるほ か、

ともに徳教 の一 員で あ る とい う共通 認識 が育 つ こ と も確 か で あろ う。 一 方、2001年 よ り、

この 二つ の交 流 大会 は一緒 に開催 され る よ うにな っ た。 最 近 で は2004年8月 にマ レー シ

ァの ジ ョホ ール州 の紫 鸞閣 の主催 で、 第6回 「徳 教環球 大会 鸞」と第5回 「徳教敦 誼 圓融大

会 」が 一緒 に開催 され、 世界 各 国の徳教 関係者 総勢3千 人が 出席 したその盛 会 ぶ りが、地

元 の新 聞 に大 き く取 り上 げ られて いた[星 洲 日報2004.8.6.]。

この よ うな徳 教 の国 際交流 大会 を通 じて、各 国、 地域 間 の徳教 団体 の交 流が促 進 され、

その 中で各 国徳 教 団体 の共 同推 進 に よ る徳 教 の海外伝 播 も加 速 して い る。 そ の伝 播先 は、

オー ス トラリア、 アメ リカ、 中 国、 イ ン ドネシア な ど広 範 に 及 ぶ もので あ る[馬 来西 亜

徳 教聨 合 総 会2003141]。 中で 、特 に興 味 深 い の は、1996年 よ り 「中原尋 源 工作 」とい う

中原(中 国 の通称)に 帰 って 自分 のル ー ツを捜 し求 める企 画が 実施 され始 めた。 この 企画

は、「中原尋 源 」とい う主 旨の もとで、徳 教 の発 祥地 へ の巡礼 、徳 教 の ルー ツ を捜 し求め

る こと、 そ して、 中国 に徳教 を復 帰 させ るこ とを内容 として い る。徳 教 の中 国回帰 とい う

主 旨 の乱示 は、 そ れ以 前 か ら しば しば降示 され、1998年 に神 に指名 され た各 国 の徳教 関

係者 か らなる 「十 三縁 子」とい う実 施委 員会 が正式 に成立 し、 中国各 地 にお け る徳 教組 織

創設 の主 な推進役 とな った。マ レー シアの済 陽閣 とタイの紫真 閣 はその 中で中心 的 な役 割

を果 た し、 これ まです でに 中国各 地 に十 以上 の徳教 会 を創立 して きた[徳 教尋 源 中心委 員

会2001:108-129][・22〕 。一 方、徳教 の ルー ッの探 求 につい ては、 「中原尋 源工作 」に携 わっ

て い る徳教 関係 者 は、神 の占L示を手 が か りに、1997年 に徳教 の 起源 と される南 昌に ある

「紫 陽宮 」の遺 跡 を発 見 した。 同遺 跡 は、 道教 系神 仙 の 呂祖 の 修 道 の地 で あ るこ とか ら、

徳教 は呂祖 に よって創設 され、江 西省 の南 昌か ら広 東省 潮 陽 に流伝 した と措 定 され る[徳

教尋 源 中心 委員 会2001:26-27]。 近年、 マ レー シア各 地 の徳教 団体 の主催す る徳教 「尋 源」

の ツ アーが相 次 ぎ、例 えば、 プ ル リス 州の 紫陽 閣 は、2005年 に南 昌 まで の36人 の尋 源 ツ

ァー を企画 した[玻 州徳 教会 紫 陽閣2006]。

以上 、徳 教 の トラ ンスナ シ ョナル な連携 の構 築 とそ の 中で 進 め られ てい る海 外布 教 や

ル ー ツ探 しの動 きを取 り上 げたが 、そ の一連 のプ ロセス は、近 年の グローバ ル化 の進展 と

鑠 博 ン瀞 シ・ナ冊 ず纖 281



282

連動 して いる展 開 といえ る。 各 国の徳教組 織 間の連携 の強化 とネ ッ トワークの拡 大 は、徳

教の拡 張傾 向 を意 味す る ものであ り、昨今 の トラ ンスナ シ ョナ リズ ムの波 に押 され た宗 教

の脱 国家化 現象 を表 してい る。徳教 団体 の発行 す る刊 行物 や世界 徳教 大会 にお ける各 国の

徳教 関係者 の発言 の 中で、 しば しば 「五教 一致 」とい う徳教 教義 の 中にあ る普遍性 や、 「世

界大 同」との理 念 を取 り上 げ、徳教 が違 う国 、地域 の人 々 をつ なげ る紐 帯 であ る こ とを主

張 してい る。そ こで徳教 の トラ ンスナ シ ョナ ル性 が一 つ のブ ラ ン ドに さえな ってい るこ と

が浮 かび上 が った。

しか し一 方で 、そ の中で逆 に華 人伝 統 文化 の再認 識、 共有が促 されて いる こ ともみ られ

る。徳教 の交 流大会 では、徳教 の普 遍的価 値観 と同時 に、 現代社 会 にお ける徳教 の根底 に

あ る伝 統 倫理 観 の有 用性 や、伝 統 文化 の 重要 性 も常 に 強調 されて い る。 つ ま り、徳 教 が

普遍性 を もつ一方 、そ の根 底 に華 人伝 統 文化 があ る ことが意識 され てい る。 そ こか らみ る

と、徳 教 の性格 にあ る 「徳 の普遍 性」の 強調 には、 あ くまで も華 人 の伝 統 的価 値観 が根 底

にあ り、 そ こか ら普 遍性 が成 り立 って いる、 とい う構 造が み えて くる。い わば、徳 教 の基

盤 に華 人の伝 統文化 が あ り、 それ は教 義成 立 の前提 なの であ る。 そ の意味 で、徳教 の交 流

大 会 にお け る 「徳 の掲 揚 」の 呼び か けは、徳 教 の もつ伝 統的 華人性 格 や華 人文 化 の意義 を

再 確認 す るこ とに もなるの であ る。徳教 の トラ ンスナ シ ョナ ルな拡大 は、 こ う した宗教 と

文化 、エ スニ シテ ィが 絡み合 う華 人の文化 ネ ッ トワー クの成立 を もた ら し、そ こで徳教 の

「華 人性 」が 改 めて 意識 され 、強 調 され てい る こ とは明確 で あ ろ う。 さ らに い えば、東 南

ア ジア各 国の徳教 団体 が熱心 に相 互の連携 を強化 しよう とす る動 きの背景 に、宗 教 を媒 介

と して、東 南 ア ジア各 国の 華人文 化交流 の場 を設 け、 そ こで華 人 の文化 を維持 し、広 め よ

うとす る こ とも 目的 と して挙 げ られ よ う[*23]。

で は、徳教 の トラ ンスナ シ ョナル な拡 大現 象 とその海外 布教 は、 これ までの徳 教展 開の

文脈 の 中 にお いて どの よ うに捉 え られ るの か。 これ まで述 べ て きた とお り、 徳教 は商 人

階層 を中心 に組織 の拡大 化 を実現 して きたが 、理論基 礎 が薄 いため 、将来 の発展 方 向が定

ま らないの が徳教 団体 の抱 える最 大の 問題 で あ る。前 節 で挙 げた教 団の展 開方針 をめ ぐる

論争 は、 そ の 問題 に対処 す る様 々 な志 向性 を示 してい る。 国境 を超 えた交 流 と連携 の強

化 は、ほ ぼ同時 に進行 して いる現 象 と して、 上記 の論争 と同 じように、 自身の位 置づ けが

は っ き りしない こ とによ る不安 や不確 定性 の裏 返 しと捉 え られ る。 トラ ンスナ シ ョナルな

拡大 は、 新興 宗 教 の成熟 した段 階 に おけ る必 然 的 な展 開 と して よ く見 られ る現 象 で あ る

が、徳教 の場 合 は、そ うした文脈 があ る ことが否 めない 一方 で、組織 の拡大 と連携 の強化
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を通 して、 自身の足 場 を固め よう とす るこ と もその背 景 にあ る と考 え られ る。

一 方、 「中原 回帰 」の動 きは、組織 的拡 大 に従 い、 自身の 歴史 を もう一 回確 認 しよ う と

い う 「自分探 し」の過程 と理 解 で き よう。 この企 画 に関 わ ってい る紫 雲 閣の 閣長Z氏 の話

に よる と、徳教 の組織 的発 展 と拡大 の過程 の 中で、教 団 の さらなる深化 の 問題 に直面す る

とき、各 国 の徳 教 中堅者 が徳教 の起 源 を探 り、 原点 に立 ち返 るこ とに よって、将 来の展 望

を開 こ うとす る志 向が あ り、 かつ神 仙 の指 示が あ る上 で 「中 原尋 源工作 」が始 め られ た と

い う。 そ こか ら、 中国 におけ る 自身 の起源 を確 認す る ことに よって、 自己 の存 在 に正 当な

根 拠 を与 え、 そ してそ れに基 づ き、 今後 の更 なる展 開 を進 め よ うとす る徳教 団体 の もつ 姿

勢 が窺 え よう。 さ らにい え ば、 「五教 一 致 」とい う表 向 きの看板 を掲 げる一 方、 徳教 はあ

くまで も華人 の宗教伝 統 と価値観 に立脚 して いる こ とが改 めて 明確 になっ た。

5.イ デオロギーの変化 と理論建設

上で述べ た とお り、徳教 の組織 的展 開 の過 程 に、教 団の イデ オロギ ーや今後 の発展 方 向

をめ ぐる様 々な葛藤 や言説 が、 同時並 行す る形 で存 在す るこ とが分 か る。そ の中 で理 論 の

重視 に向か う一 部 の徳 教 団体 の行 動 が、注 目すべ き現象 と して浮上 して きた。

これ まで、 徳教 は 「五 教 同宗 」(五教 同 源)を 自身の イデ オロギ ー と して きた。 その 理 由

は、各 教 の教義 が、道 徳性 の高揚 を基本 と して いる点 におい て徳教 と共通 して い るか らで

あ る。 そ のた め、徳 教 の教 典 以外 、儒 ・仏 ・道 ・耶 ・回 の五教 の教 典 も参 考す べ き もの

だ とされ た。 しか し、実際 五教の信 仰 は形 として の もの にす ぎず、徳 教 の理論 の空洞化 は

否 めな い事 実 であ る。 徳教 関係者 か らは、徳 教教理 の 中身が乏 しい との意 見 は よ く聞 くも

の であ り、そ して、本 来徳教 の宣 教職 を務 めて いた人が 途 中、 仏教 の教義 に魅 かれ、 仏教

会 に参入 して いった とい うケー スが ある ことか ら、 その 一端が 窺 える。理 論基礎 が弱 いほ

か、 マ レー シアの徳 教 に多 様 な系 列が 存在 し、 そ して地 域差 もあ るた め、 諸徳 教 団体 に

とって、 共通 の認識 や同一 歩調 を得 る ことが 難 しいの は大 きな問題 となる。各種 の活 動 を

積極 的 に展 開 し、かつ 布教 に力 を入 れてい る徳 教会 もあれ ば、 扶鸞 だ けに熱中 し、教 理 を

重視 しない徳教会 もあ り、教 理や教 団の展 開路 線 をめ ぐって、 コンセ ンサ スが ないの は教

団 の発 展 の大 きな障害 となる。

一方、 こ うした教理 や制 度 な どの問題 と関 連す る種 々の論争 や試 みが、教 団 の組織 的拡
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大 とと もに、 これ まで 白熱 化す る様相 をみ せて きた。 それ らを整 理す る と、 まず扶 鸞 に関

して肯定 派 と否 定派 があ り、そ して、 理論化 の方 途、 さらに徳 教が 宗教 であ るか どうか に

つ いて の論争 が相次 いだ。 こう した意 見の相 違 は、徳教 の組織 展 開の非均 衡性 とそ の理論

体系 の非 統一 性 と表 裏 一体 の もの で あ るが、 そ れ らのぶ つ か りあ い は、徳 教 の イデ オロ

ギ ー上 の変化 を促 し、新 たな変 革 を産出 させて いる こ とは確 かで あ ろう。 また、前 節で取

り上げ た ように、 トランスナ シ ョナ ルな拡 大志 向 も将 来 に向か う試み の一環 と位置 づ け ら

れ る。そ の過程 にみ られ る華人 の伝 統 的価値 観 の強調 や、徳教 の原 点 を探 る動 きは、教 団

性格 の確 立 につ なが る積極 要素 と理解 で きる。

こ う した動 きの 中で注 目すべ き変化 は、 理論建 設の重 要性 が近年 諸徳教 団体 間 で よ り必

要視 される よ うに なった こ とであ る。 とい うの は、教 団の展 開路線 をめ ぐって、徳 教聨 誼

会 や シ ンガポール の徳教会 太和 観が 主張す るよ うな近代 宗教 化の路 線、 も しくは、 紫雲 閣

が進 め る扶 鸞 に基づ く修行 の路線 の いずれ も、理 論 レベル の上昇 を 目指 す点 におい て共通

してい る。一方 、扶 鸞や慈 善活動 だ けに重 点 をお く、 とい う従来 のス タイル を維 持 しよ う

とする徳 教団体 も多 数あ るが、 理論 強化 を中心 とす るイデ オ ロギ ーの変 化が 、す でに生 じ

つ つあ る ことは確 かであ る。

その裏 に、社 会 の発展 や教 団の組織 的拡 大 に応 じ、 理論 レベ ルが必然 的 に問わ れる よ う

にな った状況 があ る。加 えて、 近年仏 教 団体や様 々な新 規慈 善 団体 が 台頭 し、宗教 団体 間

が 競争 す る局面 が生 まれて い る。 例 えば 、ペ ナ ン島で は影響 力 の大 きい宗 教 団体 として、

慈 済 と檀香 寺 とい う二 つの新 興仏 教 団体 が、 それ ぞ れ1位 と2位 に数 え られ る。 この二 つ

の教団 に、多 くの 華人知 識人層 が入 信が して いる ほか、華 人系 の一般 市民 のボ ラ ンテ ィア

参 加 も盛 んで ある[・24コ。そ の中 で、徳 教会 が 自身 の理 論 レベ ル を高 め、 競争力 を強め る こ

とで、 人 々の支持 を取 り付 け なけれ ば な らない状 況 に迫 られて い るとい える。 こ うした外

部 環境 の変化 とと もに、 会員 の教育 レベ ルの上 昇 も手 伝 って、商 人階層 を中心 とする徳教

会 の会 員 は、 従来 の慈善 活動 だ けに とど まらず 、宗教 理論 につ いて知 ろ う とす る姿勢が 明

確 に示 され る ように なった。

おわ りに

近代中国の宗教的流れの中で誕生した宗教結社の多くは、今日では伝統的な宗教理念や
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活動 の枠 組 み を引継 ぎなが らも、新 しい 時代 に対 応 した教 団の有 り様 を探 ろ うとす る姿勢

を共通 して もって いる。扶 鸞結社 の場 合 、香 港 で は 「道壇 」、 台湾 では 「鸞 堂」と称 され て

い る ものは、扶 鸞 や伝 統 倫理 の 「宣講 」以外 、学 校経 営 や各種 講座 の 開催 とい った現 代社

会 に見合 う形 の慈 善社会 事業 を推進 して お り、伝 統 に立脚 しなが ら、 時代 に積 極 的に適応

しよう とす る姿勢 をみ せ てい る[志 賀1999,2001]。 そ の中で、 現代社 会 にお け る伝 統文化

の媒介 として、か つ民衆 の素朴 な信仰 心 に支 え られ てい る こう した宗教 結社 の生 き様 が み

えて くるの であ る。

しか し、東 南 ア ジア とい う中 国文 化 の土壌 の浅 い地 域 で は、 華 人教 派 の伝 承 に 関 して

は、様 々 な問題が生 じてい る。 マ レー シアで は、中 国 よ り伝承 されて きた民 間教派 の ほ と

ん どに、本系 との 断絶 に よる師承、修 行制 度の破綻 、 人材 の断層 が起 こっ てい る。 そ こで

多 くの教 派 は、他 の民 間教 派 との融 合 や新 た な宗 教要 素 を取 り込む こ とに よって、 自身

の生 き残 りの道 を探 っ てい る[王2006a,2006b]。 そ の中で 、既 成 宗教 に歩み 寄 る動 きも起

こ って いる。 例 えば、青蓮 教系 の一 支派 であ る帰根 道 が仏教 総会 に加入 し、仏 教 と自認 し

た。そ して、 金英教 が道教 聨合 組織 に加 入 し、道教 と名乗 った[王2006a]。 真 空教 、紅卍

字 会 な どの教 派 は、 従来 の教 団制度 を維持 して いるが 、師承 断絶 や人材不 足 のた め、いず

れ も教 勢が伸 び悩 ん でい る状 況 に ある[蘇2004a]。 そ の中 で、唯 一一 貫道 が台湾 にお け る

一 貫道 の活動 方針 を参考 に し
、教 化体 制 の シス テム化 を推進 した ほか、儒 教倫 理の 「宣講」

や中華 道徳文化 の復 興 をセー ルスポ イ ン トとし、 近代 的 な宗教 教 団 に脱皮 す る ことに成功

してい る[*25]。

多 くの伝統 的華 人教派 に対 し、本稿 で取 り上 げた徳教 は、移 民社 会 の状 況 に即 応 した教

団的展 開 を繰 り広 げ、教勢 を広 げ る ことに成功 した点 にお いて対照 的 であ る とい える。徳

教 に完全 な る宗教伝 承制 度が な く、 それ は逆 に伝統 の負 担が少 ない とい うことを も意 味 し

てい る。徳教 団体 は これ まで、 扶鸞 や各種 の世俗 的サ ー ビスを提供 す るこ とで人 々のニ ー

ズ に密 着 し、 組織 的拡大 を実現 して きた。 この ようにみ る と、徳教 は伝統 的 な鸞堂組 織 の

善 と乱 の結合 の枠組 み を継承 しつつ 、そ の上組織性 を獲i得した形 で成長 して きた もの と捉

え られ る。 しか し、 この ような特徴 を持つ 徳教会 は、厳 格 な意味 でい う宗 教教 団 と一 般 の

華 人相 互扶 助 組織 との 中 間 に位 置 す る よ うな世俗 志 向 の強 い教 団 イデ オ ロギー を形成 さ

せ 、一般 の華 人教派 の軌 道か ら逸脱す る もの となっ た。

徳教 の こう した展 開 は、東南 ア ジア にお け る中国宗教 の現 地化 の特 別 な一パ ター ンとい

え、そ の独 自の道 の りの形 成 に、華 人社 会 の特殊 な社 会的 ・宗 教 的環境、 そ してそ の中心
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的 な担 い層で ある商 人階層 の性格 が大 き く関わ ってい る もの とい える。 マ レーシ アに華人

伝統 文化 の土壌 が薄 く、全体 的 に華人 の宗教 的 ・文化 的知識 レベ ルが低 い ことに加 え、華

人社会 に濃 厚 な重 商 主義 とい う風 潮が あ った。そ の中 で、徳教 は、 潮州系 商 人の現実 的 な

需要 と結 びつ く形 で 、発展 を遂 げて きたが 、 しか し、宗教 の外 見 だけが もた らされ、 そ の

中 身は ロー カル社 会 の状況 の中 で新 たに構築 されて きた もの とい える。 それ は、商 人階層

が、全 体 の社 会環 境 や知識 的制約 の 中で、 自身 の生 活 ス タイル に見合 う形 で宗教 信仰 を再

構 築 し、 その結 果、今 日の特 殊 な教 団形 態 を有す る徳教 が生 まれ た とい うことであ る。

一 方、 教 団の組 織 的展 開 と ともに、 これ まで イデ オ ロギー上 の変 化 も起 こ りつつ あ る。

近年 徐 々 に浮 か び上が って きた理 論 重視 の 方 向 は、 商 人階 層 の上 昇志 向 を表 す展 開 で あ

り、教 団 の性 格 の転換 につ なが る重要 な フ ァクター となる。 しか し、徳教 団体 間で は、教

団 の展 開路 線 に関す る コ ンセ ンサスが得 られてお らず、現 在 のバ ラバ ラの状況 か ら考 える

と、世 俗志 向か ら宗教 理論化 へ の転換 に はまだ遠 い道 の りが待 ってい る とい え よう。

最後 に、徳教 の これ までの教 団的展 開や変化 の過 程 を通 して、 その 中心 的 な担 い手 で あ

る商 人階層 の信仰 や生 き方 の様相 もみ えて きた。上 記 を通 して、 明 らか に なったの は、潮

州系 を中心 とす る商 人た ちに とって、徳 教会へ の参 加 は、根本 的 に彼 らの生活 ス タイル そ

の もので あ り、徳 教 とそ の現 象 も、そ の意 味で特定 の華 人階層 が いか に 自己 の生活、 信仰

を営 むの かの表 れで ある とい えよ う。

これ まで、人 々 は扶 鸞 を介 して、生活 の指針 をえた り、 また神 の教 えを通 して、道 徳 的

規範 を共有 す るこ とで、商業 上 の人脈 を固 めた りして いた。 しか し、社会 の変容 や企 業 の

近代 化 の進 展 に伴 い、 以前 は現実 色 を濃 くもって いた信 仰 が、 現在 で は商 人 階層 に とっ

て、 よ り生 と死 の問題 に 関わ る精神 的 な もの と しての意 味 を増 してい る。 そ れは、教 理知

識 に対 す る理解 を深 め、徳教 に本 来の意 味 での宗教 的 な もの を求 め よう とす る人 々の姿勢

か ら、 そ の変化 が読 み取 れ るの であ る。 一方 、生活 面 におい て も、 人 々に とっての徳 教会

の意義 は依 然大 きい。徳 教 団体 で拡 充 され てい る文 化社 会活動 は、社 会生 活 の一環 として

今後 も必要不 可欠 だ し、従来 の慈 善事業 は、社 会奉 仕や社 会 的信用 の獲得 とい う意味 か ら

して、 そ の意義 は今後 も変 わ らないで あ ろう。 この ように、徳 教 の展 開 とそ の変 容 は、華

人商 人層 の信 仰 や生活 戦略 と深 く関 わる ものであ り、 そ こに徳 教 の意義 とそ の存 在理 由が

あ るこ とは論 をまた ないで あろ う。

[こ ううん ・北 陸大学 講師]
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本稿 は2003年 よ り2006年 までマ レー シア とシ ンガポー ルで行 わ れた現 地調 査 の成果 の

一 部で ある。一 部の調 査 の実 施 に関 しては、 『平成18年 度科学研 究費 若手研 究B課 題 番号:

18720246』 に よる研 究助 成 を受 けて 実現 した もので ある。記 して感謝 を申 し上げ る。

本稿 は構 想 の段 階 にお いてマ レー シァの道教 学者 王深発 博士 、台湾 中央研 究 院の道教 学

者.李豊楙 教 授 に貴 重 な教示 をい ただ い た。 なお、 完 成 の段 階 では、 大 阪大 学 の中 川敏 先

生、栗 本英 世先生 、北 陸大学 の笠 原祥一 郎先生 か ら貴重 な意見 と有益 な コメ ン トをい ただ

い た。 ここに記 して謝 意 を表 した い。

また、マ レーシ アと シンガポー ルで の調査 に際 して は、 徳教 団体 の方 々に多大 な協力 と

温 か い励 ま しを頂 いた。 合 わせて感 謝 を申 し上 げた い。

[注]
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扶鸞のや り方は、 まず柳の枝で作 った 「占L筆」(託宣を書 く筆)を 一人か二人で支え もつ。経典やお祈 りを読 み

捧げ、神霊が招 きよせ られると、「占L筆」が人の意志 と関係 な く砂 を敷 いた盤 の上 に漢字や詩、時には絵 を描

き出す。託宣 は、漢詩の形式 をとるのが最 も多い。扶鸞 は、宗教を介 した高度な漢字文化の表現 とい え、それ

は占いの手段だけでな く、扶鸞 を介 して得た数 々の神 の教 えが 「善書」として まとめ られ、広範な地域や階層

に流布することによって、道徳教化の役割 を果た した。

民 間宗教の中で道光庚子年(1840)に 「庚子之劫」とい う末劫が到来するとい う言い伝 えがある。清末の扶鸞結
フ ェイア ルア ンチ ァンジ ャォ

社運動 は、 こう した末劫の観念と結 びつ き、庚子年 を関帝(関 羽)に よる 「飛 鸞 闡 教 」(扶鸞によって教えを

説 く)の 年 とみ なす信仰 と結びついていた ものと指摘 されてい る[王2000:216]。 扶鸞結社のブームは、近代
ジダ ンイ ンチ ェ ン

中国の著名な知識人梁啓超(LiangQichao)に よって 「占L壇盈城」(扶占Lを行 う結社 は町の至 る所にある)と 形容

されたほ どであった 匚範 ・王1996:261]。

扶鸞結社が 強い儒教 イデ オロギーを もつこ とが しば しば指摘 されている。19世 紀に、中国各地で扶 鸞を行 う

鸞堂が多数作 られ、その主な担 い手で ある地域社会の士紳文 人は、扶鸞で得 られた乱諭の 「宣 講」(公開説教)

を通 して、庶民向けに儒教倫理の教化 を実施 していた。鸞堂 とこう した宣講 との結合が、各地の鸞堂に広 くみ

られ、清末の扶鸞結社 運動 の重要な現象 となった[武 内1990;範1996=156-158;範 ・王1996:272-273;李1999=

187-192ユ。扶鸞結社の もつ こうした濃い儒教色 とその活動は、儒教の民間化、宗教化 とみなされると指摘され

てい る[鄭1986:283-306;王1996:187、216;王1997:51-71;李1999:238-264]。 台湾では、戦後鸞堂が 自身の儒

教色を全面的に押 し出 し、「儒宗神教」と自称す るようになった[王1996:199;王1997:51-53]。

善堂、善社 は、社会救 済活動 と儒教倫理 の宣講を主な活動内容 とす る民間慈善結社である。清 の時代に宣講制

度の普及 に伴い、南北各地で地域の士紳 文入の推進 によって善社が多数設立 された[李1999:189]。 清 末民 国

初期の扶鸞結社設立の風潮 の中で、社会救済 を本命 とす る善堂、善社 も扶鸞 を行い、鸞堂 と結合す る傾向を見

せ始めた[範1996:105,106]。
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振系、明系の徳教組織については稿 を改めることに したい。

徳教会の祭壇に中央 に関帝、右 に呂祖が祭 られてい るのは一般的であ り、左 にそれぞれの徳教会 を創 設 したと

される、「主壇師尊」が置かれている。

1920年 から1921年 にか けて雲南省 の紹豫壇な どの壇で扶鸞に よって降筆 された 『洞冥宝記』の中で、関帝が来

る末劫か ら人々を救 うこ とを 目指 し、第十八代 目の玉皇大帝 に任命 された という。 これは民 問宗教 の中で広

く伝 えられている 「関帝 当玉皇」説(関 帝が天 の最高裁である玉皇 になる説)の 由来である[王2000=214-215]。

そのため、鸞堂では関帝が主神 として崇拝されてい る。なお、 『洞冥宝記』は同善社の重要な経典 であ るほか、

徳教 会の経典 の一つ ともされている。 また、鸞堂の発祥 に関 しては、19世 紀 末期、 四川 をはじめ とす る全国

各地の善書に、 関帝、呂祖、文 昌帝君が、扶鸞 を用いて、天に代わって徳 を広め、人々に行善 を勧めることで

末劫 を回避 しようという 「三相代天宣化」説 も広 く流布 されている 匚李1999=153;範1996:117-ll8]。 これらは

総合 して19世 紀末以来民間宗教の中で広 く流行する救劫論 とい う。

陳立健は南洋徳教総会の現会長である。陳氏 の話 しに よると、氏 と同 じく潮州地方出身の馬貴徳、李懐徳、鄭

長豪(ZhengChanghao)の 四人が、マラヤ地域の徳教会創設の主な推進役であった。特 に後期において陳氏は、

シ ンガポール、マ レー シアの徳教界で大 きな影響力を もつリー ダーである。

マ レーシアでは善堂、善社 と称す る華人の慈善結社 は、ほとんど潮州地方の宋大峰信仰を中心 に、結成された

ものであ り、その主 な担い手も潮州人である。活動内容は、貧困者救助 といった慈善活動以外、扶鸞を行 うと

ころも多い[蘇2004b]。 中で も、明月善社 を皮切 りに、連鎖的 に創設 されて いった明の字 をもつ一連の善社

は、徳教に最も近寄 る傾向を見せている。

徳教関係者の間で、病気や現実的 な難関が徳教会の神の庇護のおかげで乗 り越 えられた、とい うのがよ く聞く

逸話である。こうした神 の保護 を願 うことが、商人たちの継続的な寄付の現実的な動機 といえる。

徳教団体は、慈善活動に熱心 に取 り組む宗教慈善団体 として、地元政府 との関係 も緊密 である。そのため、徳

教団体の要職につ くと、政府関係者 を始め、広い社会的人脈 をもつ ことができる。これまで徳教会での活動が

評価 され、州のスル タンか らDato'の称号を授 与 された り、 または華人 団体 の要職 につ いたりす る人が多数い

たのは、そうした社会関係 と無縁ではないことが容易 に想像で きる。

1988年 に徳教聨合 総会が創設30年 以上の歴 史の中で、初めて総会の主催の もとで、全 国各地の徳教会 におい

て、一連の 「徳理講座 」(徳教教理講座〉を開催 し、本格的 な宣教活動 を展 開 し始 めた 匚馬来西亜徳教聨合総会

1988]。 その後、宣教 のための基本経典で ある 「徳教宝 鑑」の編纂計画や 匚馬来西亜 徳教聨合総会2003(8)]、

各種の宣教活動が進め られたが、いず れも大 きな効果があげ られなかった。

徳教関係者の話 によると、紫蓬閣が重要な事項がある とき、神仙の占L示が降示される ところ として よく選ば

れ、そこから神仙の指示が他の徳教 団体 に伝達されてい くことになっている。

扶鸞停止の原因については、「精誠推展、人事善謀」とい う乱示が示 す ように、扶鸞 に絡 む人為的要素の存在

や、扶鸞の不正利用が大 きな原因だ とされている。 そ して、紫系18の 徳教 会が、今後会員 の力 によって、教

団活動を展 開してい くべ きとされている[安 順徳教会紫蓬閣1985:144-145]。 しかし、扶鸞の廃止 をめ ぐって、

異存 を唱える人 も少な くない。その中で扶鸞 を続けるために、旧来の教 団を離れ、新 たに教団を創 立す るケー

ス もある[Tan1985=29,34-35]。

徳教聨誼会では、1971年 に扶鸞 の廃止 という主 旨の占L示が 降示 され たが、それ をめ ぐって、一部反対意見を

もつ団体 は、徳教聨 誼会 を脱退 し、扶鸞 を再開 した[Tanl985:45-46]。

筆者は2006年8月26日 にペナ ン州 に本部 をもつ徳教聨誼会において、 同会の会 長陳振盛(TanChinSeng)、 総

務許慶栄(KohKengWing)に インタビュー し、両氏か ら徳教聨誼会の現状やその理念 について話を聞いた。
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シンガポール徳教聯合総会 は、南洋徳教総会 と並列す るシンガポールの徳教連合組織である。現在徳教会太和

観 を始め、6つ の会員組織を有 している。筆者 は2006年9月3日 にシンガポー ルの徳教会済雲閣でシ ンガポー

ル徳教聯合総会会長の李錦祥(LeeKimSiang)に インタビュー した。氏 は英文教育 を受けた華人 として、現役

の弁護士 でありなが ら、 シンガポールの徳教会太和観、済雲閣、済霞閣の閣長 を兼任 してい る。

李氏 の話 による。なお、 『徳訊』2004年 第34期 に 「徳教聖学院」の設立についての紹介が ある[馬 来西亜徳教聨

合総会2004:35-36]。

紫雲閣で は、2004年 に扶鸞再開後の占L示をまとめた 『道徳彙録』とい う修行 の手引 きが出版 された。この本は、

紫雲閣オリジナルの最新の徳教教典 として、国内の徳教団体やタイ、 シンガポールの徳教団体 まで広 く配布 さ

れている。 なお、筆者 は、2003年 よ り2006年 まで断続 的に紫雲閣の活動 に参加 し、多数の会員にインタビュー

した。

筆者 は、他 の徳教 団体 の関係者 か らは、紫雲 閣へ の肯定 と懐疑 の両方 の意見を耳に した。 その中で、紫雲 閣

は、無我夢中になっている との意見が多い。

筆者 は2003年12月6日 、7日 にペ ラ州の振雲 閣の新教会施設完成セ レモニーに参加 した。このセ レモニーに国

内 よりペラ州やペナ ン州、クァラルンプール、サバ州 の徳教団体の ほか、 タイの徳教会 も祝 いに駆 けつけた。

式典終了後に各徳教 団体が一堂 に集 まって、 「大会鸞」(同時に扶鸞 を行 う)を 行い、翌 日に祝賀の宴会 が開か

れた。 なお、振雲 閣は、その新教会施設の建設にあた り、全 国各地の徳教会 やタイの徳教会 からの寄付金 を受

けている。

徳教 関係者の話によると、中国では民間宗教への取 り締 まり政策が依然厳 しいため、ほ とんどの組織 は水面下

ない し公然 と活動 を展 開で きない状況 にある。 しか し、各国の徳教関係者はその ような状況 の中で も後退す る

ことな く、徳教の中国復帰に一貫 して臨んできた。

台湾の文化 院 とい う扶鸞 を行 う道教 団体 も、1991年 よ り東南ア ジアの徳教 団体 と交流 を行 い始めた。近年

で は、世界徳教 大会鸞 などの大会に積極 的に参加す るほか、神 仙の託宣 に基 づ き、2001年 に同文化院内 に

徳教会 紫雄 閣を設立 した。 これ らについ ては 「高雄市 文化 院與 東南亜 華人 的徳 教」(h杖p:〃web.my8(Lnet/tao/

07generalnewsdata/2002-05/taokaoanddeLhtm)を 参照 した。

慈済 につ いて は、ペナ ンでの聞 き取 り調査 による。檀香寺 につ いては、2006年8月 に同道場 を訪問 した際 に

行った関係 の信者へ のインタビューによる。檀香寺の活動については、[檀香 基金会2002]を 参照。

2006年3月 に行った クア ラルンプールの一貫道発一崇徳組での聞 き取 り調査 による。なお、一貫道のマ レーシ

アにおける展開や現在の活動につ いては、[馬 来西亜一貫道総会2003]が 詳 しい。
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周辺世界 にお ける農民 と廃品 回収業

東インドネシア、西ティモールの事例

森田良成

序一 周辺世界と廃品

本稿 で は、東 イ ン ドネ シアの地 方都 市 にお ける、後 背地 か らの出稼 ぎ農民 の廃 品回収労

働 を事 例 に、い わゆ る周辺世界 におけ る現 代 の貧 困 につ いて考察 す る[・1ユ。

われわ れが生 きる今 日の世界 の特徴 のひ とつ と して、人 、モ ノ、情報 の フ ローの これ ま

で に ない加 速化 ・過 剰化 を挙 げ る こ とが で きる。 さ らに、 あ る商 品が生 産 され、消 費 さ

れ、再 利用 され る まで のプ ロセス の複 雑 さ と、 この一 連 のプ ロセスが 関係す る範 囲の広 さ

にお いて も、今 日の状況 は これ までなか った ものだ とい える。 ただ し、 商品 の フロー は決

して世界 に一様 に広 が るので はな く、 場所 に よって は過剰 あるい は不足 をもた ら し、 また

それ ら商 品 と人 々の出会 いの あ り方 も多様 であ る。 グローバ リゼ ー シ ョンが進 行 し、中央

と周 辺 とい う区別が 意味 を なさな くな るよ うな現象 が見 られ る一方 で、 中央 と周辺 との格

差 や不平 等が よ り進行 す る事態 も起 こって い る。

本稿 では、す で に他 の誰 か に よって消費 され たあ との商品 の残滓 としての廃 品 と、周 辺

世界 にお い てそれ を扱 うこ とで現 金収 入 を得 る人 々の労働 と生 活 に注 目す る。

いわ ゆ る周辺 世界 にお け る廃 品の存在 につ いて は、今 日において研 究 テーマ として一定

の関心 が 向 け られ てい る(た とえば[IICA国 際協力 総合 研 修所2004]、[風 間1996]、[湖

中2006])。 廃 品が 誰 に よって いか に扱 わ れる か とい う場 面 に は、 南北 格 差お よび国 内 に

おけ る中心 と周 辺 との格差 、富 の偏在 と不平 等 といっ た資本主 義の は らむ問題 な どが 、露

骨 な形で 表れ る。先進 国 におい ては、 高度 な技 術 と制度 を必要 とす る リサ イ クルの理念 が

高費 用 をか けて追求 されて い る。 一方途 上 国にお いて は、廃 品の価値 が相対 的 に高い こ と

か ら、廃 品 回収 は ビジ ネス として成 り立ち、 多 くの人 び とが それ に よっ て生活 を支 えてい

る。 また途上 国の一 部 にお け る環 境 は、都市 中流層 を中心 と した人 々の生 活ス タイ ルの変

化 に対 して、そ こか ら排 出 され る廃 棄物 を処 理す る シス テムが 追いつ かず 、急速 に悪化 し
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てい る。先 進国 か ら途 上国へ の廃 品の不 法投 棄の事 例 な どは、 南北 間の力 関係 を生 々 し く

反映 してい る[IICA国 際協力 総合研 修所2004]。

都市 にお いて 日々排 出 される廃 品 を集 め るこ とで収入 を得 て生活 を成 り立たせ てい るの

は、先 進 国にお いて はホー ム レス であ った り、途上 国 におい てはス ラムや ス クウ ォ ッター

地区 で生活 す る都市 下 層民 た ちであ っ た りす る。彼 らの廃 品回収 労働 は、 モ ノの生 産 ・流

通 において重 視 され る生 産性 ・効率性 とい った近代 資本主 義的 な価 値 とは程 遠 い、個 々の

単純労 働力 に依存 した きわ めて集約 的 な形 を とる。彼 らの仕 事 は、場合 に よっては公権 力

に よる規制 の対象 に なるが、 む しろ よ り多 くの場 面 では、貧 困層 に対す る都市 住民 の最低

限の温情 あ るい は無関心 に よって放 置 ・黙認 され てい る。都 市 の吹 き溜 ま りにお いて、 い

うな らば先 進国/途 上国 の格差 を越 えた弱者 の生 存知 の一致 をみ る こ とがで きる。

周辺 世 界 にお け る廃 品 の存在 に注 目す る こ との意義 につ いて、風 間は、 「先住 民 」と括

られ た人 び とが しば しば ま とわ される、 環境 と調 和 の取 れた素朴 な生活 を送 る人 々 とい う

ステ レオ タイプ を相対化 しうる点 を挙 げてい る[風 聞1996:45]。 村 人 た ちが、元 は調理 油

が入 ってい た使 い古 したポ リタ ンクを提 げて水汲 み に行 くと、水場 の回 りには合成 洗剤 の

小 袋が 散乱 して いる。彼 らの家 の 中で は、廃材 を利用 した こまご ま とした 日用 品が用 い ら

れ、家 の外観 とは不釣合 い に大 きな中古 のス ピー カーが鎮座 してい た りす る。 こ う した光

景 は、 先進 国 におい て理 想 とされ る リサ イ クルの手 本 には必ず しもな りえず、彼 らの所 得

の低 さと商 品へ のア クセス の限界 、そ して何 よ りもわれ われ と同様 に経済 的豊 か さをまず

追い 求め る彼 らの嗜好 と価値 観 を雄弁 に物語 る。先 進 国の人 び とや 、途上 国の富 裕層 ・中

間層 が周辺 世界 に投 影 す る 「先住 民」イメー ジ は、 当人 た ちの多 くが経済 的 に裕福 にな る

ことを望み 、住 む場所 の発展 と開発 を望 む意 識 と生 活 に一致す る もので はない。

周辺 農村 の人 び とは、現在 の生 活 を維 持 し、あ るい は よ り豊 か な生活 を実現 す るため に

現 金 を必要 とす る とき、 しば しば近接 の都 市 に出 て きて 、都 市 下層 の雑 多 で零細 な種 々の

職業 に就 くこ とにな る。 これ らの職 業 は イ ンフ ォー マル ・セ ク ター の労働 と総称 され る。

イ ンフ ォーマ ル ・セ ク ター につ いての従 来の 議論 は、 あ りあ わせの 資源 と方法 を組み合 わ

せ 、不 安 定 な生活 をその都 度切 り抜 けて い く都 市 下層 民 の仕事 ぶ り と生活 を 「器用 仕事 」

と評 し、彼 らの生存 戦 略 と創意 を強調 す る に留 まる傾 向が あ った[・2]。農 民 た ちが 、所 与

の条件 の範 囲内 で と もか くも生活 を維持 してい るこ とを指摘す る点 にお いて、本稿 もそれ

らの 先行研 究 と同類 の もの で ある。 た だ しこ こで は、彼 らの労働 と生 活 に 「器 用仕 事」の

語感 が もつ巧 み さや活発 さ を見 出す よ りも、組 み 合 わせの 多少 の無 理や 「不器 用 さ」を強
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引 に補 って しまう耐 久力、 受動性 、変 化 の乏 しさに よ り注 目す る。

周辺 農村 の生 活 にお いて、貨 幣が果 たす役 割 は近年 ます ます 増大 して い る。外 部 に由来

す る商 品 を手 に入れ るため だ けで な く、 既 存 の価値 と秩 序 を維 持 してい くた め に も、 現

金収 入 の存 在 が欠 かせ ない もの となって いる。そ の意味 にお いて、 人 々の生活 はた しか に

資本 主義 経済 に組 み込 まれ、現 に農民 た ちは都 市 の下層 労働力 と しての役 割 を果た してい

る。 しか し彼 らはそ うであ りなが ら、 資本主 義のハ ビ トゥス[ブ ルデ ュー1993]を 身体 化

させ るこ とな く、 依然 として 自給 農民 らしい体力 と耐 久力 を頼 りに生 活 を続 ける 「永 遠の

田舎 者」であ り続 けてい る。

本 稿 が示 す のは、 中央 と地方 との様 々 な要 素が接 す る、東 イ ン ドネ シアの地 方中核都 市

にお いて、 グ ローバ ル な資 本主 義経 済 と丘 陵地農村 にお け る半 自給 経済 の対 立 と矛盾 が、

出稼 ぎ農民 の消極 的な耐久力 によ って調 停 され、接 続 され る事 例で あ る。 大量生 産 された

商 品が消 費 された あ とに残 っ た廃 品の存 在 を通 して、周 辺 に生 きる人び との現在 を描 き出

したい。

L農 民と廃品回収

1-1.調 査 地 西 テ ィモ ー ル につ い て

テ ィモ ー ル島 は、小 ス ンダ列 島最大 の 島 であ る。 島の 東半 分 と西 側北 部 に あ る飛 び地

は、 東 テ ィモ ール共和 国 と して現在 独立 国 とな ってい る。 西 テ ィモ ール はイ ン ドネ シア領

で あ り、大小566の 島 々か らなるNTT州(NusaTenggaraTimur州)に 属 し、 州全 体 の面積

の3割 を占め る。 テ ィモ ール につ いて は、長 く厳 しい乾季 と、 開始 時期 の予測 が 困難 な短

い雨季 、起 伏 の激 しい複雑 な地形 、中央 市場 との距 離 といっ た開発 を妨 げる多 くの問題 が

1950年 代 か ら指 摘 され続 けてい る[Ormelingl956]。

民 族 と言 語のバ リエ ー シ ョンに富ん だ東 テ ィモ ール とは異 な り、西 テ ィモー ルの大部 分

に暮 らす の は、 ダワ ン語 を話す メ ト(あ るいは 「ア トニ」)の人々 であ る[*3]。ただ し、テ ィ

モ ール 島西 端 に位 置す る州都 で ある クパ ンにおい ては、州 の政 治、経 済、教 育 の中枢 とし

て様 々 な出 自の 人 々が 集 ま り、混 血 も進 み、都 市 の規模 のわ りに きわめて多 様 な民族構成

を もつ[*4]。
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クパ ンは、民族構 成 が多様 で ある こ とと、 キ リス ト教 が盛 んであ る こ とを除 いて特記 す

べ き事 柄 の見 当た らない、 イ ン ドネ シアにお け る辺 鄙 な一地方都 市 か も しれ ない。 しか し

町の 東 に後 背地 として広が る丘 陵地農村 との関係 におい て、 クパ ンはほ とん ど別世界 であ

る。 電気、 水道網 が整 備 されてお り、丘 陵地 帯 にある農村 に比べ れ ばは るか に平 坦 な土地

に は舗 装道 路 が刻 まれ、 そ こ を圧 倒 的 な量 のバ イ クや 自動 車が 行 き来 す る。 さ らにそ こ

でや り取 りされ る貨 幣 の量 と商 品の豊富 さ とい い、「山の 人々」の多 くに とっ て クパ ンは、

リアル に想 像で きる最 大 限の都 市 世界 であ る。

た だ し一 地方都 市 としての クパ ンには、特 に 目立 った 産業 もな く、そ れほ ど大量 の廃 品

が排 出 されるわ けで はない。 途上 国 におけ る廃 品 回収 の事 例 とい った場 合 、 よ り想像 しや

すい のは、 良識 的な メデ ィアが しば しば取 り上げ る ような、 アジ アの大都市 か ら排 出 され

る ゴ ミの 山の風景 と、 そ う した劣 悪 な環境 の 中で有価 物 を拾 い集め る人 々のた くま しくも

悲惨 な姿 であ ろ う。 ここで取 り上 げ る事例 には、 そ う したい うな らば見 た 目の迫 力や苛 烈

さといっ た もの はな い。 クパ ンにおけ る廃 品回収 に、他 の地域 と比べ て何 か際 立 った特 徴

があ る とい うわけで もない。

廃 品 回収 ビ ジネス は、 そ の中心 におい て は大 きな 資本 と設備 、高 い技術 を必要 とす る。

そ の裾 野 は広 く、 い くつ もの 地方 都 市 に まで至 るネ ッ トワー クを もつ。 工業 都市 ス ラバ

ヤ を基 点 とす るイ ン ドネ シア全土 に広 が るネ ッ トワー クの、 末端 のひ とつ に位 置す るのが

テ ィモー ルで ある とい うにす ぎない。

町 で廃 品回収 業 に就 くの は、 クパ ンの後背 地の うち で も特 定の地 域か ら出 て きた 農民 た

ち であ る。 幼 い少年 な らば ゴ ミ捨 て場 を漁 った り、窃盗 まが いの行 為 に よっ て廃 品 を集 め

る。 一定 の元手 を都合 で きる年長 の若 者や父 親世代 の者 は、家 々をめ ぐり歩 き、廃 品 を買

い取 って 集め る。島 に散 らば った廃 品は彼 らの手 で ま とまった量 まで集 め られ、 コ ンテ ナ

に詰 め られて海 路で ス ラバ ヤ に送 られてい く。

1-2.「 貧 困 」 と 山 の 人 々

こ こで、本稿 にお ける 「貧困 」が どの ような意 味 であ るのか を明確 に して お かね ばな ら

な い。

メ ア リー ・ダグラス とバ ロ ン ・イ シ ャウ ッ ドは、 貧 困が人 び との所 有物 の客 観 的欠 乏 と

して、 あ るい は、 羨望 や剥 奪感 とい った主観 的 感情 として扱 われ が ちで あるが 、「ところ
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が 、明 らか に貧 しく、 しか も、 奪 われ て い る とい う意 識 を 明 らか に持 た ない人 た ちが い

る」と指摘 した。 そ の上 で 、「貧 困 の正 しい尺 度 は所 有 で は な く社 会 との係 わ りで あ り、

したが って また、貧 しい入 々が食 べ るに十分 な もの を持 って いるか どうか に問題 を絞 る前

に、彼 らと近代 社 会 とのつ なが りに注意 しな ければ な らない」と して い る[ダ グラス、 イ

シャウ ッ ド1984[1979];11-13]。

また社会 学者 の見 田 も、貧 困 とい う概 念 は単 に人 び とが金銭 をもた ない こと 自体 を問題

にす るので は ない と してい る。貧 困 とは、金銭 を必要 とす る生活 の形 式の 中で、 金銭 を も

た ない ことであ る。つ ま り、 貨幣 か らの疎 外 の以前 に、貨 幣へ の疎外 があ り、 この二重 の

疎 外 が貧 困の概念 であ る[見 田1996:104-108)。

貧 困 の研 究は、 「社 会 との係 わ り」に焦 点 をあ てる もの で なけ れば な らず、本 来 的 に複

数の地 点か らの視 点 を持 つ研 究で なけれ ばな らない。 金銭 を必要 とす る世界 との 関係 性 に

お いて、あ る場所 が周辺 世界 として浮か び上が り、貧 困が 立 ち現 れ て くるのであ る。

世界 との関係性 は、時代 と ともに変化 す る。 山 の人 々の生活 を記 述す る に際 して 「周 辺

世界」や 「貧 困」とい った言葉 を用 いる意 図 は、社 会 との 関係 性 にお いて以下 の3点 に整理

で きる。

第一 に、 東 イ ン ドネシ ア地域 におけ る低 開発 問題 を前提 とした価値判 断 であ る。西 テ ィ

モ ール は、 国連 お よび各 国の援助 機 関、 国際NGOと 現地NGOに よ り低 開発 の貧 困地域 と

して位 置づ け られ、大小 の 開発 プロ ジェ ク トが現在 も進行 中で ある。

第二 に、 町 におい て、都市 住民 が 山の人 び とに向け るま なざ しで ある。現 金収 入 を求 め

て都 市 下層労 働 に従事 す る彼 らの姿 は、 貧 しくか つ 「プ リ ミテ ィブ」な異 文化 を生 きる人

び と として映 る。粗 末 な身 な り、 嗜好 品であ る ビンロ ウジ を噛 みなが ら所 か まわず吐 き出

す赤 いつ ば、 まるで遊 んで い るか の ような仕事 ぶ り、雇用 者 との意思疎 通が しば しば う ま

くいか ない こと、収入 が わず かで あ りなが ら賭 け事 や飲酒 にす ぐに使 って しまう ことな ど

が言 わ れ、「彼 らは愚 かだ」とい う直接 的 な評価 が 聞か れ もす る。 一方 で 「彼 らは純粋 だ」

な どの 汚れ な き先住 民 神話 も語 られ るが、 都市 にお け る労 働 力 と して の彼 らの 評価 は低

く、 時 には 「生得 的 に」都 市 的 なビジ ネス には向か ない人 び とだ と語 られ る。

第三 に は、農 民 た ち 自身 によ る評価 で あ る。 農 村部 にお いて も、 「自分 た ち は貧 しい 」

とい う自己呈示が 、村 長 な ど援 助 の獲得 と実施 に関 わる立場 の者 に よって外 部 に向けて な

され る。外 部 か らの 「彼 らは貧 しい」とい う評価 は、彼 らに とって不 名誉 な こ とで あ ろ う

が、 一方 で 「彼 らは決 して貧 し くな い」とい う評価 は援助 獲得 の 文脈 にお いて彼 らの思惑
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と利 害に反 して しまう。 また村 の 内部 において も、親 族か ら教員 や警官 とい った公 務員 を

輩 出 した り、 雑貨屋 経営 が軌道 に乗 る な どして 、 よ り多 くの現金 を持つ 者が 出現 してい る

のが現在 の村 の状況 で ある。

1-3.ア ナ ・ボ ト ル

クパ ンにお け る廃 品回収 業 は、基本 的 に次の よ うな仕 組み にな ってい る。

ジ ャワ人 のボ ス([bos])が 、 出稼 ぎ農民 をアナ([ana]あ るい は[anabua]。 文 字通 りに

は 「子 」の意味)と して使 う匚・5]。ボ スは アナ に、廃 品の買 い取 りの ための 資金 を貸 し付 け、

道具(廃 品 を運 ぶた め の手押 し車 、 買取 りの 際 に廃 品 を計 量す るた めの携 帯用 の秤)、 町

にお け る一 応の住 み場 所 を無 償 で提 供す る。 回収す る廃 品は、各 種 の瓶 と、鉄、 ア ル ミニ

ウ ム、銅 とい った金属 類、古 バ ッテ リー、 プラス テ ィックな どであ る。 ボスは集 まった廃

品 を海路 でス ラバ ヤ に送 る。 スラバ ヤ には仲 介 業者 が お り、何 人 か の仲 介業 者 を経 て廃

品 は再 生工 場 に納め られ る。現 在 クパ ンにお いて廃 品 回収 業 を営 むボ スは20名 ほ どい る。

その 人数 と買い取 る廃 品の種類 は、 町 の消 費経 済が活 発 にな るに したが って 近年増 えて い

る。 各 ボスの 問で は、 資金提 供、 廃 品の交換(瓶 と金 属 の

[写 真1]廃 品回収兼行商 のス タイル

交換)と い った関係 も見 られ る。 そ れぞ れの ボス に、 だ い

た い15人 ほ どのアナが 属 してい る。

廃 品 回収 の アナ は、 「アナ ・ボ トル」([anabotol]、 文字

通 りに は 「ボ トルの子 」)と 呼 ばれ る。 す べ て男 で 、年 齢

の幅 は広 く、村 の小 学校 を 中退 したlo代 半 ばの少 年 か ら、

村 に妻 子 を残 した40代 の者 まで いる。 少年 たち はふつ う、

1年 を通 して あ ま り村 に帰 らない。父 親 た ちだ と、 町 での

1回 の滞 在 は長 くて も2-3ヶ 月 ほ どで、 稼 い だ現 金 と町 で

購 入 した 日用 品 を村 に持 ち帰 り、同 じく らいの期 間 を村 で

過 ごして また町 に出る、 とい うサ イクル を繰 り返す 。 父親

た ちは、 主食 であ る トウモ ロコシ を育 てて家 族の食 料 を確

保 する ための農作 業 、お よび主 に乾季 に集 中す る各種 の祭

礼 にお いて、果 たすべ き役割 と責任 が あ り、 それ に合 わせ

て村 と町 とを行 き来す る。 また、 アナ ・ボ トルの うち一定
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額 の現 金 を都 合で きた者 は、 玩具、 ア クセサ リー、 その他 日用 品な どの雑多 で安価 な商 品

を仕入 れ て押 し車 の外側 に吊る し、 廃品 回収 と行商 を兼 ねて歩 く。 しば しば行商 に よる収

入 は、廃 晶回収 に よる収 入 をは るか に上 回 る。

収 入 は、個 人 によ って、 また 日に よ って ば らつ きが あ る。 玩 具行 商 をか ね てい る者 だ

と、 扱 う商 品 の量 に よって は1日 の売 上 が100,000[・6]ル ピア を越 す こ と も しば しば ある。

この場 合 の純 利益 は50,000ル ピア ほ ど にな る。 う ま くいけ ば、2週 間ほ どで400,000か ら

500,000ル ピア を貯 金 す る ことが で きる。一 方、 少年 と若 者 た ちの多 くは、廃 品 回収 のみ

を行 い、1日 に少 ない場合 で1,000ル ピア、 ふつ う10,000ル ピア前後 を稼 ぐ。

2.ア ナ ・ボ トル の 仕 事

2-1.労 働 力 の 「浪 費 」

ア ナ ・ボ トルの廃 品 回収労働 の大 きな特徴 は、労働 力の 「浪費 」と仕事 の 「非効率 さ」で

あ る。

アナ ・ボ トルの一 部 は、人 数が増 えす ぎた町 の 中で の廃 品回収 に見 切 りをつ け、若 者 た

ちを中心 に しば しば10人 ほ どで 集 ま り、 流 しの トラ ック運 転手 に話 をつ けて荷 台 に押 し

車 を載 せ、 市外 へ と出て行 く。 クパ ンか ら日帰 りで行 け る範 囲 に は、一 定 の規 模 の町 と

集落 が点在 す る。彼 らのそ の 日の 目的地 はい つ も、 出発 の ぎ りぎ りまで なかな か決 ま らな

い。 希望者 がそ れぞ れ、 あ ま り根 拠 も無 い ま まい

くつ か の候 補地 を挙 げて い く。雑 談 に話 が流 れた

りす るうち に、 やが て 目的地 はなん とな く決 まっ

てい く。 この過 程 で、行 く先や運 転手へ の支 払い

金 額で話 が折 り合 わな くなっ た者 が、 荷台 に既 に

載 せ た荷 車 を下 ろ しにか か る。 逆 に同行す るつ も

りで、 トラ ックの後 ろ につい て押 し車 を載せ る順

番 を待 って いた者 が、 出発 直前 に なって運転 手 に

もう載 せ られな いか ら と断 られ る。

[写真2]仕 事の風景
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[事例1]

6人 が トラ ックで 目的地 に到 着 した。 遠 出 をす る か らとい って 出発 時 間 を早 め な

か ったの で、 す で に 日中で もっ と も暑 い 時 間帯 に入 りか け て い る。 閑散 とした集 落

が 、 いっ そ う静 ま りか えって い る。 トラ ックか ら押 し車 を下 ろす と、1台 は タイ ヤが

パ ンク して いた。

PMは 「は じめ て の道 だか ら、 どこ を通れ ば いい のか 見 当が つか な い」と言 い、 見

渡 す限 り人 の気配 の まった くな い山道 を、押 し車 を押 しなが ら2時 間近 く歩 い た。ST

は、買取 りのた めに持参 したわずか な元手 が早 々 と尽 きて しまい、住 人か ら声 をかけ

られ て も応 じようが なか っ た。ITは 、住 人が 空 き瓶 を1本 持 っ て来 たの を、「た った

1本 だ けだ なんて、 ばか ら しくて」とい う理 由か ら、「その瓶 はボ スが買 い取 って くれ

ないん だ」と嘘 をつ いて 断っ た。

YMは 、古 い 機械 部 品 を買 わ ない か と声 をか け られ た。 しか し、そ れ な りの量 が

あっ たので、持 ち主 は買取 り値 は重 さを きちん と量 った上 で決 めたい と主張 し、携 帯

用 の秤 を クパ ンか ら持 っ てこ なか ったYMは 結局 断 られ た。別 の者 は、庭 先 に古バ ッ

テ リーが い くつか 積 まれ てい た の を見 て、 持 ち 主 に買 い 取 りた い と声 をか け たが 、

「ジ ャワ人 がバ イ クで買 い取 りに来 るか ら売 れ ない。 彼 の方 がい い値段 で買 って くれ

る」と断 られ た。

[事例2]

トラックで昼 前 に 目的地 に到着 した。 ま もな く雨が 降 り出 した。 雨季 の最 中であ る

この 日、 雨 はそ れか ら夜 にか けて、 断続 的 に降 り続 いた。8人 のア ナ ・ボ トルは、雨

の合 間にわず か に移動 す る こ としか で きず 、 ほ とん どの 時 間 を雨宿 りしてす ご した。

夕方 近 くに な り、 ようや く天気が 落 ち着い た。 一行 は、集 落 を貫 く1本 道 を、 わず か

な 間隔 を開 けた だけ で連 れ立 っ て歩 き続 けた。 この 日はす でに皆成 果 を諦 め てい て、

迎 えに来 る約束 の トラ ックが早 く戻 って くるの を心待 ちに しなが ら歩 くのだが 、 なか

な か現れ ない。 日が暮 れか けた ころ、 分か れ道 に差 し掛 か った。 トラ ックが どち らか

ら来 るか わか らない ので、 これ以 上進 む こ とがで きない。

日が す っか り沈 ん だ。 一行 は現 地 で 一夜 を明か す こ とにす る。 近 くの家 に、 一夜

軒先 を借 りた い 旨を告 げ る。み なで 出 し合 った金 を持 って、1人 が夕食 の ため の米 を

買 って くる。調理 を始 めた こ ろに、や っ と トラ ックがや って くる。 軒先 で座 ってい た
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者 が声 を張 り上 げて トラ ックを止め る。 アナた ち は文句 を言 い なが ら も、押 し車の車

輪 を外 し、 トラックの荷 台 に積 み上 げて載 せて い く。 そ う してい る うちに雨 が降 り出

す 。前 の座席 には運転 手 を入れ て ぎ りぎ り4人 まで しか乗 れ ないの で、 あ との者 は荷

台 でず ぶぬれ に なって凍 え なが ら、2時 間あ ま りか けて クパ ンまで帰 った[・7]。

遠方 まで廃 品 回収 に出て行 くの は若者 が中心 であ るが、 それ で も廃 品回収 の経験 は浅 く

て1年 以上 、長 い者 で5年 近 く積 んで い る者 たちで あ る。毎 日の ように繰 り返 され る こ う

した光 景 を、彼 らが単 に 「不慣 れ だか ら」とい って説 明す るの はむず か しい。

一 方、 キ ャ リア をす で に20年 近 く積 ん でい る男 た ちの多 くは、押 し車 に商 品 を吊 る し

て行商 を兼 ねてい る。彼 らは行 商 に よる収 入が 見込 め るこ とと、 押 し車 が商 品で か さばる

ことか ら、 トラ ックを使 って遠 征 に出 るこ とは まれ で、市 内 を歩 き回って稼 ぐ。遠 征 に出

て は交 通費分 す ら稼 げず に帰 って くる若者 た ちに対 し、彼 らの評価 は冷 やや かで ある。 し

か し彼 らの仕 事ぶ りに も、非効 率 的 と しかい い ようのない 面が見 られ る。

[事例3]

この 日IAは 、 昼前 に仕事 か ら帰 って きた。彼 と して は、 夕方 まで仕事 をす るつ も

りだ った。 しか し朝 の うち にあっ さ りと大 量の空 き瓶 が手 に入 って しまった ため、押

し車 が重 くて身動 きが取 れ な くなっ て しま った。 そ れで 行商 をあ き らめて 帰 って き

た。 押 し車 は空 き瓶 でい っぱ いに なって いるが、 それ を買 い取 った ときの出費 を差 し

引 くと、IAが 得 られ る利 益 は よ くて15,000ル ピア程 度 であ る。 行商 を1日 続 けてい れ

ば、3倍 程 度 の利益 を得 られ ただ ろう。

また、廃 品回収 のみ の者 も、行商 を兼 ね る

者 た ち も、 町 にお いて と くに縄 張 りを決 め る

ような ことは しない し、その 日他 の同業 者が

どこに向か ったの か を必 ず しも把握 してい な

い。 よ って、 同 じ1本 の 道 を、 同 じ 日に少 し

時間 をず ら した だけで、 何人 もの アナ ・ボ ト

ルが通 る こ とに なる。

[写 真3]1日 の仕事 か ら戻った ところ
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2-2.偶 然 の ゲ ー ム

ア ナ ・ボ トル の労働 は、非効 率 的、非 合理 的 ともい える労働 力 の 「浪費 」を特 徴 と して

い る。 「今 日手 に入 らな けれ ば、明 日手 に入 る。 明 日がだ めな ら、 そ の次の 日に手 に入 る。

毎 日儲 か るなん てそ んな こ とが あ るか?」 と彼 らは語 る。 この語 りその もり は、 われ われ

に とって も聞 きなれ た ものか もしれ ない。 しか し、廃 品回収 労働 にお いて、 労働 の成果 に

対す る彼 らの態 度が あ ま りに淡 白で あ るこ とは、 われ われ に とって驚 きで ある。

ブ ルデ ュー は、1960年 前 後 のア ル ジェ リア社 会 の下 層 プロ レ タリアー トを事 例 に して、

前 資本 主義 的 な農民 が資 本主 義 のハ ビ トゥス を身 に付 け るう えで欠 けて い るの は、 「未 来

に関す るあ る特 定 の性向 」で あ る と述 べ て いる[ブ ルデ ュー1993=19]。 未来 に属す る事柄

を神 の賜物 と考 える人々 に とって、世 界 とは、働 きか け、征 服す る対象 にはな りえない 。

[事例4]

FM(若 い アナ ・ボ トル。玩具行 商 は してい ない。)

「明 日は、B(地 名)に 行 こ う と思 う。 ど うせ また、 ク レタ(押 し車)を トラ ック に積

んで、 人 を集 め て、 向 こ う に着 くころ に は も う1時 を 回 って た りす る ん だぜ。 そ れ

じ ゃあ(廃 品 を)探 す 時 間 もな い し、 雨 に降 られで も した ら も う どう に もな らな い

(笑)。」

FMは 自身た ちの仕 事 を こう分 析 す るのだ が、 か とい って前 日の うち に一緒 にい く

面 子 を集 め た り》 現 地で の十 分 な時 間を確 保 す るた め に朝 の 出発 時 刻 を早 め た りと

いった こ とは しない 。そ の 日の行 く先 と面子 は、 毎朝 道の脇 に座 っ て関係の な い雑 談

に多 くの 時 間を割 きなが ら、結 局 はたい した根拠 もな く、 あてず っ ぽ うに決 まってい

く。 この翌 日、FMは や は りいつ もどお りの時 問 に、 前夜 に私 に言 って いたの とは違

う場所 へ と出か けて行 った。

[事例5]

TT(元 小 学校 教 師。 現在 は引退 し、村 にセ メ ン トの壁 と トタ ン屋 根 の大 きな家 を

構 え る)

「ここの 人間 は、少 し カネが あっ た らペ ス タ(結 婚 な どの 人生儀 礼 や、 先祖 の墓 を作

り直 す な どの共 同作業 に付 随 して行 われ る祝 宴。 米、 肉、酒 な どを用意 して集 まった
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者 た ちで食べ る)に 使 い果 た して しま うの だ。」

これ は、村 人 を町で雇 う立場 の人 々が よ く口 にする 評価 と同 じであ る。 た だ しTT

は、す ぐに言 葉 を継 いで言 っ た。

「これ が、昔 か らのや り方 なのだか ら、従 わ ないわ けに はいか ない。」

つ ま り問題 として指摘 はす るが、生活 を変 えて、 ペ ス タの費用 を倹 約 して蓄財 す る

とい うこ とは、選 択肢 に は入 って こない。

同 じ道 を、1日 に何 人 もの アナ ・ボ トルが通 る。 その道 を、 昨 日も何 人 かが通 ったで あ

ろ うし、 翌 日に もや は り何 人 もが そ こ を通 るだ ろ う。 この事実 は、彼 ら 自身が よ く知 って

いる。 た だ し、 い か に してそ う した 無駄 を避iけるか とい う こ とは問題 には な らない 。 た

しか にそれで は効率 がわ るいか もしれないが 、彼 らに とっ て重 要 なの は、 彼 らの うちの誰

か が、声 をか け られ、 廃 品 を買 い取 る機 会 に恵 まれた り、 商 品 を さばい た りで きる とい

う、そ の ことだけ であ る。現 金 とはそ うや って稼 ぐものな のであ って、労 働の結 果 は根 本

的 に、個 人の努 力や工 夫 に よって操作 で きる ことで はない。偶 然 に任 せ た淘汰 は、 きわめ

て公平 で もあ る。 ここ には彼 らの、都市 下層 労働 に従事 しなが らも、生存 経済 の経験 に根

ざ した 農民 的な労働 価値 が現 れ てい る。彼 らは、 「体力 を使 うこ と」を第一 とす る一 方で、

それ以上 の こ とは神 に委 ね、結果 そ の もの には 関与 しない。獲 得で きる富 の多 寡 にか かわ

らず、彼 らは仕 事 をす る。 身体 の疲労 は、富 を得 る こ とに直結 してい るので はな く、 富 を

得 る可能性 を得 るこ とを意 味 してい る。

アナ ・ボ トルは、 しば しば村 に帰 る。そ れは農作 業 のた めであ った り、 儀礼 や祝宴 のた

めで あ るだけで な く、た だ町 での毎 日に 「もう疲 れ た」か らで あ った りもす る。 町 におけ

るア ナ ・ボ トル の過飽和 状 態 は、 こ うして微妙 に調整 され る。 町 で獲 得 し、村 へ と持 ち帰

られた富 は、 日々 の こまご ま とした 出費や、 共 同作 業や 祭礼 での一 定額 の出費 を経 て、遠

か らず尽 ぎて しまう。 そ の ころ彼 は、再 び町 に舞 い戻 って くる。そ して また偶然 のゲ ーム

に飛び込 んで い く。

結び

ただ ひたす ら町 を歩 くアナ ・ボ トル の姿 は、勤 勉 を通 り越 して、 ほ とん ど 「暇つ ぶ し」の
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労 働[ブ ルデ ュー1993:73]と す ら見 えて くる。 実 際、都 市住 人 によ る出稼 ぎ農 民 に対す

る評価 は、 「彼 らは体 が頑 丈 で よ く働 く。で も頭が わ るい」「ぶ らぶ らしなが ら働 くのが す

き」とい う もの であ る。彼 らは、 出稼 ぎの経 験年 数が い くら長 くなろ う と町 にお いて階層

上 昇 を遂 げ る ことな く、労 働力 と しての評価 も低 い ま まに留 まる。

町 か らもた ら された富 は、単 に経 済 的 に とい うだ けで な く、儀 礼 や祝 宴 の遂行 を通 し

て、村 の生活 と価値 を継続 させ る。 一方村 か ら町へ は、膨大 で安価 で気 ま ぐれな単 純労働

力 が もた らされ る。 町 と村 との聞の 、快適 とはいえ ない まで も費用 や 時間の 面で決 して 困

難 で はない移動 手段 と、彼 らが リアル に想像 し うる唯 一の大都 会 クパ ンにお いて ともか く

も現 金 を稼 ぐ当てが あ る とい う こと、そ して帰 るべ き村 が常 に保 たれ る こ と。 こう した 諸

条件 が、 クパ ンとい う廃 品回収 の ネ ッ トワー クの末端 の ひ とつ におい てすべ て満 た され て

い る。 その結 果 に生 じた のは、 農民 たち の資本 主義へ の参入 の、 安定 して いる と も停滞 し

て い る ともい え るひ とつ のあ り方で あ る。

アナ ・ボ トルた ちは、都 市下 層 におい てス トリー ト ・ワイズ に磨 きをか け、器用 仕事 を

駆使 して したたか に生 きるの では ない。都 市 にいなが らそ の半 身 を常 に村 に預けつ つ、偶

然 のゲ ーム を消 極 的な耐久 力 に よって こな して い くのであ る。

[もりたよしなり・大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程/日 本学術振興会特別研究員]

[注]

1

2

3

本報告 は、2002年 末か ら2003年 の間の2度 の調査(計4ヶ 月、COE「 トラ ンスナ シ ョナリテ ィ研究」の助成を

受 けた)、2004年2月 か ら2006年4月 までの2年3ヶ 月の調査(2006年1月 までの2年 間は文科省ア ジア諸国等

派遣留学生 として助成 を受けた)、2006年8月 か ら10月 までの2ヶ 月の調査(科 学研究費基盤研 究A「 トランス

ナ ショナ リズム と 『ス トリー ト』現象の人類 学的研究」研究代表;関 根康正)に よって得 られた成果の一部であ

る。関係 各位 に、 ここに記 して謝意を表 したい。

[小川1998ユ お よび前述の[湖 中2006コ の指摘を参照。

各研 究報告書 にお いて、かつ ては 「ア トニ」(Atoni)と 称 され ていた(代 表的 な例 として、 匚SchulteNordholt

l971]な ど)。近年では、「メ ト」(Meto)と す るのが適切 であるとされている([McWilli㎜2002]な ど)。彼 らの

民族言語において、「ア トニ」は単 に 「男性」あるいは 「人」を意味する。一方 「メ ト」は、た とえば自身の民族

集団 を[atonimeto/atoinmeto]、 民族言語 を[uabmeto]と 呼ぶ ことか らもわかる ように、彼 らの慣習や生活の

あ り方 を他 と明確 に区別するのに用 いられ る。 また、クパ ンにお けるイン ドネシア語(あ るいは 「クパ ン語」)

環境においては単に 「テ ィモール人」([orangTimor])と 呼ばれるが、中でも特に農村部 に住む人々のことを 「山
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4

5

6

7

の人」([oranggunung])と 称す る。本稿で扱 うのは、 メ トの内で も丘陵地か らの出稼 ぎ農民 であ り、都 市に生

活基盤 を持つメ トの入 々ではない。 よって ここでは、民族集団の名称 である 「メ ト」ではな く、「山の人」ある

い は単に 「農民」といった呼称 を用 いる。

2000年 の統計では、都市人 口236,000人 のうち最大が メ トで20%(51,000人)、 それに次 ぐのが ロテ(Rote)で

約19%(45,000人)と なっている。統計ではそのほかに5つ の民族名が表記 されているが、総人 口の約半分で

ある116,000人 が 「その他」にまとめ られている。

イン ドネシア語表記では[anakbuah]だ が、クパ ン語においては[anabua]と なる。

2005-06年 において、1円=約76～80ル ピア。1999年 の数値 だが、NTT州 におけ る平 均月収 は、大卒 者で

640,000ル ピア、小学校中退者 で160,000ル ピア、就学未経験者 で120,000ル ピアとされ、 また 「生活 に必要な

月収の最低 ライン」は240,000ル ピアとされている。

ちなみ にこの運転手 はジャワ人 である。彼 は朝 アナ ・ボ トル を運んだあ と、 クパ ンに戻 って他の仕事を こな

し、夜になって迎 えに来 た。遠方 までアナ ・ボ トル を運ぶ場合、1入 あた りの運賃は往復でふつ う15,000か ら

20,000ル ピアとなり、運転手が1回 に手に入れる金額は、8人 として120,000か ら160,000ル ピアになる。

[参照文献コ

◇小 川了1998『 可 能性 と しての国 家誌』世界 思想 社.

◇風 間計博1996「 タビテ ウエ ア環礁(キ リバ ス共和 国)に お ける 『廃 物』利用 の実 態 世 界 シス テム周

辺 領域 にお け るス トラテ ジー」『地球環 境研 究』38:43-74.

◇ 湖 中真 哉2006「 グ ローバ ル化 と廃物 資源 利用 ケニ ア中 北 部サ ンプル の事 例 」小 川 了、 周永 河 編
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共 有 に関す る人類 学 的統合 領域 の構築 」総括 班(代 表者:内 堀基 光):51-70.

◇IICA国 際協 力 総合研 修 所2004「 開 発途 上 国廃 棄物 分 野 のキ ャパ シテ ィ ・デ ィベ ロ ップ メ ン ト支援 の

ため に』IICA国 際協力 総合 研修 所調 査研 究報 告書.

◇ ダグ ラス、 メ ア リー、バ ロ ン ・イ シ ャウ ッ ド1984匚1979]『 儀 礼 として の消 費 財 と消 費 の経 済 人

類 学』浅 田彰 、佐 和 隆光訳 、新 曜社.

◇ ブル デュー 、 ピエー ル1993匚1977]『 資本 主義 のハ ビ トゥス アル ジェ リア の矛盾』原 山哲訳 、藤 原

書 店.
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おわ りに

栗本英世

本 報告書 は、 「トラ ンス ナシ ョナ リテ ィ研 究プ ロジ ェク ト」(大阪大 学21世 紀COEプ ロ グ

ラム 「イ ンター フェイス の人文学 」)の第6巻 目の成果 報告 書で あ る。COEプ ログ ラム の最

終年 度 に際 し、本 プ ロジ ェク トの 「最 終成 果」をま とめる こ とが 、私 た ちに与 え られ た課

題 であ った。 そ して 出来 あが った のが本 論文 集 であ るが、 私 たち は この1冊 に、丸4年 間

にわた るプ ロジェ ク トの成果 のすべ てが 盛 りこまれてい る とは考 えてい ない。本 プ ロジェ

ク トの全体 的 な成 果 には多様 なひ ろが りが あ り、有 形 ・無形 両方 の かた ちが あ る。 まず 、

「有形 の」、つ ま り文字化 されて 出版 され た もの と して は、6冊 の報告 書が あ り、 それ以外

には、 プロ ジェク ト ・メ ンバ ー であ る人 間科 学研 究科 教員 、特任 研 究員、RA(リ サー チ ・

アシス タ ン ト)、お よびプ ロジ ェク トの助 成 を受 けた大学 院生 た ちが刊 行 した多 数 の研 究

論 文が あ る。今 後 も、 成果 報告 集 や論 文 が生 まれ続 ける予 定 で ある。 また、COEプ ログ

ラムの ウェブサ イ トには、 トランスナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナ ー、 ワー クシ ョ ップ、 シ ン

ポ ジウ ムの講演記 録が 、参加 者 との質疑 応答 も含 めて掲載 され てい る。本報 告書 は、 これ

らの一 部 と して位 置づ け られ る。客観 的な評価 の 対象 にす る こ とは容易 で はない が、 「無

形 の」成果 も特 筆 されて しか るべ きであ る。 セ ミナ ーや ワー ク シ ョップで形成 された 国内

外 の人 的 ネ ッ トワー クは と くに重 要で あ る。 また、 「トラ ンス ナ シ ョナ リテ ィ研 究」とい

う新 た な旗 印は、 のべ2,000名 を越す セ ミナー ・ワー クシ ョップの参加 者 、成果 報告 書 の

読者 、 ウェ ブサイ トヘ アク セス した人 び と、お よび 「ロ コミ」に よって、 日本 の人 文 ・社

会科 学研 究 者 のあ い だ に、 か な り浸透 した よ うだ。 この旗 を掲 げて、 人類 学 を中心 に人

文 ・社 会科 学の あ らた な展 開 を目指 す とい う本 来の 目的 は、一定 の成 果 をあげた もの と考

えられ る。

5年 度 に わた ったCOEプ ロ グラム に参加 した者 と して は、 「最終 成 果」を報 告す る義務

が ある ことは承知 して い る。 けれ ども、私 た ちが本報 告書 を最終 成果 と呼 びた くない もう

ひ とつの理 由 は、「序 論」で述べ た よ うに、 本 プ ロジェ ク トは 「どこ まで も続い てい く」べ
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き もので あ り、 これ か らまだ長 い道程 が待 ちか まえて いる と考 えるか らであ る。

しか し、 「序論 」で述 べ た よ うに、本 報告 書 に収 め られた10編 の論文 が、 本 プ ロジ ェク

トの最良 の部分 を代表 してい るこ とはた しかで ある。 したが って、 これ まで本 プ ロジ ェク

トにあ ま りな じみが なか った皆 さん は、本報告 書 を手が か りとして、 トラ ンスナ シ ョナ リ

テ ィ研 究 とい う領域 に関心 を持 ってい ただ けれ ば幸 い であ る。

本 報告書 の編 集 と刊 行 に さい して は、お お くの人 び とのお 世話 にな った。 まず、 寄稿 し

て くだ さった10名 の著 者 の皆 さん に感謝 申 し上 げた い。 第1部 の5名 の先生 方 グス タ

ボ ・リンス ・ヒベ イロ博 士 、ヘ レン ・サ フ ァ教 授 、上杉 富之 教授 、 ヴ ァレン タイ ン ・ダニ

エ ル教 授 、山之 内靖教授 は、トラ ンスナ シ ョナ リテ ィ研 究 セ ミナー で講演 して くだ さっ

た だけで な く、 出版 のた めの原稿 改訂 や校正 の作 業 をこ ころ よ く引 き受 けて くだ さった。

第H部 の執筆 者 の ひ と りであ る植 村清 加 氏 は、本 プ ロジ ェク トの シンポ ジウム 「フ ィー

ル ドか らの アプ ローチ 」で 報告 して くだ さった だけ で な く(論 文 は、本 プロ ジェ ク ト成果

報告 書第5巻 『ポス ト ・ユ ー トピアの民族 誌』所 収)、 あ らたな論 文 を本 報告 書 に寄稿 して

くださ った。第H部 執筆 者 の うち、西垣 有氏 、竹村 嘉晃氏 と森 田 良成 氏 は、人 間科学研 究

科 人 類学 研 究分 野 の大 学 院生 で あ る。 元 大学 院 生 の黄 蘊氏 は、 現在 北 陸大 学 の講 師 で あ

る。本 報告書 に対 す る積 極 的な貢献 に感謝 したい。

英 語講演 ・論 文 の翻訳 をお願 い した のは、 人 間科 学研 究科 元助 手 の松 川恭 子博 士(現 在

は奈 良大 学講 師)、COE特 任 研 究員 の 田沼幸 子氏 、大 学 院生 の久保 明教氏 と田 口陽子氏 で

あ る。煩雑 な編 集作 業 の アシス タ ン トをお 願い した の は、2名 の大 学 院生一 久保 明教 氏

と、 本報 告書 の執 筆者 の ひ と りで もあ る西垣 有氏 で あ る。 最後 に、COE・RAの 上 田

達 氏 に は、平 成17年 度 に引 き続 いて、 報告 書 編集 の事 務作 業 の統 括 をお 願 い した。彼 の

忍 耐つ よい着 実 な仕 事が なけれ ば、 本書 は 日の 目を見 なか っただ ろ う。記 して謝 意 を表す

る次 第であ る。

匚くりもとえいせ い ・大阪大学大学 院人間科学研究科教授]
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上杉富之 成城大学文芸学部 ・大学院文学研究科教授。専門は社会人類学 ・

東南アジア地域研究。博士(社 会人類学 ・東京都立大学)。国立民

族学博物館民族社会研究部助教授を経て現職。ボルネオ焼 き畑農

耕民社会 ・文化の民族誌的研究、東南アジア島嶼部の社会と文化

に関する動態的研究、新生殖医療技術が現代社会や文化に及ぼす

影響に関する入類学的研究 を行っている。最近の主な業績に 『現

代生殖医療一 社会科学からのアプローチ』(編著、世界思想社、

2005年)な どがある。

植村清加 成城大 学民俗学研 究所研究 員。 専門 は文化 人類学。2002年 に成城

大学 大学 院文学研 究科 日本 常民文 化 を単位 取得退 学後、現 職。 フ

ランスのマ グ レブ系移 民の うち、 フラ ンス生 まれ フラ ンス育 ち世

代 に関す るフ ィール ドワー クを行 って いる。主 要 な業績 として、

「私 たちの差異 あ る 〈つ なが り〉のか たち・ フラ ンス ・パ リ郊外

におけ るマ グレブ系 移民 第二 世代 の多民 族的 共 同性 」(「文化 人類

学』69巻2号 、2004年)な どがあ る。

ヴ ァ レ ン タ イ ン ・ダ ニ エ ル コ ロ ン ビ ア 大 学 教 授 。 専 門 は 文 化 人類 学 。 ス リ ラ ン カ で 生 ま れ 育

つ 。 渡 米 後 、1979年 にPh.D(シ カ ゴ大 学)を 取 得 。 ワ シ ン トン大 学 、

ミ シ ガ ン 大 学 で 教 鞭 を と っ た 後 、 現 職 。 主 に ス リ ラ ン カ、 南 イ ン

ドで フ ィー ル ドワ ー ク を行 い 、 最 近 で は ス リラ ン カの 内 戦 に伴 う

暴 力 や 難 民 に 関 す る研 究 を 精 力 的 に行 っ て い る。 主 な 著 作 にF伽4

Sl9η5」Bε∫㎎8Pε 樗oη 飾ε翫 η1'1V吻ッ(UniversityofCalifbrniapress,1984)

な どが あ る。

グ ス タ ボ ・リ ン ス ・ヒベ イ ロ ブ ラ ジ リ ア 大 学 教 授 。1988年 に ニ ュ ー ヨ ー ク市 立 大 学 に てPh.D(人

類 学)を 取 得 後 、現 職。 ブ ラ ジ ル人 類 学 会 会 長 を つ とめ る。 主 に ラ

テ ンア メ リ カ を フ ィー ル ド と し、 グ ロー バ ル 化 、 労 働 、 移 民 、 開

発 、 政 治 運 動 、 サ イ バ ー ス ペ ー ス な ど の トラ ン ス ナ シ ョナ ル な事

象 を研 究 して い る。 主 要 な 著 書 と して 、 伽 η∫η磁o呶IC卯 観 細 α雇

Hγ4γqρo砺05切 んgε η伽 σ:7hθ}厩 γrθ彪HゆDα 御(UniversityPressof

Florid,1994)な どが あ る。

栗本英世 大 阪大学 大学 院人 聞科 学研究 科教授 。専 門は社会 入類 学、ア フリ

カ民 族誌学。主 と してス ーダ ン、エチ オピアで、内戦、民族紛 争、

難民 、平和構築 な どをテーマ にフ ィー ル ドワーク。主要 な業績 に、
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『民 族 紛 争 を生 きる 人 び と』(世 界 思 想 社 、1996年)、 『未 開 の 戦 争 、

現 代 の 戦 争 』(岩 波 書 店 、1999年)、CoψcちAg6けPowθr勿Nbr酌Eσ ∫f

/琉 ∫cα(編著 、IamesCurreメ1998)、Rθ ηηρρ1ηgEぬ10P'β(編 著 、Iames

Currey;2002)な ど。

小泉潤二 大阪大学 大学 院人間科学研 究科教授。1996年 よ り現 職。 人類学 博

士(ス タ ンフ ォー ド大学)。 中米 での現地調 査 による経 済や宗教 や

社 会変化 の研 究、解釈 人類 学に関す る理 論研究 などを行って いる。

主な業績 に、 クリフォー ド・ギ アッ 『解釈 人類学 と反=反 相対主義』

(小泉 潤 二編 訳、 みす ず 書房、2002年 〉、ργ呶競c5qfC麗 伽rε∫朋4

砂5`跚5碗 亡んePαc旗R吻IA勧roρ0109加IS如4fε5(編 著、OsakaUniver-

sityPress,2003)な どがあ る。

黄 蘊 北 陸大 学未来 創造学 部講 師。専 門は文化 人類学。大 阪大学 大学 院

人間科 学研究科博士課程 を単位取得 退学後、2005年 から現職。マ レ「

シア、 シンガポール をフィー ル ドに、華 入宗教 、華 文教育、多元社

会の問題 を研究 してい る。最近 の主な業績 に 「マ レー シア ・ペナ ン

の宗教組織 と華文教育に関する人類学的研 究の課題 と展 望」(大阪大

学21世 紀COEプ ロ グラム 「イ ンター フェイスの人文学」報告書 『ト

ラ ンス ナシ ョナ リテ ィ研究 一 場 を越 える流 れ』、2003年)、 「ナ

シ ョナル と トランスナ ショナル な文化の分割一 マ レー シア とシン

ガポールの華 人の事 例よ り」(『北陸法学』第12巻 第1・2号 、2005年)

な どがある。

田口陽子 大阪 大学 大 学 院人 間科 学研 究科 博士 前 期課 程修 了。 主 な業績 に

「「イン ド料 理 」と公共性一 レス トラ ンか らの視 点」(大阪大学 大

学 院人間科学研究科 提出修士論文、2006年)が あ る。

竹村嘉晃 大阪大学大学 院人 聞科 学研 究科博 士後 期課程在 籍、 日本学術振 興

会特 別研究員(DC)。 専 門は文化人類学。 南 イン ド ・ケーララ州の

ロー カルな儀礼 パ フォーマ ンスを分析 対象 と して、舞 踊 ・芸 能研

究や 身体論 な どに依拠 しなが ら、現代 社会 におけ る伝 統的 な身体

文化の受容 ・消 費動向の実 態に関す る多 角的な考察 を試みてい る。

主 な業 績 に 「儀礼 パ フ ォー マ ンスの技 量 と ロー カル な審美 眼一

南 イン ド ・ケーララ社会 にお けるム ッタッパ ンの隆盛」(『年 報人間

科 学』第26号 、2005年)な どが ある。
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田沼幸子 大阪大 学21世 紀COEプ ログラム 「イ ンターフ ェイスの 人文学 」特

任研 究員。大 阪大学大学院博士 課程 を単位取 得退学後、2004年 か

ら現職。 専 門は文化 人類 学。最 近の主 な業績 に 『ポス ト ・ユ ー ト

ピアの民族誌.ト ラ ンスナ ショナリティ研 究5』(編 著、大阪大学

21世 紀COEプ ログラム 「インター フ ェ イスの 人 文学 」、2006年)

な どがあ る。

西垣 有 大阪大学 大学院 人間科学研 究科博 士後期 課程在 籍中。専 門は文化

人類学。 モ ンゴル ・ウランバ ー トル市 をフ ィール ドに、 ポス ト社

会主義期の都市化 と開発 をめ ぐって、人類学 的研究 を行 っている。

主 な業績 に 「ウ ランバ ー トル市 の 『起 源 』一 モ ンゴルにお け る

社 会主義/ポ ス ト社 会主義の歴 史叙述」(『年報 人間科学』第26号 、

2005年)が あ る。

ヘ レ ン ・サ フ ァ フ ロ リ ダ 大 学 名 誉 教 授 。 コ ロ ン ビ ア 大 学 で 人 類 学 博 士 号 を 取 得

後、 フ ロ リ ダ 大 学 ラ テ ンア メ リカ 研 究 所 長(1980-85)や 、 米 国 の

ラ テ ンア メ リカ研 究 学 会 会 長(President,LASA-LatinAmericanStudies

Association,1983-85)を 歴 任 。 スペ イ ン語 圏 カ リブ 海 地 域 に 関 して 、

ジ ェ ンダ ー 、人 種 、開発 、都 市 な ど を テ ー マ に7舵u治 砌%orqfPμ 傑

めR1σαA跏 の 腕Dε γθ1(ψη2皰 απ41吻 呶 切(Holt,Rinehart,andWinston,

1974)な ど数 多 くの著 作 が あ る。

松川恭子 奈良大学社会学 部専任講師。2006年 に大阪大学大学 院人問科学研

究科 にて博士号(人 間科学)を 取得。専 門は文化 人類 学。主 な研究

テーマ は、 イ ン ド・ゴア社会 の多言語状況 、 イン ドの キ リス ト教。

最近 の主 な業 績 に 「宣教 師 によ る現 地語 のテキ ス ト化 とそ の帰結

.イ ン ド、ゴア州 におけるキ リス ト教徒 の言 語ア イデ ンテ ィティ

の現 在」杉本 良男編 『キリス ト教 と文明化 の入類 学的研究』(国立民

族学博 物館、2006年)な どがあ る。

森田良成 大 阪大学 大学院 人聞科学研 究科博 士後期 課程在 籍、 日本学 術振興

会特 別研 究 員(DC)。 専 門 は文 化人 類学 。大 阪 で調査 を実施 し、

ホー ムレスの人 々の語 りを収集 ・分 析 した民族誌 を修士論 文 と し

て提 出。 現在 は、ホ ーム レスの研 究 を継 続す る一方 、東 イン ドネ

シア、西 テ ィモー ルの都市 に もフ ィー ル ドを拡大 し、「くず屋」の

人々の生活 について調査 してい る。業績 に、「東 イ ン ドネ シア、 ク
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パ ンにお ける くず屋 の生 活 の実践 」(大阪大 学21世 紀COEプ ログ

ラム 「インター フ ェ イスの 人 文学 」報告 書 『トラ ンスナ シ ョナ リ

テ ィ研究 一 場 を越 える流 れ』、2003年)が あ る。

山之内 靖 フェ リス女学 院大学 名誉教授 。東京大 学大学 院社会科 学研究 科単

位取 得満 期退 学、経 済学 博士(1968年)。 東 京外 国語 大学 外 国語

学部 で教鞭 を取 った後、1996年 か らフ ェ リス女学 院大学 に勤務。

2004年3月 定年退 職。 イギ リス経済 史、マ ルクス研 究、ヴェーバー

研究 な どを経 て、近 年は グローバ リゼ ー シ ョン時代 におけ る新 し

い世 界構造 につ いての 分析 を行 ってい る。 最近 の編著書 に 『再魔

術化 す る世 界・ 総力戦 ・「帝 国」・グローバ リゼ ー ション』(御茶

の水書 房、2004年)、 『受苦者 の まな ざ し一 初期 マル クス再 興』

(青土社、2004年)な どが ある。
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